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Ⅰ－１ はじめに 
現在の児童生徒には，肥満・痩身，生活習慣の乱れ，メンタルヘルスの問題，アレルギー
疾患の増加，性に関する問題など，多様な課題が生じている 1）．そのため，学校保健安全法
の第 9 条２）では，健康状態の日常的な観察により心身の状況を把握することと，児童生徒
や保護者に対する保健指導の重要性が示され，子どもの心の問題への早期対応が求められ
ている． 
抑うつ，不安・自傷行為・摂食障害などのメンタルヘルスの問題と関連する要因の一つが，
セルフエスティームである．セルフエスティームが低いことは，成人期のメンタルヘルスや
逸脱行動といった問題に結びつきやすいと指摘されている３）．具体的には，小学校 5 年生か
ら高校 3 年生に調査した川畑ら４）によれば，学校種や性別を問わず，喫煙および飲酒経験
とセルフエスティーム，とりわけ「家族」に関するセルフエスティームとの間に密接な関係
が認められた．また，今出ら５）によれば，中学生では，喫煙行動と低いセルフエスティーム
に関連性がみられた．加えて，村松ら６）によれば，小学校 5・6 年生では，男女とも喫煙に
関する行動・態度の項目の多くで，好ましい状況である者の方がそうでない者よりセルフエ
スティームが高かった．さらに，中学生のダイエット行動とセルフエスティームとの関連を
研究した千須和ら７）は，朝食を毎日摂り共食を心がけ，家族で会話のある楽しい夕食の時
間を過ごすことが，女子においては良好なボディイメージやダイエット行動の予防，男女と
もに高いセルフエスティームと関連することを示唆していた．摂食障害については，斉藤８)
が，摂食障害傾向に及ぼす個人内要因と社会文化的要因を包括的に検討し，社会文化的な規
範に過剰に適応しようとする自己理解が，自らの自尊感情を低下させて，摂食障害傾向を形
成するとしている．加えて，性行動については，川畑ら９）が，中・高校生の性行動との関連
を調べ，女子においては家族関係に関するセルフエスティームが低いほど性交経験のリス
クが高かったとしている．以上の先行研究の結果から，セルフエスティームが低いことは，
メンタルヘルスの低下や逸脱行動と関連していると言える． 
 
Ⅰ－2 セルフエスティームの定義 
「セルフエスティーム（self-esteem)」は，「自尊感情，自尊心，自己肯定感，自己評価，
自己有用感等」と日本語で訳される．この言葉一つひとつを使い分けることもできるが，本
研究では，用語の統一を図るため，引用の部分や尺度名以外はセルフエスティームとして用
いることとする．  
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セルフエスティームの定義は研究者によって異なるが，遠藤 10）は，自分自身に対する全
体的な評価感情の肯定性，つまり自分自身を基本的に良い人間，価値ある存在だと感じてい
る点で，おおよそ共通するとしている．例えば，自尊感情尺度を開発したローゼンバーグ 11）
は，「自己に対する肯定的または，否定的な態度」と定義し，自分を「とてもよい（very good）」
と捉える場合と「これでよい（good enough）」と捉える場合の二つを指摘し，後者の立場で
尺度を作成した．本研究では，セルフエスティームの定義をローゼンバーグの考え方を基に，
「自分自身をどれくらい価値ある存在として捉えているかに関する態度，あるいはその態
度に伴う感情」とする．そして本研究が目指すセルフエスティームは，「very good」の高い
セルフエスティームではなく「good enough」のセルフエスティームとした．  
 
Ⅰ－３ セルフエスティームの国際比較 
日本においては，子ども達のセルフエスティームが諸外国に比べて低いことが問題視さ
れている 12-14）．日本青少年研究所が 2001 年から 2002 年に日本，アメリカ，韓国の中学生
に対して行った生活意識に関する調査 12）では，自己評価について五つの質問を行った．「自
分に起こったことは，すべて自分の責任だ」日本 25.2％，アメリカ 59.7％，中国 46.9％（「よ
く当てはまる」の比率，以下も同様），「計画を立てたら，それをやり遂げる自信がある」日
本 9.8％，アメリカ 54.2％，中国 32.8％，「私は自分に大体満足している」日本 9.4％，ア
メリカ 53.5％，中国 24.3％，「私は人並みの能力がある」日本 15.6％，アメリカ 56.5％，中
国 49.3％，「私は他の人々に劣らず価値のある人間である」日本 8.8％，アメリカ 51.8％，
中国 49.3％で，日本の中学生はアメリカ，中国と比較して，自分の能力に対する信頼や自信
が低かった．同様に日本青少年研究所が行った高校生の調査 13）でも，「私は他の人々に劣ら
ず価値のある人間である」日本 11.0％，アメリカ 60.7％，中国 73.1％，「私には人並みの能
力がある」が日本 14.2％，アメリカ 67.1％，中国 67.9％であり，アメリカや中国と比較し
かなり低かった．最新の調査では，国立青少年教育振興機構が，2017 年度に日本・米国・
中国・韓国の高校生を対象に同様に調査した 14)．その結果，「私は価値のある人間だと思う」
「私は今の自分に満足している」などの自己肯定的な項目に対する評価は，米国，中国，韓
国に比べて低かった．具体的には，「価値ある人間」では，「そうだ」「まあそうだ」と答え
た割合は，他国では 8 割あるのに対して，日本は 44.9％．「自分に満足」では，他国では６
～７割であるのに対し日本は 41.5％であった． 
ローゼンバーグの自尊感情尺度を用いたもの 15）では，2005 年に Schmitt らが報告した調
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査がある．この調査は，ローゼンバーグの自尊感情尺度を 28 言語に翻訳し，53 か国の 16,998
人の成人を対象に行った．日本の平均値（25.50）は，53 か国の中で最も低い値であった．  
このような状況から，2000 年頃から日本でも自尊感情や自己肯定感が注目されはじめ，
文部科学省や中央教育審議会において議論され課題として取りあげられ教育政策に反映さ
れてきた． 
 
Ⅰ－４ 日本人青年のセルフエスティームが低い理由 
国際比較で明らかになっているセルフエスティームの低さの理由としていくつかある．
まず一つ目に，日本の社会に適応するための文化的な背景による問題があげられる．例えば，
謙遜 16,17）を美徳とする価値観や自分のことを高く評価しすぎない方がよいという自己卑下
呈示がある．二つ目に，日本の青年と諸外国の青年では，「自分への満足感」を判断する際
に関連する要因が異なるということが考えられる．加藤 18)によれば，アメリカやイギリス，
フランスといった国の青年の「自分への満足感」の高さは「自分はどうであるか」といった
対自的な自己認識の要因によるものであるのに対し，日本の青年においては「自分は役立つ
存在であるか否か」といった自己認識が関係している．つまり，日本の青年の「自分への満
足感」の低さは，「自分への満足感」と自己有用感への不安を関連づけているがゆえに生じ
ているとし，「自分への満足感」，あるいは自尊感情というものは単純に高い低いという視点
から評価するだけでなく，どのような関連性をもったものであるのかという視点からもと
らえる必要があると述べている．このような点から，セルフエスティーム育成のための内容
や方法を考える際には，日本人青年のセルフエスティームが低い理由を念頭に置き考える
必要がある． 
 
Ⅰ－５ 国内における学校教育におけるセルフエスティームの育成の位置づけ 
文部科学省 19）は，児童期後期の課題として，小学校高学年の時期には「身体も大きく成
長し，自己肯定感を持ちはじめる時期であるが，反面，発達の個人差も大きく見られること
から，自己に対する肯定的な意識を持てず，自尊感情の低下などにより劣等感を持ちやすく
なる時期でもある」とし，その時期の重要課題に自己肯定感の育成を挙げている．そのため，
学校教育において自尊感情は学びの土台として位置づけられ，人権教育・性に関する指導，
教育相談など様々な領域や道徳・総合的な学習の時間などの教科で注目されている．例えば
人権教育 20）では，学校における人権教育の取組の視点について「自分の大切さとともに，
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他の人の大切さを認めること」が示されている．性に関する指導 21）では，自他の大切さを
尊重する態度の基礎として様々な取り組みが行われてきている．道徳教育 22）においては，
「自分への信頼感や自信などの自尊感情や他者への思いやりなどの道徳性を養う」ことが
基本的な観点として挙げられている．また，国立政策研究所の生徒指導リーフ 23）によれば，
「日本の児童生徒の場合には，他者からの評価が大きく影響する，｢褒めて( 自信を持たせ
て) 育てる｣という発想よりも，「認められて( 自信を持って) 育つ」という発想の方が，子
供の自信が持続しやすい」とし「自己有用感」に裏付けられた「自尊感情」を育むことが大
切であるとしている． 
 
Ⅰ－６ 国内のセルフエスティーム育成の内容及び方法 
学校教育における予防的な支援は，子ども達の学習面，健康面，メンタルヘルス面を向上
させ，それらの問題を軽減する効果がある 24）ため，学校においては様々な心理教育が行わ
れてきた．日本の学校における集団を対象とした心理教育は，不登校・いじめといった主に
対人関係に起因する問題であるため，対人関係に焦点を当てた取り組みが大部分を占めて
いる 25）が，セルフエスティームを育成するためのアプローチも様々ある，例えば，メンタ
ルヘルスの予防的な介入を通してセルフエスティームの向上を図るものとして，ソーシャ
ルスキルトレーニング 26），グループ・エンカウンター27），ピア・サポート 28），トップ・
セルフ 29）などの取組がある．これらのプログラムは，評価尺度を使用し効果の検証が行わ
れている．この中でも，ソーシャルスキルトレーニングとグループ・エンカウンターは応用
的研究が数多く行われたり，多数の書籍として発行されたりして学校の中で重要視されて
いる 30）． 
ソーシャルスキルトレーニングは，対人関係を円滑に進めていくために相手の行動を理
解したり，それに応じて自己の行動を調整したりするといった心理学的機制を指す 26）．戸
田ら 26）は，2005 年以降発表されたソーシャルスキルトレーニングの実践研究を取り上げ実
施の形や効果や影響を検討している．小学校の 17 例のソーシャルスキルトレーニングは
「聞くスキル」「トゲのない友好的な言葉で話しかけるスキル」が頻繁に取り上げられてい
た．中学校の 15 例のソーシャルスキルトレーニングでは，「上手な聞き方」よりも「上手
な断り方」が採用されることが多く，その他には感情や怒りなどの気持ちのコントロールを
ターゲットとしている場合が多かった．評価については，社会的スキル（ソーシャルスキル）
が指標とされる場合が多い 26）が，ソーシャルスキルと自尊感情は中程度の正の相関関係を
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示す 31，32）ことから，自尊心をターゲットしたに活動が組み込まれているものもある 33）．
ソーシャルスキルの獲得は，自尊心を高める効果があるとされ 34，35），自尊心の形成には，
ソーシャルスキルが重要であることが指摘されている 36，37）． 
一方，グループ・エンカウンタ―は，集団学習体験を通して，人間関係を作ること，人間
関係を通して自己発見すること 38）をねらいとしており，「自己理解」「自己受容」「他者
理解」「自己主張」「感受性」「信頼体験」の六つの機能があるとされる 39）．「自己受容」
「自己理解」「他者理解」のねらいの中には「よいところを認め合う」40）エクササイズ，つ
まり自尊感情を培う活動も含まれており，グループ・エンカウンタ―の効果として自己認知
の肯定的変化を示唆している 38）．グループ・エンカウンターの介入研究のうち自尊感情や
自己肯定感を測定に用いた 29 例の研究をメタ分析した押江 41）によれば，グループ・エン
カウンターが参加者の自尊感情に有意な効果を有しており，その効果量は小から中程度の
ものであり，集団学習体験は，自尊感情の変容を促すことが可能であると考えられた． 
ソーシャルスキルトレーニングやグループ・エンカウンターは，他の心理教育プログラム
に比べ，時間，手間がかからず，さまざまな教育活動に応用しやすいため学校現場で盛んに
実践されている 42）．しかし，これらの心理教育は対人関係の改善を一番の目的としており，
セルフエスティームの向上は二次的な効果の位置づけとも考えられる． 
それに比べ，セルフエスティームの向上にのみ焦点をあてて学級担任がよく行う「よいと
ころみつけ」の実践の効果及び全国の小学校の 4 年生体育科保健領域で指導する身体に関
するセルフエスティームに関する研究は十分とは言えない．課題としては，効果の評価のた
めの尺度が使用されていなかったり 43），使用されていても尺度の一部の項目であったり 44），
児童の様子（児童の発言やつぶやき，振り返りカードの記述等）の変容などから，教師の主
観により効果が判断されたり 45)，セルフエスティームの尺度を使用し教育前後で比較して
いるものの，分析が記述統計量に留まっていたり 46)，t 検定が繰り返されているなど 47），分
析が適切に行われていないものも散見される．このような例から，大野 48)は「教育前後の
効果比較や，子どもの成長における長期的な効果検証が不十分な状況である．」と指摘して
いる，効果検証のためには，標準化された尺度を用い，プロセス評価も行った評価研究の積
み上げが必要である． 
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Ⅰ－７ セルフエスティーム育成の課題 
セルフエスティームの研究は，米国において先行した．1960 年代にセルフエスティーム
の育成が注目され，様々なプログラムが考案され実践された．しかしながら，研究が進むに
つれ，米国内の小中学校で実践されたセルフエスティーム向上に関連するプログラムが，成
績や意欲には効果を及ぼしたが，教える側，教えられる側双方のセルフエスティームにはほ
とんど影響はなかったことが明らかになった 49)．また，1990 年前後から，セルフエスティ
ームの低下よりも，高すぎるセルフエスティームについて批判されるようになった 50,51）． 
例えば，他人を軽蔑した態度や行動をとり，他者を見下すことによって保たれる仮想的有能
感が注目された，仮想的有能感が高すぎると共感性が低かったり，友人関係が狭かったりし
て友人関係に不満が生じる 51），二つ目に自己愛の問題がある．自己愛は自分を愛すること，
大切に思うことであり，誰でもが持っている 52）．自己愛は，成長や成功をおさめようと適
応的な行動を生み出す場合と，自己愛が強まりすぎると，自己中心的な行動として，平気で
人を傷つけたり，自分自身の自己愛が傷つかないように，自己愛が傷つく可能性がある場面
を避けて，引きこもりや，うつなどの不適応に陥ったりすることが問題であると考えられて
いる 53）． 
これらの問題から，セルフエスティームの高低の水準のみで個人の精神的健康を測るの
ではなくではなく，どのような自己の領域でセルフエスティームを維持し高めているのか，
自尊感情の源（随伴性，土台，源泉）となる領域に着目した試みが注目を集めてきている 54)．
例えば，大谷 55)は，中学生の自己価値の随伴性として芸術能力，学業能力，運動能力，友人
関係をあげている．伊藤 56)は，日本人大学生の自尊感情の源泉として対人関係（親密な関
係・関係の恩恵・関係のスキル），個人特長（外見・知性・運動能力等），生き方（成長への
努力・過去の頑張り等）を挙げ，自尊源に注目する介入方法に示唆を与えている．また，ポ
ープ 57）も，人の自尊心を変容させるには，問題となっている特定の領域に焦点を当てるこ
との重要性を説いている． 
思春期は，身体発育に対する態度が否定的傾向になる 58）ことから，児童を対象とする本
研究において，身体発育に焦点を当ててセルフエスティームを育成することの意義がある
と考えられる．特に，本研究は，教科と特別活動においてすべての児童を対象として実施す
ること，発育に関連する問題が増加しはじめる時期にあたる児童に対して幅広く介入を実
施でき，保健学習の内容を踏まえたプログラムであることから，教育的意義が大きいと考え
られる． 
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Ⅰ－８ 研究の目的と論文構成 
本研究では，セルフエスティームの高低だけではなく，セルフエスティームの領域に注目
し，児童の精神的な健康を維持するための保健教育（保健学習・保健指導）で実践できる身
体のセルフエスティーム育成プログラムを開発し，その効果を検証し，小学校高学年で活用
可能な，身体に関するセルフエスティーム育成の指導内容及び方法を提案することを目的
とした． 
目的を達成するために，第２章では，まず学校で担任がよく行う「よいところみつけ」を
取り上げ，プログラムを実施する．そして自尊感情尺度，社会的スキル尺度を使いセルフエ
スティームへの効果を検証するとともに，ワークシートの記述，事後調査などからプロセス
評価を行い，有効性を検証する．また「自分のよさを知る」活動が身体のセルフエスティー
ム育成のプログラムに活用できるかどうかを探る． 
第３章からは，セルフエスティームの高低だけでなく自尊源にも注目する，セルフエステ
ィームは，いろいろな側面から支えられ，影響を受けており，ポープ57）やハーター59）が，
身体の領域を子どもの自尊心や自己概念の領域として挙げているように，特に思春期は，身
体の変化が大きく，注目しやすくなる．そこでセルフエスティームの中でも発育していく身
体の領域に焦点を当てる．まず，発育に対する態度を評価する尺度がないことから，健康な
小学生を対象に発育に対する態度を評価する尺度を開発し，その信頼性と妥当性を評価す
る．そして発育に対する態度の実態を把握し，第４章の介入研究の基礎資料を得ることを目
的とした． 
第４章では，第３章での発育に対する態度の実態を踏まえ，小学校体育科保健領域４時間
と学級活動の保健指導２時間で，発育に対する肯定的な態度の育成を目指すプログラムを
作成し実施する．そして第３章で開発した評価尺度を用い，準実験デザインにより，発育に
対する態度やセルフエスティームへの効果を検討し，小学校高学年で活用可能なセルフエ
スティーム育成の内容及び方法を提案することを目的とした． 
第５章では，２章～４章の研究をまとめ，保健教育で実践できるセルフエスティーム育成
プログラム，及び指導内容における留意点について考察する． 
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Ⅱ－１ はじめに 
社会環境や生活環境の子どもに対する健康影響が懸念されている．特に，それらの環境
の急激な変化により，日常の生活においても生活習慣の乱れ，いじめ，不登校，児童虐待
などの心の健康問題が顕在化していると指摘されている１）．また，その要因として，スト
レスや不安感が高まっていること，自己実現の喜びを実感しにくく，他人を思いやる温か
い気持ちを持つことや望ましい人間関係を築くことが難しくなっていることなどが考えら
れている２）． 
そのため学校では，様々な心理教育が行われている．岡崎ら３）は，2010 年に中国地方の
公立小中学校教員を対象に予防教育的アプローチの実施状況を調査した．調査では，スト
レスマネジメント，自己主張トレーニング，問題解決法などを用いて，いじめ・攻撃行動
やうつなどの情緒的問題を予防し，心の健康を育むことを目的として行われたものを予防
教育心理教育的アプローチとしたが，その実施率は小学校 28.0%，中学校 23.4%であった． 
一方，安達４）が 2013 年と 2014 年に青森県の幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別
支援学校教員を対象とした調査では，心理教育経験率が幼稚園 27.3％，小学校 68.1％，中
学校 72.6%，高校 32.3%，特別支援学校 52.6％であり，調査対象とした地域によって経験
率が大きく異なる可能性が考えられた． 
このように調査結果では心理教育の実施の地域差があるが，学校現場では，セルフエス
ティームを育成するための教育の重要性は広く認識され，教科や領域等に関連付けながら，
数多くの授業が行われている．授業では，グループで活動したり，話し合いをしたりする
など他者と関わりながら学習していく．他者との関わりが自尊感情に与える影響について，
生徒指導提要５）では，「自尊感情を高めるには，自分は大切にされている，自分は必要とさ
れているといった他者からの賞賛や承認，評価が影響してくる」とされている．このよう
に友人関係における有能感がセルフエスティームに与える影響は大きいと考えられ，各児
童の努力や能力等が友人などの重要な他者に認められることにより，セルフエスティーム
が高まると期待されている． 
その実践例として，よく担任が行うのが「よいところみつけ」である．東京都教職員研
修センター６）では，平成 20 年から 5 年間にわたり自尊感情や自己肯定感に関する研究が
行われ，自尊感情を高めるためのさまざまな手立て等が提案されている．その中でも，学
級担任の取組として小中高と共通して取り上げられていたのが，「よさをみつける」，「よさ
を認め評価する」「よさをみつける場を設定する」であり，学校生活や，授業の中でも取り
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組みやすい方法であると考えられる． 
そこで，「よいところみつけ」の先行研究の実践例をとりあげる．まず，「よいところみ
つけ」の実践の中で有効性が認められた実践例の一つとして堀川ら７）が，小学校 4 年生 29
名に対して行った研究がある．プログラムは６授業時間であるが，自他を否定的に見る認
知と肯定的な認知の両方の体験を通じて働きかけて，不安低減と自尊感情の向上を目指し
た．教育課程のどの時間で指導したのかは明記されていない．具体的には，自分や相手の
「よいところをみつけあう活動」や，「リフレーミングの考え方」，「嫌な気持ちになる考え
方」等で構成された．評価尺度は不安尺度と自尊感情尺度とし，プロセス評価としてふり
返りの項目の学習した内容 7 項目，活動した内容 10 項目について評価した．対照群は設
けていない．その結果，不安の低減と自尊感情の向上が認められた．また，振り返りの結
果から，班活動でお互いのいいところをみつけあったり，話し合い活動で意見を出し合っ
たりする等の班単位の活動により，小集団の中での自己主張力を高めたり，他者との関係
性を向上させたのではないかと堀川は推測した． 
二つ目に四辻８）は，小学校 4 年生の児童 120 名を対象に「お互いのよいところみつけ」
の活動を行い，自尊感情の向上について，自尊感情と児童の友人認知の視点から検証した．
総合的な学習の時間で行った 8 時間の授業は「どのようにすればお互いのよいところをみ
つけることができるのか」について考える準備を行った後，自分達で考えた活動内容につ
いて実際に行うという展開で進められた．具体的にはグループの中で共通点をみつけそれ
についてお互い質問しながら話をしたり，お互いのよさを学級に広げるために本人に代わ
ってその友達の好きな物やよいところを画用紙に書いて紹介する「友だちポスター」を作
り，全体に交流したりする活動を行っている．この「よいところみつけ」の活動は，グル
ープでの活動が多く含まれており，構成的グループ・エンカウンターやピア・サポートで
みられる活動内容とも一部共通する．その結果，友人が多いと認知している群の方が，友
人がそれほど多くないと認知している群に比べて自尊感情が有意に高まっており，友人を
より多く認知している児童にとって「よいところみつけ」の取組が有効であると示唆され
たとしている． 
次に実践例の中で課題と考えられる研究を取り上げる．北浦９）は，小学校 6 年生 35 名
に対して前向きに行動できる児童を育てる指導を試みた．「よさを認め合う活動」や，もの
の見方を変える「リフレーミング」を通して物事のマイナス面だけにとらわれない指導を
朝の会や学級活動等様々な機会で行った．その結果，児童はプラス思考について理解し，
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友達のよさをみつけたり，友達から自分のよさを教えてもらったりする中で，物事を肯定
的にとらえることができるようになってきた．また児童は多様なものの見方ができるよう
になり，行動面に変化が現れたと報告している．しかし評価は，事前に自己肯定感につい
ての意識調査として，「私は私なりのよさがある」，「私は友達や学級の役に立っていると思
う」，「私は，自信をもって行動している」の３項目について調査しているものの，事後の
調査は行われておらず，プロセス評価である児童の様子（児童の発言やつぶやき，振り返
りカードの記述等）の変容などから主観的に判断されていると示唆された． 
さらに，河野 10）は，小学校 3 年生の 20 名に自分のよいところを伸ばす意欲を引き出す
ことを目指し，道徳と学級活動で５授業時間の「自分のよいところを伸ばす道徳学習プロ
グラム」を開発した．具体的には，「よいところや悪いところに気づく」，「よいところをみ
つめる」，「よいところを伸ばそうとする」の三段階を設定し，他者とのかかわりや道徳学
習ノートの活用を取り入れた．評価方法は，ポープらの理論をもとに作成された事前事後
の自尊感情アンケートであったが，分析は記述統計量に留まっているにもかかわらず，児
童の自分のよいところを伸ばす意欲を引き出し，自尊感情を育てることにつながったと報
告している． 
最後に，山﨑 11）は，中学校 1～3 年生 175 名を対象として自尊感情を高めるのに効果的
と考えられる２授業時間のグループワークを道徳の時間を使用しクラス単位で実施した．
具体的には，「リフレーミング」とお互いの「よいところをみつけあう活動」であった．評
価は，東京都版の自尊感情測定尺度 22 項目を事前と事後に行い，ふり返りシートでも評
価した．対照群は設けていない．その結果，自尊感情得点は全体，学年毎，性別毎のいず
れにおいても有意に上昇した．しかし，統計的検定はすべて t 検定で分析されており分析
が不十分であると考えられた． 
このような状況から四辻８）は，「よいところみつけ」の実践は，多くの場合，その実践の
結果において児童がどのように変容し，実践として有効であったかどうかについては，実
践者の主観に委ねられ，「全体的に児童の自尊感情が高まっているように感じられた」のよ
うな結論に至っているとしており，効果評価の課題を踏まえ，有効な実践方法を開発して
いくことが望まれる． 
そこで本研究では，先行研究での効果評価やプロセス評価の課題，セルフエスティーム
育成の課題，具体的には高すぎるセルフエスティームの問題を踏まえ，セルフエスティー
ムの低下が大きいとされている小学校高学年を対象に，セルフエスティーム育成を目的と
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した４授業時間のプログラムを作成した．その際，以下の点を重要視した． 
まず，効果評価については，標準化されている自尊感情尺度と社会的スキル尺度を用い
た．社会スキル尺度を用いたのは，プログラム実施における社会的スキルの波及効果を狙
ったためである．また，尺度だけで効果評価をするのではなく，結果に至るまでの過程に
着目し，プロセス評価も行った．実効性の高い，効果のあるプログラムにするためには，
プロセス評価により，尺度では測れない介入における協力者の心理的な変化等を明らかに
しなければ，改善方策が見出せないと考えたためである．そこで，結果に至る過程を評価
するために，ワークシートの記述内容やよいところを書く時の気持ち等のプロセス評価の
分析も行った． 
次にプログラムの内容については，詳しくはプログラムの開発の方針で述べるが，高い
セルフエスティームを目標にするのではなく，自分のよいところも悪いところも含めて自
分を受け入れる「good enough」ローゼンバーグ 12）の考え方で作成した．セルフエスティ
ームの向上には他者からの賞賛や肯定的評価が重要とされているため，相互に賞賛するプ
ログラムを構成し，実施を経て評価を行った．本研究の目的は，このプログラムが児童の
セルフエスティームに与える影響を分析し，その効果を明らかにすること，及び「よいと
ころみつけ」の活動が，身体に関するセルフエスティーム育成に活用できる可能性を評価
することである．  
 
Ⅱ－２ 方法 
Ⅱ－２－１ プログラム開発の背景及び方針 
プログラムの開発に際し，本プログラムのセルフエスティームの捉え方を再度明確にし
た．本研究が目指すセルフエスティームの定義は「自分自身をどれくらい価値ある存在と
して捉えているかに関する態度，あるいはその態度に伴う感情」であり，セルフエスティ
ーム育成の課題となった「very good」の高いセルフエスティームではなく，自分のよいと
ころも悪いところも含めて自分を受け入れる「good enough」の考え方である．「good 
enough」の考え方について渡辺13)は，「不得意なところもあるし，結構いけるところもある
なあ．まあ，こんなくらいでいいんだというバランスのある感覚をもつことは自尊感情の
維持に大切なことだ」としている．また，沢崎14）は，自分に対する「ほぼよい（good enough）」
という感覚を生み，自己受容を支える重要な要因である他者の温かい視線を具体的に感じ
る契機となる体験が他者から認められる経験であるとしている．この体験は，本プログラ
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ムの開発にあたり重要視された． 
しかしながら，ほめられたり認められたりする経験を積み重ねることの重要性を説く研
究がある一方で，ほめることはよい影響のみをもたらすわけではなく，ほめることの問題
も指摘されている15～17)．例えば，Kohn15）は，子どもを大人にとって望ましいようにコン
トロールすることにつながるとする．すなわち，大人のほめという評価に依存し，自分自
身で良し悪しを判断できなくなる，子どもが達成したときに，どう感じるべきか大人のほ
め方によって指示される，そのことで子ども自身の達成の喜びを奪う，達成行動の減少に
つながるとしている．問題点を改善するにはほめ方の工夫が必要であると考えられる．ア
ドラー心理学では，やる気を出すほめ方が重要であるとし，①結果よりも努力，姿勢，過
程を認める，②できたことや成長したことに注目する，③感謝と喜びを伝えるなどのポイ
ントをあげており17），児童が，友達のよいところをほめる際のポイントとして指導内容に
取り入れる必要があると考えた． 
そこで本研究では，他者と関わりながらセルフエスティームを育てることを大切にし，
学級の機能18)である｢理解し合う機能，支え合う機能，そして鍛え合う機能｣を踏まえ，グ
ループワークを活用し，クラスメートからプラスのフィードバックを受ける「よさを認め
合う活動」を行ったり，自分の短所についても考えたりする内容構成とした． 
Ⅱ－２－２ プログラム内容 
指導の対象学年としては，セルフエスティームが低下し始めるのは概ね高学年であるこ
と，体育科保健領域において「心の健康」を指導するのは５年生であることから，５年生
とした． 
プログラムの指導者は養護教諭とし，小学校学習指導要領解説特別活動編19）に示されて
いる学級活動において行った．本指導内容は，学級活動の共通事項「（２）日常生活や学
習への適応及び健康安全」の「ウ『望ましい人間関係の形成』」及び「カ『心身ともに健
康で安全な生活態度の形成』」に相当する．（表１） 
指導を４時間としたことについては，特別活動の使用可能な時間数から判断した．すな
わち，特別活動の授業時数は年間で35時間であり，その内，実践校の年間指導計画におい
て，本指導内容を含む健康安全に関わる配当は11時間，月当たりでは０～１時間程度であ
った．時間数は，限られた特別活動の時間と体重測定時の保健指導を合わせて指導するこ
と，養護教諭が保健室を離れることが可能な時間数を考慮し，４時間とした．表２にプロ
グラム内容を示した． 
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表１ 学習指導要領解説特別活動編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１）第１時「よいところみつけ」 
 第１時では，自己の肯定的な特徴を多面的にみつめる活動として「よいところみつけ」
取り上げた．まず，活動の前に，よいところを見つける意義を確かめた．例えば，自分に
自信が持てることで，「やる気を持って様々挑戦できる」「自分だけでなく他人のよいと
ころも認められる」「自分のよさの活かし方が分かる」ことである．また，よくない点し
かみえないことの問題点，例えば「自信がなくやる気が起きない」「どうせ自分なんかと
か，やったってうまくいくわけがないといじける」「うまくいくか不安になったり心が疲
れやすくなったりする」「それが積み重なると自分がきらいになることある」ことを押さ
える．その上で，自分自身で自己をみつめた後（自己理解），他者である友達からも肯定
的な面を伝え合う活動を取り入れる．佐々木20）は，「学級内において，個々の児童の他者
受容が高まり，互いの長所を認め合う環境が形成されれば，それは転じて自己受容を促進
することになろう．」としており，他者の長所について互いに伝え合う活動の効果が期待
できる． 
学級活動の取り扱う内容〔共通事項〕 
(1) 学級や学校の生活づくり 
ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決 
イ 学級内の組織づくりや仕事の分担処理 
ウ 学校における多様な集団の生活の向上 
(2) 日常の生活や学習への適応及び健康安全 
ア 希望や目標をもって生きる態度の形成 
イ 基本的な生活習慣の形成 
ウ 望ましい人間関係の形成 
エ 清掃などの当番活動等の役割と働くことの意義の理解 
オ 学校図書館の利用 
カ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 
キ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 
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２）第２時「リフレーミング」 
第２時では，心理学全般で使われており，物の見方や考え方の枠組みを変え，物事をと
らえ直す心の働きとされるリフレーミングの考え方を取り入れ，短所という枠組みを，友
達から長所という枠組みに変えてもらい自分が捉え直す活動を行う．ただし，すべての短
所をリフレーミングするのではなく，努力して直さなければならない短所もあることは押
さえる．また，短所は長所の裏返しであり状況によって変わること，どんな自分がいても
嫌がったり恥ずかしがったりする必要がないこと，長所も短所も含めて必要な自分であり，
自己受容することが大切であることを伝える．このリフレーミングの手法を用い，「前向
きに行動できる児童を育てる指導」を行った北浦９）は，リフレーミングを通して物事のマ
イナス面だけにとらわれない指導を朝の会や学級活動など様々な機会を用いて行い，その
結果，児童が一つの考えにとらわれず，マイナス面の中にあるプラス面をみつけることに
慣れ，意見がたくさん出るようになるなど行動に変化が現れたと報告しており，認知スタ
イルの改善を図ることが期待できる． 
３）保健だより配布 
「保健だより」は，「よいところみつけ」と「リフレーミング」の意義と振り返りを意
図的に実施し，次時の「秘密の友達」の活動を促進させるために配布した． 
４）第３時・第４時「秘密の友達」 
第３・４時は，重要な他者である学級の友達同士で日々の行動を観察し，ほめたりほめ
られたりする体験をする中で，自分も相手も気持ちよく，お互いに尊敬・信頼の念を生み
出す「秘密の友達」で構成した．この活動はJKYB21)で作られた．活動では，お互いを認め
合うだけでなく，ほめてくれた相手の言葉を気持ちよく受けとめることも目指した． 
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表２ プログラム「自分のよさを知ろう」の内容 
学習内容 学習目標 活動の概要 
 
第１時 
よいところみつけ 
 
 
・自分のよいところを知り，自分を肯
定的に捉え自分を大切にする気持ち
をもてるようにする． 
・よいところをみつける意義と，よくない点しかみ
えないことの問題点を知る． 
・自分でよいところ（得意なこと，自信を持っている
こと，頑張っていること，行動，性格等）を考えた
後，グループの友だちからもよいところを教えて
もらうことで，友だちが受容してくれていること
に気づいたり，称賛されることで新たな自分を発
見したりして，自己評価を高める． 
 
第２時 
リフレーミング 
・自分の短所も見方を変えれば  長所
になることを気づき，自  分の短所
を固定的に断定的に捉えるのではな
く，肯定的に受け入れることができ
るようにする． 
・よいところみつけのワークシートを見て，自分の
よさを再確認する． 
・自分の短所を友達にリフレーミングしてもらうこ
とで長所に捉えなおし，新たな自分を発見し，自己
評価を高める． 
 
保健だより配布 
・よいところみつけの意義と振り返り 
・リフレーミングの意義と振り返り 
・家庭への啓発 
・「秘密の友だち」の活動に先立ち，これまで学習し
た内容を振り返るとともに，自分や友だちのよさ，
自分との違いを認め，お互いの存在を尊重できる
よう，保健だよりで問いかける． 
 
第３時 
秘密の友だち１ 
 
・よいところみつけの意義を知り，上
手なほめ方を理解し，友だちの特性
や能力などをほめることができるよ
うにする 
・互いのよさを認め合うことの大切さ
を実感できるようにする． 
 
・くじで選ばれた秘密の友だちのよいところを３日
間，観察，記録させ，教師が一言アドバイスをする
ことで，肯定的で具体的なメッセージが書けるよ
う練習する． 
 
第４時 
秘密の友だち２ 
 
 
・互いのよさを認め合うことの大切さ
を実感できるようにする． 
・メッセージカードに自分の手のひらを描き，自分自
身の存在を意識させる． 
・ほめたりほめられたりすることは，心地よいもので
あることを実感させる． 
 
 
Ⅱ－２－３ 協力者，研究デザイン    
協力者は，京都府の公立小学校１校の５年生２学級 69 名（男子 37 名，女子 32 名）と
した．図 1 にプログラムの実施及び評価の計画を示す．比較群は設けなかった．児童には，
セルフエスティーム育成を目的とする４授業時間の授業を実施し，評価のために，プログ
ラムの最初の授業の前日に事前調査を，最後の授業の 1 週間後に事後調査を実施した．ま
た，プロセス評価の一環として，最初の授業の１週間後に中間調査を実施した．調査は，
2014 年５月～７月に，出席番号を記入のうえ実施した． 
プログラムの指導は，教職経験が 20 年であり，ライフスキル教育研修会に３回参加し，
心理系コース所属の現職の大学院生である養護教諭が 1 名で担当した． 
倫理的配慮として，まず，本プログラム及び調査の実施について学校長の了承を得た．
さらに，調査の際には，担任が調査の目的，及び回答拒否可能であることなどについて説
明し，回答終了後には，児童自身が調査票をシールつき封筒に入れて密封したうえで提出
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した．  
分析対象者は，４時間の授業に出席し,３回の調査を受けた児童 68 名（男子 37 名，女子
31 名）とした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ プログラムの実施及び評価の計画 
 
 
Ⅱ－２－４ プログラムの効果の評価 
１）プログラムの効果の評価のための尺度 
①小学生自尊感情尺度 
尺度として，荒木ら（2007）が作成した「小学生自尊感情尺度」を用いた22)．本尺度は，
「自己肯定感」「自己価値づけ」「幸福感」「責任感」の四つの下位尺度，合計29項目から構
成されている．回答方法は，「はい」「いいえ」の２件法であったものを，６年生70名を対
象として予備調査を行い，度数分布に偏りのないことを確認し，よくあてはまる（４点），
だいたいあてはまる（３点），あまりあてはまらない（２点），全然あてはまらない（１点）
の４件法に変更した．また，逆転項目は得点を変換した後，合計得点を求めた．得点の範
囲は，29点～116点であり，高いほど自尊感情のレベルが高いことを示す． 
②小学生社会的スキル尺度 
社会的スキルの測定には，嶋田ら（1996）の「小学生用社会的スキル尺度」を用いた23)．
本尺度は，「向社会的スキル」「引っ込み思案行動」「攻撃行動」の三つの下位尺度，合
計15項目から構成されている．回答方法は，よくあてはまる（４点），だいたいあてはまる
（３点），あまりあてはまらない（２点），全然あてはまらない（1点）の４件法であり，上
記と同様に合計得点を求めた．得点の範囲は15点～60点であり，高いほど社会的スキルの
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レベルが高いことを示す． 
２）プロセス評価 
①よいところの記述  
児童は，第 1 時の授業，中間調査，事後調査において，自分のよいところをワークシー
ト等に記入した．その記述については質（内容）及び量（数）の面から評価する．表３に
は評価のために用いたよいところの分類基準を示した．分類については，滝吉ら 24）の自己
理解領域分類を参考に基準を作成し，筆者と小学校の通級指導教室の教諭で能力，行動，
努力などに整理した．同時に小学校勤務の現職で心理系コース所属の大学院生の第三者に
文章による分類基準と例を一部示し分類を行い，筆者らの結果と第三者の分類結果の一致
率を求めた. 分類の一致率は 97.0%であり，分類結果は妥当と判断した． 
 
 
 表３ 「よいところ」の分類基準 
 
 
②よいところを記述する時の気持ち 
よいところを記述する際には，児童が抵抗感や戸惑いを持つ場合が認められる．そこで，
事後調査において，よいところを記述する時の肯定的な気持ちと否定的な気持ちを９項目
に分類し，質問項目とした．回答は，「４．よくあてはまる」から「１．ぜんぜんあては
まらない」の４件法で求め，肯定的な気持ちほど高い値を示すよう項目の値を変換した． 
 
 
能   力 物事をなし遂げることのできる力．才能，優れた技能．自信があって上手なこと． 
行   動 
体を動かして行うこと．行動のみの言及，あるいは行動に関する理由づけがあるもの． 
社会生活を営む能力のうち行動に表れるもの． 
注意・関心 物事に興味をもったり，注意を払ったりすること．気にかけること． 
性   格 その人が持っている感情や意志などの傾向．性格に関する理由が記述されているもの． 
身体的特徴 外見，体質，体格，風貌などの主に外部に表れる特徴と身体に関する特徴． 
努   力 目的のために力を尽くして励むこと．意識してできる限りの力を出すこと． 
社 会 性   集団をつくって生活しようとする人間の持つ基本的な傾向． 
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③リフレーミングの活用 
リフレーミングは，授業の感想と，質問「友達が欠点と思っているところを，リフレー
ミングすることができましたか」「友達が書いてくれた長所を見て，自分についての見方
が変わりましたか」に対して，「４．よくあてはまる」から「１．ぜんぜんあてはまらな
い」のの４件法で求めた． 
④授業の感想 
感想を求めるための質問は，第１時では「友達にほめてもらってどんな気持ちになりま
したか」，第２時では「友達にリフレーミングをしてもらってどのように感じましたか」，
第４時では「ありがとうの気持ちをどのように伝えますか」とした．表４には授業の感想
の分類基準を示した．分類では，まず，近藤 25)の分類基準を参考に，筆者と小学校の通級
教室の教諭で「自己への関心」「他者への関心」「日常への意欲」などに整理した．同時
に，第三者である小学校の指導教諭は，文章による分類基準と例を一部示された後に分類
を行い，その分類結果と筆者らの結果との一致率を求めた．分類の一致率は 92.9%であり，
この分類結果は妥当と判断した． 
 
 
表４ 授業の感想の分類基準 
自 己 へ の 関 心 自分への関心を示している記述 
他 者 へ の 関 心 他者への関心を示している記述 
日常化への意欲 今後の自分の生活，行動に関して意欲が示されている記述 
肯 定 的 な 感 情 ポジティブな感情の記述 
戸 惑 い の 感 情 納得がいかないような感情の記述 
そ の 他 ①～⑤に入らないもの 
 
 
Ⅱ－２－５ 分析方法 
１）プログラムの効果 
自尊感情尺度，社会的スキル尺度及び両尺度の下位尺度の得点をプログラム前後で比較
した．次に効果については，事前調査の得点の高さによって結果が異なると考えられたの
で，各尺度及び各下位尺度の得点を従属変数として，調査の時期（事前・事後），及び事前
の得点レベル（低群・中群・高群）を独立変数として，混合型の二要因分散分析を行った．
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また効果量を算出した．効果量の大きさの目安として，水本ら 26)を参考に，t 検定では.01
≦小＜.30，.30≦中＜.50，.50≦大，分散分析では.01≦小＜.06，.06≦中＜.14，.14≦大と
した． 
２）プログラムの内容及びプロセス評価 
「よいところみつけ」の記述は，分類別の数や記述内容の変化について，児童個別と全
体で変化があるか記述統計量により比較した．また，よいところとして記述した数と自尊
感情尺度，社会的スキル尺度との関連を調べた． 
「リフレーミング」の効果は，記述統計量により比較した． 
授業の感想については，学習内容によって分類に違いがあるか記述統計量により比較し
た．「よいところを書く時にどんな気持ちであるのか」については，回答の分布を調べた．
さらに気持ちの各項目と自尊感情尺度との関連,及び各項目とよいところの記述個数との
関連を Spearman の順位相関係数により調べた． 
 統計解析は，SPSS Statistics 20 for Windows を使用し，有意水準は５％とした． 
 
Ⅱ－３ 結果 
Ⅱ－３－１ 効果検証で用いた尺度の信頼性係数 
自尊感情尺度の本対象における事前調査のCronbachのα係数は，「自尊感情尺度」.87，
「自己肯定感」.77，「自己価値づけ」.77，「幸福感」.70，「責任感」.66であった．「責任感」
については，オリジナル尺度では.803であったが，本対象におけるα係数は.70未満であり，
内的整合性が相対的に小さく，「責任感」は分析から除外した． 
社会的スキル尺度の本対象における事前調査のCronbachのα係数は，「社会的スキル尺
度」.80，「向社会的スキル」.80，「引っ込み思案行動」.65，「攻撃行動」.68，であった．
「引っ込み思案行動」と「攻撃行動」については，α係数が.70未満であるが，オリジナル
尺度のα係数がいずれもα=.67であったため，使用に問題はないと判断した． 
Ⅱ－３－２ 各尺度のプログラム前後の変化 
１）小学生自尊感情尺度と下位尺度の得点の変化 
自尊感情得点と下位尺度別のプログラム前後の得点の平均値は，t 検定の結果いずれも
有意な差はなかった．（表５） 
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表５ 授業前後の自尊感情尺度得点 
  
ｎ 
授業前 授業後 
ｔ値 ｐ値 ｒ  平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ 
自尊感情 62 76.1  12.4  77.1  12.2  -.91 .37 .12 
自己肯定感 62 22.1  5.3  22.1  6.1  -.03 .98 .00 
自己価値づけ 63 22.7  4.7  23.3  4.6  -1.35 .18 .17 
幸福感 65 19.7  3.7  20.1  3.6  -.90 .37 .11 
責任感 68 11.9  2.4  11.7  2.2     
SD:標準偏差 ，  r：効果量 
 
 
次に，自尊感情得点の高低による差を比較するために，平均値から上下に 1/2SD 
(X̅±0.5SD)で３群に分けた．それぞれの群の平均値（SD）は，低群 62.0（6.0），中群 76.7
（2.9），高群 88.9（5.8）であった．自尊感情得点を従属変数とし，時期（事前・事後）と
群（低・中・高）の二要因分散分析を行ったところ，時期と群の交互作用がみられ効果量
も大であった（F（２，59）=8.32, p＜.01，η2＝.22）．そこで，各群について，時期の単
純主効果の検定を行ったところ，低群のみ事前調査よりも事後調査の方が有意に上昇して
いた（F（1，59）=14.82, p＜.001）（図２）．  
さらに，自尊感情尺度の下位尺度（自己肯定感，自己価値づけ，幸福感）別の得点の変
化を３群間で比較した．すなわち，下位尺度の得点を従属変数とし，同様に二要因分散分
析を行った．その結果，自己肯定感については，交互作用は見られなかったが，自己価値
づけは交互作用が見られ，効果量は中程度であった（F（2，59）=4.72, p＜.01，η2＝.138）．
また幸福感についても交互作用が見られ効果量は大であった（F（2，59）=6.60 p＜.01，
η2＝.183）．（図３，図４）．そこで，各群に，時期の単純主効果の検定を行ったところ，
自己価値づけ（F（1，59）=10.67, p＜.01）と幸福感（F（1，59)=13.33, p＜.001）におい
ては，低群のみ事前調査よりも事後調査の方が有意に上昇していた．（表６）  
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図２ 自尊感情尺度の群別の変化 
 
 
 
 
 
図３ 自己価値づけの群別の変化 
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※数値は，平均値及び標準誤差を示す． ** p＜.01  
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図 4 幸福感の群の変化 
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20.2
19.9
22.6
21.9
10
15
20
25
事前 事後
低群
中群
高群
*** 
 
※数値は，平均値及び標準誤差を示す． *** p＜.001 
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表６  自尊感情尺度及び下位尺度における事前・事後調査の平均値（SD）と分散分析結果 
 
    事前  事後    交互作用    単純主効果    
  平均  （SD) 平均  （SD)  Ｆ df ｐ η2   ｐ 
自尊感情尺度  
低群(n=21) 62.0  6.0  68.6  11.2                  
中群(n=19) 76.7  2.9  75.9  6.7  
 
8.319 (2,59) .001*** .220  低群 事前＜事後  .001*** 
高群(n=22) 88.9  5.8  86.2  10.8  
 
       
自己肯定感  
低群(n=21) 17.6  4.1  18.6  6.5  
 
              
中群(n=19) 23.0  4.2  22.2  3.9  
 
.839 (2,59) .437 .028    
高群(n=22) 25.1  5.0  24.7  6.1  
 
              
自己価値づけ  
低群(n=21) 18.3  2.7  20.8  4.2  
 
       
中群(n=19) 21.7  2.2  21.8  3.6  
 
4.721 (2,59) .013* .138  低群 事前＜事後  .01** 
高群(n=22) 27.5  3.0  26.8  3.6  
 
       
幸福感  
低群(n=21) 15.9  2.5  18.2  4.4  
 
              
中群(n=19) 20.2  2.4  19.9  2.2  
 
6.600 (2,59) .003** .183  低群 事前＜事後  .001*** 
高群(n=22) 22.6  2.5  21.9  3.0                  
SD:標準偏差 ,  η２：効果量.  * p＜.05， **ｐ＜.01， ***ｐ＜.001    
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２）小学生社会的スキル尺度と下位尺度の得点の変化  
社会的スキル得点と下位尺度別のプログラム前後の得点の平均値は，t 検定の結果い
ずれも有意な差はなかった．（表７） 
 
 
表７ 授業前後の社会的スキル尺度得点 
 
ｎ 
授業前  授業後  
ｔ値  ｐ値  ｒ  平均値  SD 平均値  SD 
社会的スキル  65 49.3  5.9  50.3  6.2  -1.89 .06 .23 
向社会的スキル  67 21.8  3.8  22.4  3.9  -1.54 .13 .19 
攻撃行動  67 13.8  1.8  14.1  1.7  -1.69 .10 .20 
引っ込み思案行動  66 13.6  2.3  13.7  2.2  -.296 .77 .04 
SD:標準偏差 ,  r：効果量 
 
 
次に，社会的スキル得点の高低による差を比較するために，平均値から上下に 1/2SD 
(X̅±0.5SD)で３群に分けた．それぞれの群の平均値（SD）は，低群 42.0（4.6），中群
50.0（1.7），高群 54.9（2.2）であった．社会スキル得点を従属変数とし，時期（事前・
事後）と群（低・中・高）の二要因分散分析を行ったところ，時期と群の交互作用は見
られなかった（F（2，62）=2.66, p=.08，η2＝.079）.（表８） 
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表８ 社会的スキル尺度及び下位尺度における事前・事後調査の平均値（SD）と分散分析結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SD:標準偏差 ,  η２：効果量 
 
   事前  事後    交互作用  
  平均  （SD） 平均  （SD）   Ｆ df ｐ η2 
社会的スキル  
低群(n=19) 42.0  4.6  44.6  6.2            
中群(n=24) 50.0  1.7  50.7  4.0  
 
2.660 (2,62) .078 .079 
高群(n=22) 54.9  2.2  54.7  3.9  
 
    
向社会スキル  
低群(n=19) 18.3  3.5  19.4  4.6  
 
        
中群(n=24) 22.2  2.5  22.8  3.0  
 
.743 (2,62) .480 .023 
高群(n=22) 24.8  2.3  24.8  2.3  
 
        
攻撃行動  
低群(n=19) 12.3  2.1  13.2  1.8  
 
    
中群(n=24) 13.9  1.2  14.1  1.6  
 
1.926 (2,62) .154 .058 
高群(n=22) 14.8  1.1  14.8  1.3  
 
    
引っ込み思案行動  
低群(n=19) 11.3  1.9  12.0  2.0  
 
        
中群(n=24) 13.9  2.0  13.8  2.2  
 
1.582 (2,62) .214 .049 
高群(n=22) 15.2  1.1  15.1  1.3            
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Ⅱ－３－３ ワークシートの記述内容及び感想 
１）よいところの記述内容の変化 
 表９によいところの記述例，図 5 に児童自身が記述したよいところの記述内容の内訳を
示した．第１時の授業時，中間調査，事後調査の記述の中で最も多く記述されたのが，い
ずれにおいても行動であり，授業時が全体の 26.3％，中間調査 38.0%，事後調査 57.9%を
占めた．また，記述の個数や内容は大きく変化した．すなわち，１時間目の授業時の記述
個数は 328 個であったが，中間調査では 79 個，事後調査では 78 個となり，大きく減少し
た．記述内容の変化については，中間調査では 79 個中の 35 個（44.3%）は第１時の授業
にみられないものであり，事後調査では 78 個中 48 個（61.5％）が第１時の授業や中間調
査でみられないものであった．  
 
 
表９ よいところの記述内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
能   力 
そろばんが得意，運動の中でも走ることが得意，体操が得意，ピアノが得意 
英語を発音よくしゃべられる，鉄棒が得意 
行   動 
妹の面倒をよくみている，食べ物を残さず食べる，朝自分で起きられる 
魚のえさを毎朝やって大切に育てている，机の中がいつもきれいに整理整頓できている 
注意・関心 
本をたくさん読んでいる，絵や物語を書いたり考えたりすること 
音楽を聞くのがすき 
性   格 
失敗してもすぐに立ち直って前向き 
のんびりマイペース，負けず嫌い，よくしゃべる 
身体的特徴 長座体前屈が得意 
努   力 
登校班の集合時刻をもまれるようにしている，忘れ物をしないようにしている 
字をきれいに書くように頑張っている，たくさん発表することを頑張っている 
社 会 性 
傘がない人に傘を貸してあげられる，友達と楽しく遊べる 
元気がない人には励ましてあげられる，友達に親切にできる 
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26.3 
38.0 
57.9 
24.8 
26.6 
15.8 
26.0 17.1 
21.5 
22.4 
3.1 
6.3 5.1 
3.1 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
１時間目授業
中間調査
事後調査
行動 能力 努力 性格 注意・関心 社会性
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ よいところの記述内容の内訳 
 
 
２）よいところの記述数と尺度との関連 
 事後調査でよいところとして記述した個数と事後調査の自尊感情尺度，社会的スキル尺
度との相関係数を調べたが，ｒ＝-.016，ｒ=.056 であり，有意な相関はみられなかった． 
３）よいところを記述する時の気持ち 
図 6 には，事後調査のよいところを記述する時の気持ちを示した．各項目の「だいたい
あてはまる」と「よくあてはまる」を合わせた肯定的な気持ちの割合は，「正直に書けば
よい」94.1％，「友だちがほめてくれたことは自信を持って書ける」79.4％,「よいところ
は，どんどんアピールすればよい」64.7％であった．一方否定的な気持ちの割合は，「控
えめに書いた方がよい」72.0％，「はずかしいので書きにくい」39.7％，「自分に自信がな
いから，自分が思っていることは書きにくい」35.3％であった． 
事後調査の気持ちとよいところの記述個数との関連については，有意な関連はみられなか
った． 
 
 
 
 
 
 
 
(n=78) 
(n=79) 
(n=328) 
※ｎは記述された総数を示す ３％未満のデータは省略 
  第 2 章 
33 
 
58.8
51.5
42.6
29.4
16.2
11.8
5.9
5.9
35.3
27.9
29.4
35.3
23.5
23.5
7.4
4.4
5.9
13.2
19.1
26.5
29.4
36.8
45.6
32.4
41.2
4.4
7.4
8.8
8.8
30.9
27.9
41.2
57.4
51.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%
正直に書けばよい
友達がほめてくれたことは自信をもってかける
控えめに書いた方がよい
よいところは，どんどんアピールすればよい
はずかしいので書きにくい
自分に自信がないから，自分が思っていることは書きにくい
自分によいところはない
書くのが面倒くさい
忘れてしまった
よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない 全然あてはまらない
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）自尊感情尺度とよいところを記述する時の気持ちの関連 
 表 10 には，事前調査の自尊感情尺度と事後調査のよいところを記述する時の気持ちの
関連を示した．「はずかしいので書きにくい」「自分によいところはない」「自分に自信がな
いから，自分が思っていることは書きにくい」については，.331～.399 の有意な弱い相関
があり，自尊感情が低いほど「はずかしい」「よいところはない」「自分に自信がないから，
自分が思っていることは書きにくい」の気持ちが強い傾向にあった． 
 
 
表 10 事前調査の自尊感情尺度と事後調査のよいところを記述する時の気持ちの関連 
 
 
  正直 
アピー
ル 
はずか 
しい※ 
よいとこ
ろはない
※ 
忘れ
た※ 
控えめ 
※ 
面倒 
※ 
友達 
ほめた 
自信 
なし※ 
事前調査 
自尊感情 
.162 .284* .368** .399** .200 .242 .125 .315* .331** 
※逆転項目． * p＜.05，** p＜.01 *** p＜.001 
図 6 よいところを記述する時の気持ち 
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５）リフレーミングの活用 
 「友達が欠点と思っているところを，リフレーミングすることができましたか」につい
ては，「よくできた」54.4％，「まあまあできた」40.4％，「あまりできなかった」5.3％，「で
きなかった」0％であった．「友達が書いてくれた長所を見て，自分についての見方が変わ
りましたか」については，「とても変わった」53.4％，「まあまあ変わった」41.4％，「あま
り変わらなかった」5.2％，「変わらなかった」0％であった．  
一方，リフレーミングの活動の様子では「優柔不断」「おおらか」等の言葉の意味が分か
らない児童もおり，語彙が不十分であると見方を変えるための言葉が思い浮かばない様子
がみられた． 
６）各授業の感想の特徴 
授業の感想の記述例を表 11 に，感想の分類を図 7 に示した．第１時の「よいところみ
つけ」の感想では，「いいところを教えてもらったので，自分に自信が持てました」など
の「肯定的な気持ち」の記述が 45 個と一番多く，次いで「他者への関心」20 個，「自己
への関心」19 個，「日常化への意欲」17 個であった．第２時のリフレーミングは，「自分
のいまいちダメなところも，いいところに変わることがうれしいです」などの「自己への
関心」が 33 個で一番多く，次いで「肯定的な感情」25 個，「日常化への意欲」17 個であ
った．第３，４時の秘密の友だちでは，「他者への関心」が 50 個と顕著に多かった．その
中では，「学級の仲間が自分のことを見てくれている」という感想が 17 個見られた．次い
で，「肯定的な感情」28 個，「自己への関心」20 個であった． 
感想における戸惑いの記述は少数であったが，いずれの授業においても記述されていた．
例えば，「○○さんが教えてくれたことはうれしいけど，自分でもそうなのか分からない」
のような，認めてもらっても受け入れがたい気持ちが生じる場合があることが明らかにな
った． 
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33
2020
7
50
17 17
8
45
25
28
3 2 1
3
14
0
0
10
20
30
40
50
60
よいところみつけ リフレーミング 秘密の友だち
自己への関心 他者への関心 日常化への意欲
肯定的な感情 戸惑いの感情 その他
表 11 授業の感想の記述 
 
①自 己 へ の 関 心 
・自分ではマイナスと思っていたところが長所になったのでよかったです． 
・いつもさりげなくやっていることが良いことだと知って，とってもとってもう
れしかったです． 
・ぼくの短所が，こんなによくなったからすごいと思いました． 
②他 者 へ の 関 心 
・自分でも気付いていないことに気付いてくれてうれしかったです． 
・生活面でほめられたことがなかったのでうれしかったです． 
・私のいいところをいっぱい見てくれていると知りました． 
③日常化への意欲 
・一生懸命というのが多かったので，これからも一生懸命に取り組むことを忘れ
ないようにしようと思いました． 
・ぼくもみんなのいいところをもっとみようと思いました． 
・得意なことをもっと頑張ろうと思いました． 
・自分に自信をもって，よいところを増やしていきたいなと思いました． 
④肯 定 的 な 感 情 
・とてもうれしいメッセージをくれてとてもうれしかったです． 
・ほめられてうれしい気持ちになり，自信がもてました． 
・とても幸せな気持ちになりました． 
・自分が前から短所だと思っていたことが，リフレーミングしてくれて「これで
いいんだ」と自信がもてました． 
⑤戸 惑 い の 感 情 
・何でも一生懸命と書いてくれたのはうれしかったけど，自分ではそうなのかわ
からないです． 
⑥そ の 他 
・なるほど，見方を変えようと思いました． 
・見方を変えると全然違うことがわかりました． 
・リフレーミングを楽しみながらできたのでよかったです． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 学習内容別の感想の分類（数） 
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Ⅱ－４ 考察 
Ⅱ－４－１ 自尊感情尺度の得点の変化からみたプログラムの効果 
自尊感情尺度については，プログラム実施前の得点の低い児童の方が，中程度または高
い児童よりも得点が有意に上昇し，指導の効果があることが示唆された．しかし，平均へ
の回帰効果によれば，一般的に，調査を繰り返すと高群は低下し，低群は上昇する 27）．そ
のため，低群の上昇は教育効果のみによると断定はできないかもしれない． 
また，効果は顕著とは言えず４時間程度のプログラムでは，セルフエスティームを大き
く向上させることは難しいと考えられた．例えば近藤 25）は，自己肯定感を高める学級づく
りとして，10 時間の人間関係づくりプログラムを実施した．プログラムでは，「いい気分・
感謝・ほめ言葉」の活動を行い，評価には本研究と同じ自尊感情尺度を使用した．結果と
して，幸福感のみ有意に上昇し，自己肯定感は多少向上したのみで有意な変化はみられな
かった．10 時間のプログラムでも十分な効果が得られないことから，セルフエスティーム
を育てるためには，四辻 28)らの実践のように，学級活動だけでなく，朝の会などを利用し
たショートの指導も含め，長期的な計画のもとに年間を通して実施する必要があると考え
られた．  
Ⅱ－４－２ よいところの記述の変化 
１）よいところの記述数 
第１時の授業で記述したよいところは，中間調査，事後調査において，内容が半数程度
入れ替わり，自分のよさは簡単に揺らいでしまうこと，そして定着しにくいことが明らか
になった．中山29)は，小学校高学年の自尊感情は，「他者の評価を基盤に形成されているこ
と，そのために，その時々で異なる他者の反応を受けて自尊感情が揺るぎやすいものにな
っている」と指摘している．また，高橋30)は，小学校５年生を対象に，自己肯定感促進の
ための授業「自分ていいなあ」の中で，「私は，」に続く文章を完成させる「Who am I？」
の16答法により自己概念の表出を２ヶ月間で３回行わせた．３回の表出で1996個の記述が
あったが，一貫して記され続けた記述は，424個であったと報告している．つまり，全体の
21.2%が一貫して記述され，残りの78.8%の記述内容は変化していた．本研究は，自己意識
の中でも自分の長所についてのみ記述させている違いはあるものの，小学校５年生におけ
る自己意識は，変化しやすいことが示唆される． 
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２）よいところの記述内容 
３回記述させたよいところは，内容が入れ替わったものの，ともに行動面の記述が多い
結果となった．他者に映る自己評価の中でも，中山29）は，社会性，振る舞い，学業につい
ては自尊感情に影響を与えており，「他者から容認され，支持されていると認識することは，
他者の期待にかなっている自身への自負となり，このことが自尊感情の形成を促す」と報
告している．また，Thompson31）は,評価的フィードバックが自尊感情を防衛しやすい生徒
に与える影響に関する研究をもとに，二つのほめ方を報告しており，その一つとして，全
体的な能力や技術ではなく，具体的な行動についてコメントを記し，評価的なフィードバ
ックを与えることを提案している．これらのことから，具体的に指摘された行動面のよい
ところは，本人の納得につながりやすく，セルフエスティームの育成に好ましい影響を与
えたと考えられる．また，身体のセルフエスティーム育成のプログラムにおいて，行動面
のよいところを考えさせる活動を取り入れることは有効であると考えられた． 
Ⅱ－４－３ よいところを記述する時の気持ちの配慮 
自尊感情尺度とよいところの記述数は関連がなく，セルフエスティームが高ければ，よ
いところがたくさん記述できるわけではないことが明らかになり，指導における数よりも
質の重視が示唆された．しかし，よいところを記述する時の気持ちと自尊感情には有意な
関連が認められ，自尊感情が低い児童ほど「はずかしい」「よいところはない」「自分に自
信がないから，自分が思っていることは書きにくい」という気持ちが強かった．また，い
ずれの授業においても，記述の際に少数ながら戸惑いの気持ちが認められた．したがって，
否定的な気持ちを持っている児童には，よいところを記述するときに，より前向きな気持
ちになれるように，よいところの具体例を示したり，リフレーミングの考え方を示し，短
所は見方を変えるとどんなよさになったか想起させたり，「誰にも見せないから思ってい
ることを正直に書いたらよい」のような声をかけたりする等の手立てが必要であると考え
る． 
Ⅱ－４－４ リフレーミングの活用 
リフレーミングにより「自分についての見方が変わりましたか」については肯定的な評
価が94.8％と高かった．しかしリフレーミングの活動の中では語彙が不十分であるため見
方を変えるための言葉が思い浮かばない様子がみられ，リフレーミングの日常への活用は
小学生の場合，個人差が大きいと考えられた． 
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Ⅱ－４－５ 感想からみた各授業の特性 
感想の記述では，それぞれの学習内容の特徴が表れたと考えられる．第 1 時の「よいと
ころみつけ」では，「肯定的な感情」の記述が一番多く，「自己へ関心」「他者への関心」
等については少なかった．また２時間目の「リフレーミング」では，自分の短所が長所に
変わるためか「自己への関心」が多かったが，やはり「他者への関心」の記述は少なかっ
た．第１，第２時では，グループワークにおいて，他者のよいところを相互に指摘したり
他者の短所の見方を変えたりしたものの，「他者への関心」は少数であった． 
それに対し，第３，第４時間目の「秘密の友だち」では，「他者への関心」が顕著に多
かった．この授業では，「よいところ」の指摘などのグループワークは行っていないもの
の，３日間，特定のクラスメートのよい点を観察した．「他者への関心」を高めるには，
観察等の目的が明確な活動をある程度の時間以上続けることが必要かもしれない．  
 
Ⅱ－５ 本研究の限界 
本研究の限界として，１校の２学級のみの授業実践であること，学校の教育課程編成上，
比較群の設定や効果の中期的な追跡が実施できなかったことがあげられる．そのためプロ
グラム評価の根拠に脆弱性が残るものとなった． 
 
Ⅱ－６ 結論 
セルフエスティームの育成を目指す本プログラムは，セルフエスティームが低い児童に
とっては効果的であることが示唆された．また，自分のよいところを記述する時には，セ
ルフエスティームが低い児童には個別の支援が必要であると考えられた． 
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Ⅲ－１ はじめに 
思春期の身体発育は，抑うつ傾向などの精神的健康１），ダイエット行動などの不適応行
動の出現などに関連しているとされている２－６)．特に女子においてその傾向が強い．例え
ば，上長１）は女子の身体発育と抑うつ傾向との関連があること，片岡ら２）は，女子中学生
は体重増加とともに自分の体型に否定的となり，体重を減らしたいと望むものが多くなる
こと，佐藤ら３）は摂食障害傾向を調査し，「過食経験」，「食べることの心理的負担」は
男子よりも女子が高かった．池田４）は，ローレル指数とやせ志向との関連を調べ，女子小
学生の場合はローレル指数が高くなればなるほど体型への否定感が強くなった．ダイエッ
トの経験については，小学校高学年では，男女の差がないものの，中学生になると男子よ
り女子の経験が高くなり，高校生になると更にその差が広がる傾向がある５）こと，また神
経性食欲不振症や神経性過食症の発症率は，男女比 1 対 20 で 90%以上が女子である 6）こ
となどがあげられる． 
一方，男子においても「細マッチョ」で表現される細身の容姿が理想的とされている３）．
池田 7）によれば，男子もローレル指数と体型への否定感は関連があり，摂食障害傾向を調
査した佐藤ら３）によれば，「やせていることへの周囲からの圧力」は女子よりも男子のほ
うが高かった．浦上ら 8）は，青年男子を対象に調査した結果，やせれば自分に自信が持て
るといった「自己視点からの痩身メリット感」がやせ願望に直接影響していることを明ら
かにしており，やせ願望は女子だけの問題ではなくなってきている． 
このような精神的健康上の課題や不適応行動には，セルフエスティーム，やせ願望，身
体満足などが相互に関連している．例えば，浦上ら９)によれば，大学生の男女ともに自尊
感情が低いほど，やせ願望が強かった．また梅木ら 10)によれば，高校生の男女とも，ボデ
ィイメージの満足度とセルフエスティームの間には正の相関関係が認められた．さらに，
竹内ら 11）は，中学生では自己受容が低いことが身体イメージの受容を損ない，中学生女子
の体重の過大評価をもたらす原因であると報告している．加えて森ら 12)によれば，小学生
では，男女ともに，身体に対して満足している群は不満群よりセルフエスティームの得点
が高かった．このように，小学生から大学生まで年齢幅はあるものの，やせ願望や体型認
識等とセルフエスティームとの関連について共通する傾向がみられた．  
発育に関する以上のような課題に対応するため，保健学習では，小学校の４年生におい
て発育について指導されている．すなわち，小学校学習指導要領解説体育編 13）では，指導
内容として｢体の発育・発達には個人差があること｣が明記され，内容の取扱いにおいても，
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「自分を大切にする気持ちを育てる観点から，自分の体の変化や個人による発育の違いな
どについて自分のこととして実感し，肯定的に受け止めることが大切であることに気づか
せるよう配慮する．」とある． 
また，関連する実践例として「『生きる力』を育む小学校保健教育の手引き 14）」，「新学
習指導要領に基づくこれからの小学校保健学習 15）」,保健学習実践資料集 16，17）や性に関す
る指導実践資料集 18-21）が発行され，これらの指導案や実践例等を参考に発育に対する肯定
的な態度の育成が図られている． 
しかしながら，評価については国立教育政策研究所から評価規準や評価方法 22）が公表
されているものの，評価の観点は「健康・安全への関心・意欲・態度」「思考・判断」「知
識・理解」であり，「自分の体の変化や個人による発育の違い」などを「肯定的に受け止
め」ていることの客観的で定量的な評価であるとは言えない．発育に対する肯定的な態度
は，上記のやせ願望や身体満足度などを含むものと考えられるが，態度を包括的に測定す
る尺度は開発されていないと考えられる．代表的尺度と考えられるポープの身体セルフエ
スティーム 23）についても，「不器用」「顔がかわいい（かっこいい）」「笑顔がすてき」
「スポーツやゲームは上手」といった，体の動きや容姿についての項目も含まれており，
自分の身体の発育の様子に特化して，どのように思ったり，感じたり，考えたりしている
かという感情や評価的な判断に基づいた心理的な傾向を測る尺度ではない． 
そこで本研究では，保健学習や保健指導における発育の指導効果を調べるために，身体
発育を肯定的に受け止めている程度を測定する発育に対する態度の尺度を開発し，信頼性
と妥当性を検討すること，また，評価尺度の学年や性による分布を明らかにして，指導内
容等の情報を得ることを目的とした． 
 
Ⅲ－２ 方 法 
Ⅲ－２－１ 発育に対する態度の尺度の項目の作成 
１）尺度開発のための関連文献の収集 
発育に対する態度の関連研究を探るために，CiNii 及び医学中央雑誌において，1985 年
から 2015 年 12 月に国内で発表された論文について，検索のキーワードを，「身体満足」，
「体型不満」，「身体発育」，「性的成熟」，「性意識」，「性の悩み」，「やせ志向」，
「ジェンダー」，「ボディ・イメージ」，「痩身願望」として検索した．検索式は，キー
ワード AND（学生 OR 高校生 OR 思春期 OR 青年）あるいは，キーワード AND
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（学生 OR 高校生 OR 思春期 OR 青年）AND 尺度とした．なお，キーワードを
「学生」としたことについては，「小学生」で検索した場合，論文数が非常に少なかった
ため，小学生・中学生・大学生に共通する「学生」をキーワードとして使用することにし
た．しかし「学生」のキーワードでは高校生対象の論文が抽出されないため，「高校生」
のキーワードも用いた．キーワードのいずれかを含むものを検索した結果，750 編認めら
れた．そのうち，採択基準を①調査研究，②論文の種類は原著に限定せず短報や資料を含
める，③健常な小学生から大学生までを対象，④論文中にキーワードに関連した調査項目
が記載されており，なおかつ小学生にも使用できる内容のものとし，１次スクリーニング
で，タイトルや抄録を精査，２次スクリーニングでは，本文と項目を精査した． 
２）構成内容の整理及び明確化，質問項目の候補の選定 
 各論文を，調査の目的，研究協力者，調査内容や尺度，下位尺度，調査項目数，本調査
への適用可能性について整理，分析した．次に論文の下位尺度の因子名と項目内容から，
構成要素を絞り，最終的に採択した 10 編の論文から質問項目を拾い上げ，要素ごとに整
理した． 
Ⅲ－２－２ 調査協力校の選定 
調査協力校の候補として，筆者が勤務したことがある３市で学校保健や研究に理解があ
ると思われる校長が勤務する小学校，A 市３校，B 市１校，C 市１校，合計 5 校を研究協
力校の候補とした．そのうち A 市３校を予備調査に，B 市１校と C 市１校を本調査の候補
として選定した．まず，A 市の予備調査候補校のうち２校に連絡をとったが，両校とも同
意を得られず，A 市での調査は困難であると判断し，残り１校は調査依頼を行わなかった．
同意が得られなかった主な理由は，個人情報に関わる調査内容であること，授業時間を使
って調査を行うこと，それに伴う学級担任の負担，保護者への協力依頼と同意を得る手続
きの煩わしさであった．その後，予備調査の協力校として C 市から１校追加し調査依頼し
た．本調査候補であった C 市の１校は筆者の勤務校であり直接，学校長に依頼し承諾を得
た．本調査候補の B 市と予備調査候補の C 市の１校は，電話での承諾が得られたのち，学
校に出向き具体的な研究手続きを明記した依頼文を渡し，承諾書に記入してもらった．最
終的に同意の得られたのは，予備調査が C 市１校，本調査が B 市１校，予備調査とは異な
る C 市１校であった．また，同意を得られた協力校でも，個人情報である二次性徴に関わ
る質問（初経・精通の有無）は不可であり，個人情報にあたる質問紙を削除することで同
意を得られた．加えて尺度の安定性を検討するための再テストの調査についても承諾が得
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られず，調査協力の同意を得るために譲歩せざるを得なかった．承諾が得られなかった理
由については，短期間に２回調査する負担，再テストに参加する協力者の選定と保護者へ
の説明が困難であるという理由であった． 
Ⅲ－２－３ 予備調査 
 尺度項目の回答状況の確認と予備的に探索的因子分析を行うことを目的に，2016 年 12
月に京都府内の C 市の公立小学校１校において予備調査を行った．一般的に因子分析を行
う場合に必要なサンプルサイズは，項目の５～10 倍程度 24)，あるいは，200 名以上 25）必
要であることを踏まえ，協力者は同校の４，５年生 177 名（４年：90 名，５年：87 名）
とした．質問紙の回収後，回答に同意した 172 名（４年：男子 45 名，女子 40 名，５年：
男子 48 名，女子 39 名）を分析対象とした． 
質問紙調査の内容は，発育に対する態度の尺度項目の 20 項目で「よくあてはまる」「だ
いたいあてはまる」「あまりあてはまらない」「全然あてはまらない」の４件法により調査
した．また，発育に対する態度の尺度項目には，回答しにくい場合にチェックを入れる欄
を設けた．調査後に理解しにくい表現，回答しにくい項目，回答のばらつきかないかどう
かを確認し，予備的に探索的因子分析を行った． 
Ⅲ－２－４ 本調査 
 2017 年 1 月に，京都府内の B 市の公立小学校 1 校と予備調査とは異なる C 市の公立小
学校１校の４年生～６年生 492 名（４年：160 名，５年：179 名，６年：153 名）を協力
者として，質問紙調査を実施した．質問紙の回収後，回答に同意した 483 名のうち，発育
に対する態度の尺度の質問 20 項目のうち欠損値が 40％以上あった４名を除外し，479 名
（４年：157 名，５年：171 名，６年：151 名）を分析対象者とした．表１に協力者の内訳
を示した．調査内容は，予備調査の結果，項目の表現等について問題は認められなかった
ため，予備調査と同様の 20 項目と，ポープの身体セルフエスティーム尺度の 10 項目，荒
木の小学生自尊感情尺度 26）の 29 項目について，上記と同じ４件法により調査した． 
 
表１ 協力者の内訳 
  
４年 ５年 ６年 合計 
n (%) n (%) n (%) n (%) 
男 80 ( 51.0) 81 ( 47.4) 79 ( 52.3) 240 ( 50.1) 
女 77 ( 49.0) 90 ( 52.6) 72 ( 47.7) 239 ( 49.9) 
計 157 (100.0) 171 (100.0) 151 (100.0) 479 (100.0) 
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Ⅲ－２－５ 分析方法 
１）発育に対する態度の尺度の項目分析 
 項目の選出にあたっては，分布の偏り，天井効果・床効果（平均値±１SD が１以下また
は４以上である）の有無を確認した．床効果があった７項目のうち，質問内容及び回答状
況からして，態度よりも認知的傾向が強いと判断された１項目を削除した．また，尺度に
おける項目の必要性，項目を削除することの内容的妥当性の観点から，６項目は因子分析
の対象項目とした．探索的因子分析は，19 項目の質問項目を用いて，主因子法，プロマッ
クス回転を行った．因子数は，スクリープロットにより決定し，因子分析の過程で，因子
負荷量が.40 以上の項目を採択の基準とし，因子負荷量が.40 未満の項目，および複数の因
子に高い因子負荷量を示す項目は除外するという手順を繰り返した． 
２）発育に対する態度の尺度の信頼性 
発育に対する態度の尺度の得点については，逆転項目は得点を変換した後，合計得点を
求めた．得点の範囲は 18 点～72 点であり，高いほど発育に対する態度が肯定的であるこ
とを示す．尺度の信頼性は，尺度全体と下位尺度について Cronbach のα係数から内的整
合性を検討した． 
３）発育に対する態度の尺度の妥当性 
基準関連妥当性の検討には，身体セルフエスティーム尺度及び小学生自尊感情尺度を用
いた．身体セルフエスティーム尺度は１因子構造であり，10項目から構成されている．回
答方法は，よくあてはまる（４点），だいたいあてはまる（３点），あまりあてはまらない
（２点），全然あてはまらない（１点）の４件法で，逆転項目は得点を変換した後，合計得
点を求めた．得点の範囲は10点～40点であり，高いほど発育に対する態度がより肯定的で
あることを示す．  
次に，関連がある構成概念と考えられる身体セルフエスティーム尺度，小学生用自尊感
情尺度について，それぞれCronbachのα係数を算出した後，発育に対する態度の尺度との
関連をPearsonの積率相関係数により算出した．ただし，身体セルフエスティーム尺度と発
育に対する態度の尺度とは項目が２項目重複するため，発育に対する態度の尺度の２項目
を除いて相関係数を算出した場合と，重複する項目を含めたままの場合について相関係数
を算出した． 
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４）属性(学年及び性)別，尺度得点，下位尺度得点の比較 
発育に対する態度の尺度の男女別の得点の差を検定するため，独立サンプルの t 検定を
行った．また，学年間の差については，得点を従属変数とし，学年を独立変数として一要
因分散分析を行った．また，効果量を算出した．効果量の大きさの目安として，水本ら 27)
を参考に，t 検定では.01≦小＜.30，.30≦中＜.50，.50≦大，分散分析では.01≦小＜.06，.06
≦中＜.14，.14≦大とした． 
５）小学生自尊感情尺度との関係 
セルフエスティームの尺度は，荒木らが作成した「小学生自尊感情尺度」を用いた．本
尺度は，「自己肯定感」「自己価値づけ」「幸福感」「責任感」の四つの下位尺度，合計29項
目から構成されている．回答方法は，「はい」「いいえ」の２件法であったものを，2014年
に６年生70名を対象として予備調査28）を行い，よくあてはまる（４点），だいたいあては
まる（３点），あまりあてはまらない（２点），全然あてはまらない（１点）の４件法に変
更したうえで，度数分布に偏りのないことを確認した．また，逆転項目は得点を変換した
後，合計得点を求めた．得点の範囲は，29点～116点であり，高いほど自尊感情のレベルが
高いことを示す．この自尊感情尺度と発育に対する態度の尺度との関連をPearsonの積率
相関係数により調べた． 
統計解析は，SPSS Statistics 24 for Windows を使用し，有意水準は５％とした． 
Ⅲ－２－６ 倫理的配慮 
本研究は，兵庫教育大学研究倫理委員会の承認（第 16 号，2016 年 10 月）を得て実施し
た．予備調査の前に，本調査の対象校の学校長１名と養護教諭２名の３名で人権的配慮，
回答可能性などの点から内容を確認した．予備調査では，学校長の文書による承認を得た．
さらに，調査の際には担任が児童に調査の目的を口答及び文書で説明し同意を得た．また，
調査への参加は自由であることについても口答及び文書で説明し，回答拒否を意思表示で
きる欄を設けた．回答終了後には児童自身が調査票をシールつき封筒に入れて密封したう
えで提出した．本調査では，学校長の文書による承認に加え，保護者に本研究の目的や回
答拒否可能であることを文書で説明し同意を得た．また，児童へは，予備調査と同様の手
順で実施した． 
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Ⅲ－３ 結 果 
Ⅲ－３－１ 構成内容の整理及び明確化，質問項目の候補の選定 
図１に論文の収集と選択の過程を示した．データベース検索で得られた 750 編の論文は
1 次スクリーニングでタイトル，抄録の精査により 30 編が採択された．次に本文と調査項
目を精査し，その結果２次スクリーニングで採択されたのは 20 編であった．20 編の論文
の尺度のうち，小中学生を協力者とした尺度は 11 編あり，調査内容の内訳は，身体発育：
１編，身体満足：１編，性的成熟：１編，やせ志向：２編，性受容等：５編，性意識１編
であった．次に調査項目をみると，因子名は異なるが項目の表現が類似しているものが多
数みられた．例えば，身体的自己評価尺度 29）の「鏡を見た時の自分の見え方が好きだ」と
体型への否定感 4，7）の「鏡にうつった自分の体型が好きだ」，ジェンダー・アイデンティ
ティ尺度 30）の「男の体はゴツゴツしていやだ」と性的成熟への抵抗 7）の「がっしりとし
た体つきの大人の男性の体になりたくない」などがあった．以上のことから，先行研究の
因子は，「身体満足・体型満足」「体型への否定・身体的劣等感」「性的成熟への抵抗・
戸惑い」「成熟拒否」「性受容」にまとめられた．身体の発育を肯定的に受け止めるため
には，健康的な体型を受け入れること，二次性徴の変化を受け入れることが必要であるこ
とから，整理した因子の中から構成内容を「身体満足」「性的成熟」「性受容」に絞った． 
しかしながら，自分の性を受け入れる「性受容」については，文部科学省から「性同一
性障害や性的指向・性自認に係る，児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施などについ
て（教職員向け）31）」が出されているように，性的マイノリティへの配慮が必要であり，
構成内容から外した．また，先行研究の 20 編の論文の中から，性受容に関する論文（10
編）は除外し，最終的に残った 10 編の論文（表２）の中から 50 項目を取り上げた．これ
に，保健学習における思春期に現れる体の変化に関する授業の感想から得た２質問，及び
筆者である養護教諭と高学年女子児童らとの保健室での発育に関する会話から得られた１
質問を加え，合計 53 項目の質問候補を作成した．そして，その中から，小学生が答えやす
い表現のものを整理し最終的に尺度の候補の項目として 20 項目を選定した．  
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図１  論文の収集と選択の過程 
性受容の論文を除外 除外 10 編 
データベース検索  
１次スクリーニング 
２次スクリーニング 
採択論文 30 編 
採択論文 20 編 
採択論文 10 編 
構成内容の決定 
・授業の感想 :２項目 
・保健室での発育に関する会話：1 項目 
小学生が答えやすい表現のものを整理：20項目 
50 項目 
タイトルと抄録の精査 除外 720 編 
本文と調査項目の精査 除外 10 編 
CiNii 266 編・医中誌 545 編 （うち重複 61 編） 
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表２ ２次スクリーニングで得られた 10 篇の論文 
NO 著者 
（発行年） 
調査の目的 研究協力者 
（サンプル数） 
調査内容の概要 
尺度など 
下位尺度 調査 
項目数 
本調査への 
適応 
 
１  
山宮裕子 32) 
（2011）  
EDI―BD の短縮版を作
成し，その信頼性と妥当
性を検討 
短大生 
大学生 
女子：289 人 
体型不満のスクリーニング尺度 
（EDI－２） 
体型満足 ５ 肯定的な表現の体型満足
の項目は全項目使用可 体型不満  ４ 
 
２ 
田崎慎治 29) 
（2007） 
やせ願望及び食行動とそれ
に関係する心理的変数につ
いて検討 
大学生 
女：205 人 
 
身体的自己評価尺度 
 
下位尺度なし 
 
17 
 
一部の項目は使用可 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
馬場安希 33) 
（2000） 
 
 
 
女子青年の痩身願望を支え
ている心理的メカニズムに
ついて検討する 
 
 
 
大学生 
女子：500 人 
痩身願望尺度 下位尺度なし 11  
 
 
 
成熟拒否の一部の項目に
ついては使用可 
痩身体型に関するメリット感・デ
メリット感 
痩身のメリット感 ４ 
痩身のデメリット感 ４ 
 
成熟拒否     
1 因子構造  ５ 
中核・満足 ４ 
劣等感 2 
 
大学生女子性受容尺度 
 
身体的満足 2 
中核的性受容 2 
身体的劣等感 2 
 
 
４ 
 
池田かよ子
34) 
(2006) 
 
女子のやせ志向の構造を明
らかにする 
 
小学５年～中学
３年 
女子：615 人 
 
 
思春期女子のやせ志向尺度 
やせのメリット感 ７  
「自己の体型への否定
感」と「性的成熟への抵
抗」は使用可 
自己の体型への否定感 ４ 
異性意識 ５ 
性的成熟への抵抗感 ３ 
 
 
５ 
 
池田かよ子 
35) 
(2007) 
 
男子のやせ志向の構造を明
らかにする 
 
小学５年～中学
３年 
男子：619 人 
 
 
思春期男子のやせ志向尺度 
異性意識 ７ 「自己の体型への否定
感」と「性的成熟への抵
抗」は使用可 
「やせのメリット感」は
一部使用可 
自己の体型への否定感 ５ 
性的成熟への抵抗感 ２ 
やせのメリット感 ３ 
 
 
６ 
 
山蔦圭輔
36) 
(2005) 
下半身や全身に加え，身
体パーツへの不満足感を
自己評価及び他者評価の
側面により測定する尺度
の開発 
 
 
大学生 
823 人 
 
 
身体不満足感測定尺度 
全身のふくよかさ不満足感 11  
「ふくよかさ不満足
感」「長さに関する不満
足感」は，一部の項目は
使用可 
身体に関する他者評価不満足感 ８ 
顔に関する不満足感 ５ 
身体の長さに関する不満足感 ６ 
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NO 著者 
（発行年） 
調査の目的 研究協力者 
（サンプル数） 
調査内容の概要 
尺度など 
下位尺度 調査 
項目数 
本調査への 
適応 
 
７ 
 
秋田和子 37)  
（2004） 
 
思春期を迎える小学校高学
年の性意識の実態を明らか
にする 
小学５年～６年 
男子：223 人 
女子：179 人 
 
性に関する不安や悩み，性に関して知りたいこと 
性意識，射精・月経について   
 
 
24 
性に関する不安や悩み・
射精，月経については使
用可 
 
 
 
 
 
８ 
 
 
 
 
斉藤誠一 38) 
（1985） 
 
 
 
身長，体重等の計測値， 
第二次性徴の発現の有無
及び身体満足度と，性役
割意識との関係を検討す
る 
 
 
小学6年 
男子：126人 
女子：112人 
 
中学2 年 
男子：112人 
女子： 95人 
 
 
 
性役割尺度 
 
男性役割期待 ９  
 
 
 
二次性徴の発現について
は，一部使用可 
容姿の満足度は一部使用
可 
女性役割期待 ６ 
性役割実現度 １ 
身長・体重・胸囲  ３ 
二次性徴の発現の有無につい
て  
男：精通，変声，性毛の発
毛 
女：乳房の発達，発毛，初潮 
３ 
身体満足度 身体計測満足度 ５ 
運動能力満足度 ５ 
容姿の満足度 ４ 
 
 
 
９ 
 
 
村松十和 39) 
（2002） 
身体発育・二次性徴の発現
が身体満足度や二次性徴満
足度・性的欲求にどのよう
に関連するのか因果モデル
を推定し関係を明らかにす
る 
中学～高校生 
男子：184 人 
女子：229 人 
 
身体満足度  
23 
 
二次性徴の出現の程度に
ついては一部使用可  
二次性徴の出現数とその満足度 
 
 
二次性徴の出現数 
 
男：５ 
女：４ 
 
 
10 
 
上長 然 40) 
（2007） 
  
 
思春期の身体満足度へ関連
する生物社会文化的要因に
ついて検討する 
中学1年～中学３
年 
男子：445 人 
女子：425 人 
 
 
身体満足度 
  
 
２ 
身体に関するイベンツに
関する項目は一部使用可 
思春期の身体発育状況は
一部使用可 
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Ⅲ－３－２ 発育に対する態度の尺度の因子分析 
１）予備調査 
発育に対する態度に関する 20 項目に対して，主因子法，プロマックス回転による探索
的因子分析を行った結果，スクリープロットと因子の解釈可能性から４因子構造が妥当で
あると判断した．具体的には，「体型に関する感情」「体型に関する認識」「他者との比較」
「二次性徴に対する受け止め」と仮の因子名をつけた(表３)． 
 
 
表３ 発育に対する態度の評価尺度 予備調査因子分析結果 
 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ：体型に関する感情  α=.749         
 今の体型に満足しています（逆） .92 .00 -.10 -.06 
 鏡に映った自分の体型が好きです（逆） .71 .05 -.05 -.10 
 自分の体型について考えると，とても嫌な気分になります .53 .08 .27 .18 
Ⅱ：二次性徴に対する受け止め  α=.720         
 子どものままの体でいたいです -.10 .94 -.02 -.04 
 大人の体になりたくないと思っています .03 .67 -.01 .16 
 大人の体に変化していくことが楽しみです（逆） .23 .48 -.05 -.13 
Ⅲ：他者との比較  α=.677         
 友達の身長の伸び方が気になります -.16 .05 .70 -.09 
 自分の体の変化が友達と違うことが気になります .16 .04 .68 .02 
 友だちと比べると成長が遅い（早い）のではないかと不安になります -.04 -.14 .65 -.01 
Ⅳ：体型に関する認識  α=.621         
 やせている方がかっこいい（かわいい）と思います -.28 .06 .01 .754 
 今の体型よりも太りたい（またはやせたい）です .17 -.04 -.10 .619 
 周りの人は自分よりも良い体型をしていると思います .22 -.06 -.03 .484 
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ － .18 .31 .50 
Ⅱ 
 
－ .14 .07 
Ⅲ 
  
－ .25 
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２）本調査 
発育に対する態度に関する 19 項目に対して，主因子法，プロマックス回転による探索
的因子分析を行った結果，スクリープロットと因子の解釈可能性から予備調査と同様の４
因子構造が妥当であると判断した．本研究の因子を構成する項目の基準に満たない項目の
除外と因子分析を繰り返した結果１項目が除外され，最終的に４因子 18 項目が抽出され
た．得られた因子とそれに含まれる項目の因子負荷量を表４に示す．第Ⅰ因子は６項目で
構成され，その内容は「自分の体型をもっとよくしたい」「今の体型よりも太りたい（また
はやせたい）」など体型に関する否定的な感情を表すことから，「体型に関する否定的な感
情」と命名した．第Ⅱ因子は３項目で構成され，「体型に満足している」「体重に満足して
いる」など体型に関する肯定的な感情を表すことから，「体型に関する肯定的な感情」と命
名した．第Ⅲ因子は５項目で「友達と比べると成長が遅い（または早い）のではないかと
不安になります」「友達と同じくらいの身長だったらと思う」など他者と成長や体格を比較
することを表すことから，「他者との比較」と命名した．第Ⅳ因子は４項目で「大人の体に
なりたくないと思っている」「大人の体に変化していくことが楽しみ」など体の変化に対す
る願望，期待，不安を含む身体の変化に対する受け止めを表すことから，「体の変化に対す
る受け止め」と命名した．以上の結果から４因子 18 項目が発育に対する態度の尺度の項
目として採択された． 
因子間相関は，第Ⅰ因子から第Ⅲ因子については中程度の相関（r=.30～.51）が，第Ⅳ
因子についてはどの因子とも弱い相関（r=.23～.30）であった．すなわち，体型について
肯定的な感情が強いほど，他者との比較が弱く，体の変化に対する受け止めが肯定的であ
った．  
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表４ 発育に対する態度の評価尺度 因子分析結果 
 Ⅰ   Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ：体型に関する否定的な感情  α=.775        
 自分の体型をもっとよくしたいです .67 .13 .00 －.10 
 今の体型よりも太りたい（またはやせたい）です .63 －.16 －.07 .00 
 やせている方がかっこいい（またはかわいい）と思います .62 .01 －.05 .02 
 自分の体（腕・脚・尻）などで気に入らないところがあります .54 －.15 －.03 .10 
 まわりの人は，自分よりよい体型をしていると思います .51 －.07 .04 －.04 
 自分の体型について考えると，とてもいやな気分になります .43 －.30 .11 .00 
Ⅱ：体型に関する肯定的な感情  α=.783 
    
 今の自分の体型に満足しています －.10 .82 .01 .07 
 鏡に映った自分の体型が好きです .05 .80 －.04 .03 
 自分の体重に満足しています －.21 .54 .05 －.07 
Ⅲ：他者との比較  α=.708 
    
友だちとくらべると，成長が遅い（または早い）のではないかと不安になります .06 .04 .69 －.01 
 他の友達と同じくらいの身長だったらと思います －.02 .01 .63 －.05 
 自分の身長に満足しています .29 .22 －.58 .02 
 友達の身長の伸び方が気になります .10 .08 .52 －.04 
 自分の体の変化が友達と違うことが気になります .30 .07 .44 .07 
Ⅳ：体の変化に対する受け止め α=.664 
    
 大人の体になりたくないと思っています －.03 .06 .01 .71 
 子どものままの体でいたいです .12 .09 －.12 .70 
 大人の体に変化していくことが楽しみです .30 .26 .04 －.50 
 大人の体に変化していくことが不安です                        .10 .06 .27 .45 
因子間相関 Ⅰ   Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ - －.44 .51 .23 
Ⅱ 
 
- －.30 －.30 
Ⅲ 
  
- .24 
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Ⅲ－３－３ 発育に対する態度の尺度の信頼性 
 尺度全体と下位尺度 Cronbach のα 係数は，.664～.825 を示した（表５）．第Ⅳ因子の
「体の変化に対する受け止め」については，α 係数が.70 未満であるが，発育に対する態
度の核となる重要な項目群であるため削除せずに採用することとした． 
 
 
表５ 発育に対する態度の尺度の平均値と信頼性 
 
 
 
 
 
 
 
 
SD：標準偏差，α：Cronbach α係数 
 
 
Ⅲ－３－４ 妥当性の検討 
基準関連妥当性の検討のため使用した身体セルフエスティーム尺度と小学生自尊感情
尺度とその下位尺度の本対象における Cronbach の α 係数は，「身体セルフエスティーム
尺度」.705，「自尊感情尺度」.855 であり，下位尺度については「自己肯定感」.783，「自
己価値づけ」.782，「幸福感」.670，「責任感」.529 であった．次に妥当性の検討として，
まず，身体セルフエスティーム尺度の合計得点および発育に対する態度の尺度の合計得点
との Pearson の積率相関係数を算出した．その際，両尺度に共通する２項目について，発
育に対する態度の尺度に含む場合と除いた場合を示した．その結果，身体セルフエスティ
ーム尺度の合計得点と，発育に対する態度の尺度の合計得点との間には，重複した項目を
削除せずに算出した場合は r=.624（p＜.001），削除した場合は r=.602（p＜.001）であり
大差なく，かついずれの場合も有意な正の中程度の強さの相関が認められた． 
次に，自尊感情尺度は，発育に対する態度の尺度，下位尺度においては，「自己肯定感」，
 n 平均 SD α 
発育に対する態度 416 49.5 9.1 .825 
体型に関する否定的感情 451 15.4 4.2 .775 
体型に関する肯定的感情 458 7.6 2.3 .783 
他者との比較 465 14.6 3.6 .708 
体の変化に対する受け止め 467 11.8 2.8 .664 
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「自己価値づけ」，「幸福感」については弱から中程度の正の相関がみられた．「責任感」に
ついてはほとんど相関が認められなかった．表６に発育に対する態度の尺度と自尊感情尺
度との Pearson の積率相関係数を示した．具体的には，自尊感情が高ければ，「体型に関す
る肯定的な感情」が強く，「他者との比較」する傾向も弱く，「体の変化に対する受け止め」
や発育に対する態度が肯定的であった．また，自尊感情尺度の下位尺度の中でも「自己肯
定感」は，他の下位尺度よりも相関が強く，発育に対する態度の尺度全体，「体型に関する
否定的な感情」，「他者との比較」において，ｒ＝.487～.622 の中程度の正の相関があり，
自分のことを肯定的に受け止めているほど発育に対する態度が肯定的であった． 
 
 
表６ 発育に対する態度の尺度と自尊感情尺度との相関 
 
 発育に対する 
態度 
体型に関する 
否定的な感情 
体型に関する 
肯定的な感情 
他者との比較 
体の変化に 
対する受け止め 
自尊感情 .546** .413** .446** .349** .304** 
自己肯定感 .622** .566** .335** .487** .239** 
自己価値づけ .321** .198** .393** .123* .219** 
幸福感 .369** .234** .334** .241** .203** 
責任感 .162** .070 .137** .016 .224** 
 *p＜.05 ，**p＜.01   
 
 
Ⅲ－３－５ 発育に対する態度の尺度の性差及び学年差 
１）性差 
発育に対する態度の尺度全体及び下位尺度に関して，男女別による得点の差を t 検定に
より検討した（表７）．尺度全体及び下位尺度すべてにおいて，男女間で有意差がみられ効
果量は小さかったが，男子の方が女子よりも有意に得点が高かった．  
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表７ 発育に対する態度の尺度の性差 
 
  n 平均 SD ｔ p 値 r 値 
発育に対する態度 
男子 209 51.2 8.8 
3.933 .001*** .19 
女子 207 47.8 9.0 
体型に関する否定的な感情 
男子 225 16.2 4.0 
3.980 .001*** .18 
女子 226 14.7 4.4 
体型に関する肯定的な感情 
男子 228 7.9 2.3 
2.484 .013* .12 
女子 230 7.3 2.3 
他者との比較 
男子 235 14.9 3.6 
2.249 .025* .10 
女子 230 14.2 3.5 
体の変化に対する受け止め 
男子 235 12.1 2.8 
2.213 .027* .10 
女子 232 11.6 2.7 
SD：標準偏差，r：効果量．  *p＜.05 ，**p＜.01 , ***p＜.001 
 
 
２）学年差 
４～６年の発育に対する態度の尺度及び下位尺度の得点の学年差について，男女別に一
要因分散分析を行った（表８，表９）．その結果，男子で有意な主効果が認められたのは，
「体の変化に対する受け止め」（F(2,232)＝6.20, p＜.01, η2=.05）のみで，Tukey の多重
比較の結果，６年は４年よりも有意に低かった． 
一方，女子においては，有意な主効果が認められたのは，「他者との比較」を除くすべ
てであり，発育に対する態度の尺度全体（F(2,204)＝6.99, p＜.01，η2=.06），体型に関す
る否定的な感情（F(2,223)＝5.93, p＜.01 , η2=.05），「体型に関する肯定的感情」（F(1,227)
＝3.80, p＜.05，η2=.03），「体の変化に対する受け止め」（F(2,229)＝4.15, p＜.05， 
η2=.04）であった．Tukey の多重比較の結果，尺度全体と三つの下位尺度ともに６年は４
年よりも有意に低かった．加えて，尺度全体と「体型に関する否定的な感情」は，６年は
５年よりも有意に低かった． 
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表８ 発育に対する態度の尺度の学年差（男子） 
 
  学年 N 平均 SD 
F 
(df) 
P 値 
 
η2値 多重比較 
発育に対する態度 
４年 67 52.8 9.1 
2.59 
(2,206) 
.077 
 
.03 
 
５年 72 51.5 8.4  
６年 70 49.4 8.7  
体型に関する否定的な感情 
４年 72 16.2 4.3 
.24 
(2,222) 
.784 
 
.00 
 
５年 76 16.5 3.8  
６年 77 16.0 3.9  
体型に関する肯定的な感情 
４年 77  8.1 2.4 
.75 
(2,225) 
.474 
 
.01 
 
５年 78  7.9 2.3  
６年 73  7.6 2.3  
他者との比較 
４年 78 15.2 3.9 
.51 
(2,232) 
.599 
 
.00 
 
５年 81 14.9 3.6  
６年 76 14.6 3.3  
体の変化に対する受け止め 
４年 78 12.9 2.9 
6.20 
(2,232) 
.002** 
 
.05 ４年＞６年 ５年 79 12.2 2.9 
６年 78 11.3 2.6 
SD：標準偏差，η2：効果量.  *p＜.05 ，**p＜.01  , ***p＜.001 
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表９ 発育に対する態度の尺度の学年差（女子） 
 
  学年 n 平均 SD 
F 
(df) 
p 値 
 
η2 値 多重比較 
発育に対する態度 
４年 66 50.3 8.9 
6.99 
(2,204) 
.001*** 
 
.06 
４年＞６年 
５年 78 48.2 8.7 ５年＞６年 
６年 63 44.6 8.8  
体型に関する否定的な感情 
４年 73 15.5 4.1 
5.93 
(2,223) 
.003** 
 
.05 
４年＞６年 
５年 84 15.1 4.4 ５年＞６年 
６年 69 13.2 4.2  
体型に関する肯定的な感情 
４年 73  7.7 1.8 
3.80 
(2,227) 
.024* 
 
.03 ４年＞６年 ５年 88  7.5 2.5 
６年 69  6.7 2.2 
他者との比較 
４年 74 14.5 3.6 
1.22 
(2,227) 
.297 
 
.01 
 
５年 85 14.3 3.5  
６年 71 13.7 3.4  
体の変化に対する受け止め 
４年 
５年 
６年 
75 
89 
68 
12.3 
11.4 
11.1 
2.5 
2.8 
2.5 
4.15 
(2,229) 
.017* 
 
.04 ４年＞６年 
SD：標準偏差，η2：効果量.  *p＜.05 ，**p＜.01  , ***p＜.001 
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Ⅲ－４ 考 察 
Ⅲ－４－１ 因子分析 
 探索的因子分析の結果，第Ⅰ因子に「発育に対する否定的な感情」，第Ⅱ因子に「発育に
対する肯定的な感情」，第Ⅲ因子に「他者との比較」，第Ⅳ因子に「体の変化に対する受け
止め」の４因子構造 18 項目の尺度が得られた．思春期は，身体的成長ならびに性的成熟の
過程を意味する概念であり 41），構成要素として身体満足，性的成熟を想定していたが，因
子分析の結果，身体満足に関わる項目が，体型に関する「肯定的な感情」，「否定的な感情」
の因子と「他者との比較」の三つに分かれた．また，性的成熟の内容にかかわる因子が「体
の変化に対する受け止め」となり，結果的に４因子構造となった．これは，二次性徴の発
現がほとんどの児童にみられる６年生が本調査で加わったことにより，身体満足に関わる
内容が，否定的な感情と肯定的な感情，他者との比較の因子に分かれ，発育に対する態度
を表す因子としてより明確に分けられたと考える． 
これらの四つの下位尺度は，４年生の保健領域「育ちゆく体とわたし」の指導内容と概
ね対応している．具体的には，小学校学習指導要領 42）によると，「育ちゆく体とわたし」
の指導内容にはア～ウがあり，「ア 体は年齢に伴って変化すること．また，体の発育・発
達には，個人差があること」「イ 体は，思春期になると次第に大人の体に近づき，体つき
が変わったり，初経，精通などが起こったりすること．また，異性への関心が芽生えるこ
と」であり，ウはより良い発育・発達のための生活習慣の必要である．このうち，ア，イ
については第Ⅲ因子や第Ⅳ因子の項目と対応していると考えられる．また，内容の取り扱
いにある「自分と他人では発育・発達などに違いがあることに気づき，それらを肯定的に
受け止めることが大切であることについて触れるものとする」には，第Ⅰ～Ⅳ因子が対応
すると考えられる．以上から，本尺度は，保健学習の指導内容に概ね対応して，発育に対
する態度を測定できるものと判断できる． 
次に，因子間相関の結果から指導について考察する．興味深いのは，「他者との比較」は，
「体型に関する否定的な感情」とは中程度の正の相関に，「体型に関する肯定的な感情」と
は中程度の負の相関にあったことである．これは，発育の個人差が大きい思春期に，他者
と成長や体格を比較することが強まると，自分の体型を否定する傾向が強まり，肯定する
傾向が弱まることを暗示している．思春期では，他者の発育に関心が高まることは避けら
れないが，他者との比較が過度にならないよう，個人差や個性等の理解など工夫が必要で
あると考えられる． 
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Ⅲ－４－２ 信頼性 
本研究における係数は，各下位尺度でα＝.664～.783であり，第Ⅳ因子がやや低い値を
示す場合もあったが，全体ではα＝.825と十分高い信頼性を示した．一般的に満足できる
係数の基準は，α＝.70以上とされるが，例えば小学生用社会的スキル尺度43）の各因子の係
数はα＝.67～.78の範囲であり，かつ３因子のうち２因子がα＝.70未満であるものの，各
因子は下位尺度としての信頼性を満足させる水準にあるとされている．したがって，本尺
度についても許容できる内的整合性が得られたものと判断できる．  
Ⅲ－４－３ 妥当性 
まず，構成概念が類似している身体セルフエスティーム尺度と発育に対する態度の尺度
との相関についてはr=.6程度の正の相関が認められた．身体セルフエスティーム尺度には，
発育に対する態度以外に体の動きや容姿について問う質問項目も入っているものの，一定
の基準関連妥当性が示されたと考えられる．また，自尊感情や「自己肯定感」ともr=.5～.6
程度の相関を示した．上述のとおり，セルフエスティームは痩身願望，ボディ・イメージ
等と相関が認められており，同様に妥当性が示されたと判断できる． 
加えて，思春期が始まる時期から考えてみる．思春期は，男の子は男の子らしく，女の
子は女の子らしく体が変化し，著しい身長の伸びを認める時期を指しているが，通常，女
の子は10歳頃，男の子は12歳頃よりはっきりするとされる44）．また思春期にみられる第２
発育急進期の到来についても，男子より女子の方が約２年早い45）とされている．発育に対
する態度の全体の得点をみると，4年生の女子の発育に対する態度の平均値と6年生男子の
平均値が近く，思春期の発育の変化の2年差と同様に本尺度の態度についても2年差であり，
この点からも妥当性が示されたと判断できる． 
Ⅲ－４－４ 発育に対する態度の尺度の学年差・性差 
 ｔ検定の結果，性差については，尺度全体，及びすべての下位尺度において女子の方が
有意に低かった．また，学年については，男女ともに「体の変化に対する受け止め」，加え
て女子では，「他者との比較」以外の下位尺度において，高学年では平均値が有意に低くな
った．同様の傾向は先行研究でもみられた．例えば，上長 46）の身体満足の２項目を使った
中学生の調査では，中 1～中３につれて身体満足は下がり，さらに女子の方が男子よりも
低かった．また，メディアリテラシーと子どもの健康調査 47)の中学生を対象とした身体不
満足５項目の調査では，すべての学年で女子の得点は男子を上回っており，全体として女
子が自分の体型に不満を感じていた．加えて本研究でも使用した身体セルフエスティーム
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尺度においても，女子の得点は男子の得点に比べて低く，男女とも学年が上がるにつれ，
身体に対する満足度が下がる傾向にあった． 
その理由として二つ考えられる．まず，自己の体型が正しく認識されていないことがあ
げられる．例えば，柴田ら 48）の小５から中３の児童生徒を対象とした調査では，自分の体
重を妥当に認識しているのは，女子では 50%，男子では 60%であったこと，伊藤ら 49）の
小３から高３の児童生徒の調査でも，客観的体型（肥満度）と主観的体型評価のずれが男
子よりも女子が大きいことや，その割合は，小学校 1 年生から高校生と学年が上がるにつ
れて高くなることが報告されている 5）． 
次に，自分の思いや理想の体型とは関係なく起こる二次性徴の体重増加を健康な成熟の
一つとして受け入れられていない 49）ことが推測される．福田 50）や多川 51）らが指摘して
いるように，保健指導などを利用して自己の体型を成長曲線や肥満度などを用いて正しく
認識させ，健康的な体重増加が成長のひとつであること，体重を減らすことが心や体へ悪
影響を及ぼすことについて指導することが必要である． 
 ところで，指導の際には学年に留意する必要がある．尺度の学年差をみると，「体の変化
に対する受け止め」については，男女共に６年生において有意に低下した．女子では，尺
度全体，下位尺度についても同様であった．現在，保健学習では，二次性徴を含む発育に
ついては４年生において指導するが，尺度の得点が低下する６年生に向けた指導の必要は
明示されていない．また，４年生では二次性徴の発現がみられない児童も多い．多くの児
童に二次性徴が認められ自分の体の変化について肯定的に受け止められない傾向が強まる
６年生に向けて，保健学習に加えて，発育・発達段階に応じた継続的な保健指導を行う必
要がある． 
Ⅲ－４－５ 小学生自尊感情尺度との関連 
 自尊感情尺度と，発育に対する態度の尺度，下位尺度である「体型に対する肯定的な感
情」「体型に対する否定的な感情」「他者との比較」「体の変化に対する受け止め」との関連
は，自尊感情が高ければ，発育に対する態度がより肯定的であり，体型に関する肯定的な
感情がより強く否定的な感情はより弱い，また他者との比較が弱く，体の変化に対する受
け止めがより肯定的であることが明らかになった．この結果は，セルフエスティームに関
する先行研究 9,10,12)と同様であった．また，自尊感情尺度の下位尺度の中でも自己肯定感が
高ければ，発育に対する態度もより肯定的であることが示され，自尊感情と発育に対する
態度は互い深く関連し合っていると考えられた．これらのことから，発育に対する態度を
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高めることと同時に自己肯定感も高めることが有効であることが示唆された． 
 
Ⅲ－５ 本研究の限界  
調査，再テスト法のいずれも，余裕のない教育活動の中での時間確保，学級担任や児
童への負担，保護者への協力依頼等，調査実施の制約があり，対象数の増大が困難であっ
た．また，身長，体重，二次性徴などは個人情報であり，情報入手が格段に困難になっ
た．そのため，尺度と体型との関連や二次性徴の発現との関連を分析することができなか
った．加えて「安定性」についても検討できず信頼性の精度に課題が残った．妥当性につ
いても，基準関連妥当性の検討として構成概念が類似の尺度を用いたが，身体セルフエス
ティーム尺度は２項目が重複していた．そのため精度の高い信頼性や妥当性の検討に至ら
ず，課題が残った．  
 
Ⅲ－６ 結 論 
本研究では，小学校４～６年生を協力者として，４因子からなる発育に対する態度の尺
度を評価するための尺度を開発し，概ね信頼性と妥当性を確認することができた．発育に
対する態度の性差・学年差については，女子より男子の方がより肯定的であり， 女子では，
高学年ほど否定的になる傾向が認められた．また，発育に対する態度は自尊感情や自己肯
定感と関連することから，発育に関する指導において，セルフエスティームの育成を関連
づけることが有効であることが示唆された． 
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Ⅳ－１ はじめに 
思春期の身体発育は，抑うつ傾向などの精神的健康１），ダイエット行動などの不適応行
動の出現などに関連しているとこれまでの先行研究で報告されている 2－5)．例えば，片岡
ら 2）は，女子中学生は体重増加とともに自分の体型に否定的になり，体重を減らしたいと
望むものが多くなると報告している．また，池田 3,4)によると小学生の男女共に，ローレル
指数の高さと，自己の体型への否定感との間に有意な関連が見られた．加えて上長 5)によ
ると，思春期の身体発育の経験（初経・精通の有無）によって，体重減少行動が増加する
傾向が示された．このような課題や不適応行動には，セルフエスティーム７-9），やせ願望
６，9），身体満足９）等が相互に関連している． 
その要因の一つとして，身体発育に対する態度が，思春期において否定的傾向になるこ
とがあげられる．例えば，石井ら 10）は，小学校４年生から６年生を対象とした「発育に対
する態度」の尺度について，「体型に関する否定的な感情」「体型に関する肯定的な感情」
「他者との比較」「体の変化に対する受け止め」の下位尺度が共に，男女ともに学年が上
がるにつれて得点が低下し，否定的になるとしている． 
否定的になる理由の一つに，自分の身長と体重からみた体型の認識のゆがみがある．柴
田ら 11）が 2011 年に小学校５年生から中学校３年生を対象とした調査では，自分の体重を
妥当に認識しているのは，女子では 50%，男子では 60%であった．また，伊藤ら 12）の 2005
年から 2012 年の 8 年間にわたる小学校３年生から高等学校３年生に対する調査でも，客
観的体型（肥満度）と主観的体型評価のずれが男子よりも女子が大きいこと，その割合は
小学校 1 年生から高校生と学年が上がるにつれて高くなることが報告 13）されている．ま
た，2017 年に行われた高校生に対する調査 14）によれば日本の高校生は，体型への不満が
高いことが明らかになった．具体的には，BMI（体格指数）の判定で「普通体重」の割合
が７割を超えており，日・米・中・韓の４か国の中で最も高いにもかかわらず，日本の女
子は自分の体型を「太っている」「少し太っている」と感じている者が５割を超え，他の
３か国に比べて高かった．そして，自分の体型に「満足している」「まあ満足している」
と回答した女子の割合が２割強と，４か国の中で最も低い状況であった． 
一方，体型評価のずれが女子よりも小さい男子においても，高橋ら 15）の 2003 年の調査
によれば，BMI が平均以下（≦ 22）である高校生男子の約 35％，大学生男子の約 40% 
がやせ願望をもっており，やせ願望群の体型誤認者の大部分は自分の体型を「太っている」
と評価していた．現在，メディアでは男性においてもやせていることが賞賛され，「細マ
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ッチョ」で表現される細身の容姿が理想的なイメージの一つとなっている 16）．普通体型で
あっても「自分は太っている」というボディ・イメージのゆがみは，男女共通の問題であ
り，やせ願望や，やせ志向につながっている．そして，男女ともにやせることを理想とす
る信念は，中学生の時期にすでに形成されていると推察され 16），自意識が高まる思春期の
子どもだけでなく，低年齢の小児でも自分の成長と発育の正しい理解と肯定的認識が重要
であると指摘されている 18）． 
否定的になる第二の理由として，性的成熟に伴う体の変化に対する受け止め方がある．
体つきの変化については，片岡ら 2）によると女子中学生の 51.9%が，「思春期の体重増加
は性成熟のために大切である」と認識する一方，70.1％が減量を望み，やせた体型を肯定
していた．また，池永 19）は，小学校 4 年生から中学校３年生の女子の調査では，やせ願望
が，初経前では 53％であったが，初潮後では 76％に増加しており，「性的成熟がもたらす
変化が，体型への「否定感」に関係しているのではないか」と指摘している．特に，女子
における思春期の脂肪蓄積や体重増加の変化などは，心理的ストレスの要因の一つ 5)とな
り，劣等感につながりやすいと考えられる． 
一方，男子においては，藤田ら 20）によれば，中学生から大学生の身体部位・機能に対す
る満足度において,「満足」「やや満足」が中学生の時期に減少するものの，「不満足」「あ
まり満足でない」は,学年による明らかな違いを認めず，高校生では「どちらでもない」が
増加したことなどから二次性徴による身体的変化を否定的には受け止めていないことが示
されている．その理由として，男子の場合，思春期の身体発育によって変化する体型は，
筋肉質な体型への変化であることが考えられ，この年齢の男子は女子に比べて身体像に対
する不満足感が低い 17）と推察された． 
次に体の働きの変化については，佐藤ら 21）は，女子大学生の月経の捉え方について，初
経時には「かなり誇らしい」と「やや誇らしい」と答えた者が 6.8％だったのに対して，現
在（平均年齢 19.7 歳）では 1.3％に減少し，初経時及び現在の月経時においても，「誇ら
しい」と強く感じている者は少なかった．また，猪瀬 22）は，中・高校生について，月経・
射精とも「自然」「大切」と捉える率が高いが，射精イメージは月経以上に罪悪感や羞恥
心や不浄感を伴っていると指摘し，学校での指導が非常に大切になってくるとしている． 
否定的になる第三の理由として，セルフエスティームの低下があげられる．古荘は 23），
男女とも，自身の評価が主観的・外見的なものから客観的な内面認識に変化する 12 歳頃
で自尊感情が最も低くなると指摘している．このような実態に関わり文部科学省 24）は，児
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童期後期の課題について，小学校高学年の時期には「身体も大きく成長し，自己肯定感を
もちはじめる時期であるが，反面，発達の個人差も大きくみられることから，自己に対す
る肯定的な意識をもてず，自尊感情の低下などにより劣等感をもちやすくなる時期でもあ
る」とし，その時期の重要課題に自己肯定感の育成をあげている．また，自己評価の発達
的変化を調べた真榮城 25）によると，小学校３年生から中学校２年生において，自己を受容
する要因としては，学業や運動に比べ容姿の評価が高い影響力を示しており，自己受容を
高めるうえで，子どもの容姿認知の仕方に注目する必要があると指摘しており，セルフエ
スティームの面からも自己の体型を肯定的に受け止めることの重要性がうかがえる．  
以上をふまえ，小学校体育科保健領域では，４年生において，発育に関して体の変化や
発育の個人差などを肯定的に受け止める態度の育成が目指されており，そのための実践事
例集 26-28)が報告されている．例えば，日本学校保健会 26)は，学習指導要領に基づき，指導
内容の具体的に例示している．文部科学省の「保健教育の手引き」27)は，学級担任等が授
業を行う際に参考となる体育科，特別活動，総合的な学習の時間の事例や相互に関連する
ためのポイント等を示している．また及川 28)は，養護教諭の立場から，学校の実態に応じ
た授業計画を提示している．これらの実践事例は，指導案や授業の様子，ワークシートな
どを紹介しているものの，実践の効果は示していない． 
指導の効果については，全国の小学校で指導されているものの，学習指導要領解説体育
編 29）が目指す，肯定的な受け止めを評価した研究はほとんど見当たらない．その主な理由
としては，受け止め方を客観的に評価できる尺度がないことにあったと考えられる．この
点については，石井ら 10）が，発育に対する態度の尺度を開発しており，評価の可能性が高
まった． 
一方，齋藤ら 30)は，発育グラフを活用した健全なボディ・イメージを育む指導を評価し
た．発育グラフでは，身長曲線・体重曲線で発育の状況が一目でわかる．平成 26 年度の
「学校保健安全法施行規則の一部改正」31）以降，学校では，子供の健康管理プログラムが
配布され，成長曲線を利用した保健管理や保健指導などの保健教育で活用されるようにな
った．齋藤ら 30)は，学校保健安全法の改正以前において，健康管理プログラムと同様の機
能がある「発育グラフソフト」を活用し，グラフの見方の理解，健康な発育，今後の発育
の見通し，やせや肥満の弊害などを取り上げて指導している．しかしながら，評価に発育
に対する態度やボディ・イメージの尺度が使われたわけではない． 
そこで，本研究では，児童が思春期の発育を肯定的に受け止めることを目指し，小学校
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４年生の体育科保健領域において，発育に関する単元である「育ちゆく体とわたし」（４時
間）及び特別活動（学級活動）の「心身ともに健康で安全な生活態度の形成」の内容（２
時間）からなるプログラムを作成した．さらに，このプログラムを実施し，その効果を発
育に対する態度及びセルフエスティームを指標として評価を行った． 
 
Ⅳ－２ 方法 
Ⅳ－２－１ プログラム開発の背景 
「育ちゆく体とわたし」の単元の内容は，小学校学習指導要領解説体育編 32）において体
の発育・発達については，「 年齢に伴う変化及び個人差，思春期の体の変化などについて
理解できるようにすること」と示されている（表１）．指導内容は，「体は年齢に伴って変
化すること，思春期になると体に変化が起こり異性への関心も芽生えること，体をよりよ
く発育・発達させるには，調和のとれた食事，適切な運動， 休養及び睡眠が必要であるこ
と」などを中心として構成されている．今回のプログラムは，学習指導要領の解説（表１）
の内容を踏まえたうえで，体育科保健領域については「大きくなってきたわたし」「思春期
にあらわれる変化１」「思春期にあらわれる変化２」「よりよく育つための生活」とした． 
小学校学習指導要領解説特別活動編33）に示されている学級活動については，「広告の秘密
を知ろう」「ぼく・わたしの体ってすごい」とした（表２）．特別活動の指導内容は，学級
活動の共通事項「（２）日常生活や学習への適応及び健康安全」の「カ 心身ともに健康で
安全な生活態度の形成」に相当する．特別活動の指導を２時間としたことについては，学
級活動の使用可能な時間数から上限と判断した．  
表１  小学校学習指導要領 体育 
 
第３学年及び第４学年 
内容 Ｇ  保健 
（２） 体の発育・発達について理解できるようにする．  
ア 体は，年齢に伴って変化すること．また，体の発育・発達には，個人差がある
こと． 
イ 体は，思春期になると次第に大人の体に近づき，体つきが変わったり，初経，
精通などが起こったりすること．また，異性への関心が芽生えること． 
ウ 体をよりよく発育・発達させるには，調和のとれた食事，適切な運動，休養及
び睡眠が必要であること． 
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表２ プログラムのねらい及び発育に対する肯定的態度を高めるための工夫 
 
学習課題 ねらい 
発育に対する肯定的態度を 
高めるための工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第１時 
 
大きくなって 
きたわたし 
 
 
 
・体は年齢に伴って変化する 
こと，発育発達の仕方や時 
期には，個人差があること 
を理解できるようにする．  
 
・自分の身長や体重の測定値や成長曲線，肥満度 
から，自分の発育の様子を的確に捉えさせる． 
・身長は骨の伸び．体重は，骨，筋肉，脂肪，内 
臓，血液等の重さであることをおさえ，身長が 
伸びれば，それに合わせて体重も増えるのは自 
然なことを強調する． 
・一人ひとりの成長の違いは個人差であることに 
気づかせる． 
・身長や体重が増え，体が発育してきたことによ 
り，できるようになったことを確認し，これか 
らの成長に展望をもたせる． 
 
第２時 
 
思春期に 
あらわれる変化１： 
体つきの変化 
 
・思春期には体つきに変化が 
現れ，男女の特徴が現れる 
こと，また変声，発毛など 
が起こることを理解できる 
ようにする． 
・これから起こる外見の変化についてブレインス 
トーミングを行い，班のメンバーが互いの意見 
を聞くことにより，お互いを尊重させる． 
・教師の経験談や変化が起こった時期のグラフか 
ら，誰にでもあらわれる変化であることに気づ 
かせ，体の変化に対してプラスのイメージをも 
たせる． 
 
第３時 
 
思春期に 
あらわれる変化２： 
体の働きの変化 
 
・思春期には初経，精通が起 
こったり，異性への関心が 
芽生えたりすることから， 
これらの変化は大人の体に 
近づくしるしであることを 
理解できるようにする． 
・体の変化に不安や恥ずかしさを持つことがある 
ことを知らせ，お互いを思いやることの大切さ， 
相談することの大切さを理解させる． 
・有名人の子どもから大人への経年変化や，女性 
らしく，男性らしく変化していくことのよさを 
知らせる． 
・体型に関係なく自分のよさを生かして活躍でき 
ることに気づかせ，成長に対してプラスのイメ 
ージをもたせる． 
 
第４時 
 
よりよく育つための 
生活 
 
・体がよりよく育つためには 
調和のとれた食事をとるこ 
と，適度な運動を続けるこ 
と，休養・睡眠を十分とる 
ことが必要であることを理 
解できるようにする． 
・よりよく育つためには，どんな生活をしたらよ 
いかブレインストーミングを行い，班のメンバ 
ーが互いの意見を聞くことにより，お互いを尊 
重させる． 
・食べることは楽しいことであり，しっかり食べ 
ることはかっこいいというイメージをもたせ 
る． 
 
 
 
 
 
 
第５時 
 
広告の秘密を探ろう 
・広告主の商品を売るために 
用いるテクニックについて 
知り，情報を批判的に見る 
力と選択する力が必要であ 
ることを理解できるように 
する． 
・自分の理想体型や細い方がよいという考え方
は，メディアからの影響を受けていることを知
らせる． 
・友達に身長を伸ばすジュースの購入を誘われた 
時の事例から，情報の批判的な見方や選択の仕 
方を考えさせる． 
 
 
 
 
 
第６時 
 
ぼく・わたしの 
体ってすごい 
 
 
 
 
 
・自分の体ができること，自 
 分のよさを実感し，自分の 
 体を肯定的に捉えられるよ 
 うにする． 
・自分の体でできること，得意なこと，よいとこ 
ろに注目し，体の部位ごとに考えることで，体 
の素晴らしさに気づかせる． 
・友達からもよさを教えてもらうことで，友達が 
受容してくれていることに気づいたり，称賛さ 
れたりすることで新たな自分を発見したりし
て，自己評価を高めさせる． 
・スキャモンの発達曲線から，様々な器官が異な 
る時期に発育すること，体がよりできるように 
なるためには，体の各器官の発育が必要である 
ことを説明する． 
・自分の身体の発育を支え，体を最も大切にでき 
るのは自分自身であることを強調するとともに 
保健学習で学んだ食事，運動，睡眠などの生活 
習慣の大切さを確認させる． 
 
 
 
体
育
科
保
健
領
域 
学
級
活
動 
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Ⅳ－２－２ プログラムの内容 
１） 第１時 「大きくなってきたわたし」 
第１時では，大きく成長してきた自分を振り返って喜んだり，これからの成長に期待を
持たせたりする．小学校の身体測定時や，保健室来室時の児童の様子には，「身長は伸びる
とうれしい」が，「体重は増えるのは嫌だ」という言動や様子が小学校３年生頃からみられ
る．そこで，身長増は骨の伸び，体重増は，骨，筋肉，脂肪，内臓，血液等の重さの増加
によることを押さえ，身長と共に体重も増えるのは自然なことを強調した．また，発育を
肯定的に受け止めるために，児童各々に，自分の小学校１年生から４年生までの成長曲線
（図１）により成長を確認するとともに，実際に伸びた身長を計算し，成長に伴いできる
ようになってきたことが増えてきていることを喜び合う機会を設けた．加えて，「体重は増
えてほしくない」と思う児童がいることから，学校医から児童への助言として身長と体重
のバランスが大切であることを伝えた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
                図１ 身長・体重成長曲線 
 
２） 第２時 「思春期にあらわれる変化１：体つきの変化」 
第２時では，女性は女性らしく，男性は男性らしく外見が変化することを学習する．は
じめに，後姿クイズでからだの変化に関心がもてるようにしたり，ブレインストーミング
で予想をしたりする活動を行い，明るい雰囲気で授業にのぞめるようにした．変化の説明
の中では，教師の経験談や変化が起こった時期のグラフなどから，誰にでもあらわれる変
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化であることに気づかせ，体の変化に対してプラスのイメージをもたせられるようにした． 
しかしながら，児童の言動によれば，「やせている」ことに魅力があるとする社会の見方が
あることを，すでに知っている様子がみられる．例えば保健室での児童の会話の中で「雑
誌の読者モデルに応募したいから，早く背を高くしたい」と何度も身長を測りに来たり，
「体操の先生のように，筋肉をもっとつけたい．」「○○のように筋トレをしてお腹周りを
ひきしめてかっこよくなりたい」などと言って実際に筋トレを行ったりしている．このよ
うな実態を踏まえ，①思春期にがっちりとしたり，丸みをおびたりする体つきになり体重
が増えることは，身長が伸びない大人の体重が増えるのと意味が異なること，②筋肉や脂
肪は大人の体になるために必要なものであること，③よく耳にするダイエットは大人にむ
けたメッセージであることを強調した． 
３） 第３時 「思春期にあらわれる変化２：体の働きの変化」 
第３時では，初経や精通について扱う．これらは，新しい命を生み出すための準備が始
まったことを示す象徴的な現象であり，女性として，あるいは男性として誇りに思ってよ
いことを伝える．そこで，児童がよく知っている有名人の写真を用い，子どもから大人に
成長していく様子を示し，体つきの変化や体の働きの変化を誰もが経験していること，性
差や，個人差があることを示した．また，その人のよさは，体型だけでは決まらないこと，
理想的な体型でなくても，自分の長所を生かして素敵な大人に成長して活躍している人が
いること，自分のお腹で赤ちゃんを育て出産する喜びは女性にしか経験できないこと等，
女性の特権についても触れ，大人への変化を肯定的に受け止められるよう丁寧に扱った． 
４） 第４時 「よりよく育つための生活」 
第４時では，よりよく成長するための生活の仕方について，ブレインストーミングによ
り意見を出し合うようにした．また，活躍しているスポーツ選手の新聞の記事を例にあげ，
食事，運動，休養・睡眠の大切さを説明した．中でも，食事については，食べると太ると
考える子ども達もいることから，「しっかり食べることはかっこいい」というイメージをも
たせられるようにした．最後に自己の生活を振り返らせ，改善点を考えるようにした． 
５） 第５時 「広告の秘密を知ろう」 
私たちは，テレビや広告等のメディアから，やせていることが魅力や成功の証であると
いうようなメッセージを多く受けている．このようなやせに関するメッセージに触れるこ
とで，偏ったボディ・イメージや食嗜好を持ち，過度なやせに至る不健康な食行動を引き
起こす可能性が危惧され，メディアからの情報を批判的に考えられるよう，早い時期にメ
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ディアリテラシー教育の必要性が指摘されている18）．このため，第５時では批判的思考力
の育成を目指した．内容は，ライフスキル教育34)を参考に，自分の理想体型や細い方がよ
いという考え方は，メディアからの影響を受けていることを，体育科保健領域での知識を
基に，食品のコマーシャルを例にあげ，保健の教科書と比較しながら，健康によいイメー
ジで作ってあり，魅力的な情報はたくさんあるが，注意しなければならない情報は少しし
か書いてないこと等，情報の批判的な見方や考え方を説明した．そのうえで，インターネ
ットの情報として友達に身長を伸ばすジュースの購入を誘われた時の対処法について考え
させた． 
６）第６時 「ぼく・わたしの体ってすごい」 
発育に対する態度は自尊感情や自己肯定感と関連することから，発育に対する指導にお
いてセルフエスティームの育成を関連づけることが有効であり 10），第６時では自分の体が
できることを見つめ直す時間を設けた．具体的には，まず，短所や不得意なことを努力に
よって望ましい方へ改めていくことも大事であるが，他人と比較するのではなく，自分が
できること，もっているものに注目することも大切であることを知らせた．次に保健学習
の１時で書いた「体が成長してできるようになったこと」を想起させたり，自分のよさを
実感できるように例を示したりしたのち，まず自分自身で，自分の体でできることを体の
部位ごとに考えさせた．また，グループワークにより，クラスメートからも良さを教えて
もらうことで，友達が受容してくれていることに気づいたり，称賛されることで新たな自
分を発見したりして，自己評価を高められるようにした． 加えて，スキャモンの発達曲線
を用い，様々な器官が異なる時期に発育するため，その時期に適した運動をすることが大
事であること，体を最も大切にできるのは自分自身であることから，成長しやすい生活習
慣を心がけ，人と比べすぎず，自分のよいところに目をやることの大切さを強調した． 
Ⅳ－２－３ 調査協力校の選定 
調査協力校の候補として，京都府 C 市の筆者の勤務校 A 校を介入校，同市内の同様の学
校規模で学校保健に理解がある校長が勤務する B 校を対照校の協力校の候補とした．勤務
校である介入校は直接，学校長に依頼し承諾を得た．また対照校には電話での承諾が得ら
れたのち学校に出向き，具体的な研究手続きを明記した依頼文を渡し，承諾書に記入して
もらった．第３章の調査研究の結果から，個人情報である二次性徴に関わる質問（初経・
精通の有無）を入れると同意が得られないことがわかっていたため，個人情報にあたる質
問紙を削除して依頼し同意を得られた．  
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Ⅳ－２－４ 協力校，研究デザイン 
京都府の２校の公立小学校４年生，介入群（A 校 61 人），対照群（B 校 77 人）を対象
に，準実験デザインにより，発育に関するプログラム（全６時間）を実施し，評価を行っ
た．具体的には，体育科保健領域の「育ちゆく体とわたし」の単元４時間と特別活動（学
級活動）２時間を実施し，調査を行った（図２）．調査は，2018 年１月～３月に実施し，
授業実施の１週間前に事前調査を，プログラムの１週間後に事後調査を，授業終了１か月
後に介入群のみ追跡調査を行った．ただし，対照群では，介入群のプログラムが終了する
まで，体育科保健領域の授業や発育に関する保健指導を行わず，事後調査後の２月中旬か
ら３月の上旬にかけて体育科保健領域の通常の授業を実施した． 
一方，保健指導は，学級活動において，年間計画を基に学級担任が，目指す学級像，児
童像の実現を図るために学級の実態や指導時期を考慮して意図的・計画的に行うため，他
の教科に比べて学校や学級担任の裁量が強いものである．そのため介入群とは別の小学校
である対照群に同じ内容の保健指導２時間を実施することは困難であった．プログラムは，
教職経験が 22 年であり，教科教育実践学専攻の現職大学院生である養護教諭１名と学級
担任２名により指導された． 
分析対象者は，保護者及び本人の同意が得られ，６時間の授業に出席した児童とし，人
数は，介入群：男子 27 人，女子 27 人，同様に同意が得られた対照群：男子 34 人，女子
39 人であった． 
 
 
 
 
 
 
 
図２ プログラムの実施及び評価の計画 
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Ⅳ－２－５ プログラムの評価 
１）効果評価 
(1) 発育に対する態度の尺度 
石井らが作成した「発育に対する態度の尺度」10)を用いた．本尺度は，「体型に関する否
定的な感情」「体型に関する肯定的な感情」「他者との比較」「体の変化に対する受け止め」
の四つの下位尺度，合計 18項目から構成されている．回答方法は，よくあてはまる（４点），
だいたいあてはまる（３点），あまりあてはまらない（２点），全然あてはまらない（１点）
の４件法で，逆転項目は得点を変換した後，合計得点を求めた．得点の範囲は18～72点で
あり，高いほど発育に対する態度がより肯定的であることを示す．したがって，「体型に関
する否定的な感情」では，得点が高いほど，否定的ではない傾向を，「他者との比較」では，
得点が高いほど，比較しない傾向を示す． 
(2) 小学生自尊感情尺度 
荒木らが作成した「小学生自尊感情尺度」35)を用いた．本尺度は，「自己肯定感」「自己
価値づけ」「幸福感」「責任感」の四つの下位尺度，合計 29 項目から構成されている．回答
方法は，「はい」「いいえ」の２件法であったものを，６年生 70 名を対象として予備調査を
行い，度数分布に偏りのないことを確認し，「よくあてはまる（４点）」，「だいたいあては
まる（３点）」，「あまりあてはまらない（２点）」，「ぜんぜんあてはまらない（１点）」の４
件法に変更した．また，逆転項目は得点を変換した後，合計得点を求めた．得点の範囲は
29～116 点であり，高いほど自尊感情のレベルが高いことを示す． 
２）プログラムのプロセス評価 
(1) プログラムの理解度 
介入群において，プログラム内容への理解度を調べるために，事後調査において，児童
は毎時の授業内容８項目について，４件法で評価した．具体的には１時間目の授業の場合，
「身長や体重は年齢とともに変化します．その変化は一人ひとり違いがあります．」につい
て「４．よくわかった」「３．だいたいわかった」「２．あまりわからなかった」「１．ぜん
ぜんわからなかった」とした． 
(2) 体の変化に対する気持ち 
介入群において，「体つきの変化」と「体の働きの変化」について，プログラム実施後ど
のように感じたのかを５件法で評価させた．具体的には「１．いやである」「２．少しいや
である」「３．何とも思わない」「４．少しうれしい」「５．うれしい」とした． 
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(3) 学習の振り返り 
介入群において，授業に対する受け止め方を調べるために，体育科保健領域の第１時と
第３時の授業後に，学習してわかったことや思ったことを，体つき，変化，個人差などキ
ーワードを２～３個使用しながら記述するよう指示した．加えて健康教育に重要な行動変
容・自己改善につなげていく「振り返る力」の評価するために，第４時，第５時，第６時
の授業後に，これからの生活にできそうなこと，していきたいことなどを記述するように
指示した． 
Ⅳ－２－６ 分析方法 
１）尺度の関連 
本研究では，発育に対する肯定的態度を形成することを通してセルフエスティームを育
成することも意図している．それが成立するには，発育に対する態度の尺度及び自尊感情
尺度の両尺度間に関連があることが前提となる．そのため，事前のデータにおける Pearson
の積率相関係数を求めた． 
２）プログラムの効果 
効果測定で用いた尺度の信頼性係数を算出した．次に，事前調査における各尺度の介入
群と対照群の間の同等性を確かめるため，対応のないｔ検定を行った．さらに，効果を調
べるために，発育に対する態度の尺度と自尊感情尺度及び下位尺度の得点について，群（介
入・対照）及び時期（事前・事後）を要因とする混合計画の二要因分散分析を行った．ま
た，児童に対する同様の評価研究から 36），事前調査の得点の合計によって結果が異なると
考えられたので，まず介入・対照両群の全体の事前の得点から中央値で低・高の２群に分
け，群（介入・対照）及び時期（事前・事後）を要因として，低群・高群ごとに同様に分
析した．このように，例えば低群について介入群と対照群を比べたのは，効果指標の変化
への平均回帰の影響を小さくするためである． 
教育効果の継続性の確認には，介入群の事前・事後・追跡調査の変化について，一要因
分散分析を行った．さらに継続性の性差を調べるために，性と時期を要因とする混合計画
の二要因分散分析を行った．自尊感情尺度についても同様に分析した．また，検定による
差の大きさを議論するため効果量を合わせて算出した．効果量の大きさの目安として，水
本ら 37)を参考に，t 検定では..10≦小＜.30，.30≦中＜.50，.50≦大,分散分析の効果の程度
を.01≦小＜.06，.06≦中＜.14，.14≦大とした． 
さらに，介入群の発育に対する態度の高低群別における自尊感情尺度の高低群の割合を
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算出した．加えて，発育に対する態度の得点の高低によって，自尊感情尺度の得点の変化
に違いがあるかどうかを，介入群と対照群毎に増加，増減なし，減少に分類し割合を算出
し，pearson のχ２検定を行った．  
３）プロセス評価 
体の変化に対する気持ちについては，事後調査において「いやである」または「少しい
やである」と回答したものを否定的，「何とも思わない」を中立的，「うれしい」「少し
うれしい」を肯定的とし，性別による割合の差を検討するためにχ２検定を行った．加えて
χ2 検定の結果が有意となった場合は，残差分析を行った ． 
「授業に対する受け止め」についての振り返りの記述の分類では，第１時と第３時の２
時間分の記述をまとめて整理した．分類は，「分かったこと」「安心感」「前向きな気持ち」
「認識の変容」「変化の見通し」「変化を肯定」などの 10 のカテゴリーに整理した． 
「ふり返る力」を評価するための評価規準については，高田 38）の「ふり返る力」の評価
規準を参考にし①「学習活動の感想」②「学習のねらいと自分の生活とを照らし合わせた
自己評価」③「自己評価せずこれからの生活への行動意欲」④「②に加えてこれからの生
活への行動意欲」⑤「④に加えて自分の健康課題の焦点化（行動目標）」⑥「⑤に加えてそ
の手立ての明確化（解決方法）」の六つに整理した．分類基準を（表３）に示した． 
記述の分類については，客観性を高めるために，筆者と小学校の元教諭が同時に分類し
た．同時に第三者である小学校の元指導教諭も，分類基準を示した後に分類を行い，不一
致の事項は協議して整合させ，その上で，記述の分布を調べた． 
統計解析は，SPSS Statistics 24 for Windows を使用し，有意水準は５％とした． 
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表３ 「振り返る力」の評価規準 
 
 
Ⅲ－２－７ 倫理的配慮 
本研究は，兵庫教育大学研究倫理委員会の承認（第 16 号，2017 年 10 月）を得て実施し
た．調査の前に，学校長の文書による承認を得た．さらに，調査の際には担任が児童に調
査の目的を口答及び文書で説明し同意を得た．また，調査への参加は自由であることにつ
いても口答及び文書で説明し，回答の拒否を意思表示するための回答欄を設けた．調査は，
無記名式で個別 ID をランダムに付し，回答終了後には児童自身が調査票をシールつき封
筒に入れて密封したうえで提出した．本調査では，学校長の文書による承認に加え，保護
者に本研究の目的や回答拒否可能であることを文書で説明したうえで同意を得た．  
 
 
 
評価規準 記述例 
 
① 学習活動の感想 
「楽しかった」「面白かった」「～できた」「～でき
なかった」「～がわかった」 
例）身長が〇㎝も伸びていることがわかった． 
 
② 
 
学習のねらいと自分の生活を 
照らし合わせた自己評価 
「自分は～だった」「～をしていなかった」 
「～できるようになった」 
例）○○はできているが，〇〇はできていない． 
③ 自己評価をせずに，これからの 
生活への行動意欲 
「これから～しよう」 
例）何でも食べようと思う． 
 
④ 
 
②に加えこれからの生活への 
行動意欲 
「～ができていないので，これから～しよう」 
例）背が低いことが気になることもあるけど，これからは
思わないようにしようかなと思いました． 
 
⑤ 
 
④に加えて，自分の健康課題の焦
点化（行動目標） 
「～ができていないから～しよう」 
例）大縄などいろんな運動をしていますが，これからは，
やったことのないスポーツにも取り組んでいきたいと思
いました 
 
⑥ 
 
④に加えて，その手立ての明確化 
（解決方法） 
「～だから～しよう．そのためには～しよう」 
例）友だちと比べることがあるので，今の自分の体をすき
になり友達と比べないようにしたい．自分のよさを見つ
けてそれに注目していきたい． 
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Ⅳ－３ 結果 
Ⅳ－３－１ 効果検証で用いた尺度の信頼性係数 
発育に対する態度の尺度の本対象における事前調査の Cronbach のα係数は，尺度全体
および下位尺度における群別（介入・対照）と男女別に算出し.65～.86 を示した．「体の変
化に対する受け止め」については.65 であったが，オリジナル尺度でも.66 であり，そのま
ま用いることとした． 
自尊感情尺度の本対象における事前調査の Cronbach のα係数は，尺度全体および下位
尺度の「自己肯定感」「自己価値づけ」における群別（介入・対照）別と男女別に求めた．
その結果，尺度全体および「自己肯定感」と「自己価値づけ」については.71～.81 であり，
許容範囲にあることが確認できた．しかし，「幸福感」と「責任感」においては，.32～.55
であり，内的整合性が認められなかったため分析から除外した． 
Ⅳ－３－２ 各尺度の関連  
発育に対する態度の尺度と自尊感情尺度の間には有意な正の中程度の相関 r＝.491（p
＜.001）が認められた．  
Ⅳ－３－３ プログラムの効果 
１）事前調査における両群の比較  
介入群と対照群の発育に対する態度の尺度，自尊感情尺度，及び各下位尺度の事前調査
における平均値を比較した結果，発育に対する態度の尺度の下位尺度「他者との比較」に
有意差が認められた（t＝1.38 df=120 ，p<.05）．しかしながら，重要な項目と考え，分析
からは除外しなかった．自尊感情尺度においては有意差がなく，そのまま分析を行った． 
２）プログラムの得点の変化 
(1) 発育に対する態度の尺度と下位尺度におけるプログラム前後の変化 
時期（事前・事後）と群（介入・対照）の二要因分散分析の結果，発育に対する態度の
尺度の全体では交互作用は認められなかったが，下位尺度の「体型に関する肯定的な感情」
において，時期と群の交互作用が認められ，効果量は小さかった（F（1，117）=5.65， p<.05，
η2＝.046）．同時に群の主効果も有意になり（F（1，117）=5.193，p<.001），介入群が
対照群よりも高かった．単純主効果検定の結果，介入群では事前より事後が有意に高かっ
た（F（1，117）=5.64，p<.05）．また，事後において，介入群が対照群よりも有意に高
かった（F（1，117）=8.60，p<.01）（表４）． 
 
  第４章 
82 
 
(2) 発育に対する態度の尺度と下位尺度における低高群別のプログラム前後の変化 
発育に対する態度の尺度及び下位尺度について低群と高群に分け，各群で時期（事前・
事後）と群（介入・対照）の二要因分散分析を行った結果，「体型に関する肯定的な感情」
の低群において，交互作用が認められ，効果量は中程度であった（F（1，44）＝4.70，p<.05，
η2＝.097）．また時期の主効果（F（1，44）＝13.80，p<.001），群の主効果（F（1，44）
＝5.81，p<.05）も認められ，事前よりも事後が，また対照群よりも介入群が有意に高くな
った．単純主効果検定の結果，介入群の低群において，事前より事後が有意に高かった（F
（1，46）=14.22，p<.001）．「体型に関する肯定的な感情」の高群においては，交互作
用が認められなかった（F(1，71)＝3.41，p=.069，η2＝.046）． 
(3) 発育に対する態度の尺度と下位尺度における介入群のプログラム前後及び追跡の変化 
介入群の発育に対する態度の尺度及び下位尺度別に，時期を要因とした一要因分散分析
を行った結果，尺度全体では時期の主効果はわずかに認められなかった（F（2，96）＝3.33，
p=.051，η2＝.065)．「体型に関する否定的な感情」と「体型に関する肯定的な感情」に
ついては，時期の主効果が認められたが（F（2，98）＝3.66，p<.05，η2＝.07)， （F（2，
100）＝3.89，p<.05，η2＝.072)，多重比較の結果，有意差は認められなかった（順に，事
前 VS 追跡，p=.057，事前 VS 追跡，p=.092）． 
さらに，介入群の発育に対する態度の尺度及び下位尺度別の性差については，時期（事
前・事後・追跡）と群（男子・女子）の二要因分散分析の結果，交互作用は全て有意では
なく，性差は認められなかった（表５）． 
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表４ 発育に対する態度の尺度及び下位尺度における事前・事後の平均値（SD）と分散分析結果 
 
  介入群   対照群  二要因分散分析 
   事前（Ａ） 事後（Ｂ）    事前（Ｃ） 事後（Ｄ）  交互作用（前後×群）  
 単純主効果 
    p値   
（全体n） 
（男子n，女子
n） 
平均 SD 平均 SD   
(全体n) 
（男子n，女子
n） 
平均 SD 平均 SD  Ｆ df p値 
η2 
発育に対する  
態度 
全体 (51) 50.8 9.8 52.0 10.2 
 
全体 (52) 48.7 10.5 48.9 11.1 
 
.89 (1,101) .345  
 
    
低群 (5,17) 41.8 6.8 43.2 7.7 
 
低群 (13,13) 40.1 5.7 40.2 7.3 
 
.59 (1,46) .445  
 
  
高群 (19,10) 57.7 5.0 58.8 5.6   高群 (11,15) 57.2 6.4 57.6 6.3   .29 (1,53) .590  
 
    
体型に関する 
否定的な感情 
全体 (53) 15.0 4.4 15.7 4.1 全体 (64) 14.6 4.6 15.1 4.6 .21 (1,115) .647  
 
  
低群 (5,14) 10.3 2.2 12.3 3.4 
 
低群 (12,15) 10.2 2.0 10.9 3.3 
 
2.66 (1,44) .110  
 
  
高群 (22,12) 17.6 2.8 17.6 3.2   高群 (17,20) 17.5 3.5 17.8 3.0 
  
.31 (1,70) .581  
 
  
体型に関する 
肯定的な感情 
全体 (53) 7.9 2.2 8.4 2.4 全体 (66) 7.3 2.6 7.1 2.5 5.65 (1,117) .019* .046 
 
Ａ ＜ Ｂ              
対照＜介入 
.05* 
.01** 
低群 (7,11) 5.3 1.1 6.6 1.7 
 
低群 (14,14) 4.9 1.2 5.2 1.7  4.70 (1,44) .036* .097 
 
事前＜事後 .001*** 
高群 (19,16) 9.2 1.3 9.3 2.1   高群 (18,20) 9.0 1.8 8.5 2.1 
  
3.41 (1,71) .069 .046 
 
    
他者との比較 
全体 (52) 15.4 3.7 15.3 4.0 全体 (64) 14.1 3.5 13.8 3.9 .21 (1,114) .646  
 
 
低群 (5,13) 11.1 2.6 12.2 4.6 
 
低群 (11,21) 11.4 2.3 11.4 3.3  .16 (1,48) .288  
 
  
高群 (20,14) 17.7 1.4 16.9 2.4   高群 (19,13) 17.2 1.8 16.3 2.9 
  
.00 (1,64) .973  
 
  
変化に対する   
受け止め 
全体 (53) 12.5 2.9 12.6 2.6 全体 (68) 12.4 2.6 12.6 2.7 .03 (1,118) .861  
 
    
低群 (9,14) 10.0 2.2 10.8 1.9 
 
低群 (11,20) 10.4 2.4 11.5 2.9  .10 (1,52) .758  
 
  
高群 (17,13) 14.5 1.3 14.0 2.3   高群 (20,17) 14.2 1.2 13.6 2.0   .03 (1,65) .862        
 SD：標準偏差 ， η２：効果量．  * p＜.05， ** p＜.01， *** p＜.001    
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表５ 介入群の発育に対する態度及び下位尺度における事前・事後・追跡調査の平均値（SD）と分散分析結果 
SD：標準偏差，η２：効果量.  * p＜.05 
１）時期（事前・事後・追跡）を要因とした一要因分散分析，下位尺度についても同様 
２）時期（事前・事後・追跡）と性（男女）を要因とした一要因分散分析，下位尺度についても同様 
   介入群 
 1)一要因分散分析：時期 
2)二要因分散分析の交互作用：時期×性 
  
多重比較 
 
全体(n) 
性別(n） 
事前 事後 追跡      
 平均 SD 平均 SD 平均 SD  F df ｐ値 η2   ｐ値 
発育に対する態度 
全体(49) 50.4 11.4 52.4 10.2 52.6 10.6 
 
3.33  (2,96) .051 .065 1)   
男子(24) 53.6 11.3 56.7 8.2 57.6 8.2 
 
1.89 (2,94) .157  2) 
 
1) 
  
女子(25) 47.3 10.8 48.2 10.5 47.8 10.5     
体型に関する否定
的な感情 
全体(50) 15.0 4.5 15.8 4.2 16.1 4.3 3.66  (2,98)   .029*  .070 事前VS追跡 .057 
男子(25) 16.1 3.3 17.1 3.3 17.5 3.3 
 
.14  (2,96) .871  
 
2) 
 
1) 
2) 
  
女子(25) 13.9 5.3 14.5 4.6 14.9 4.6     
体型に関する肯定
的な感情 
全体(51) 7.8 2.2 8.4 2.4 8.5 2.4 3.89 (2,100) .033* .072 事前VS追跡 .092 
男子(25) 8.3 2.0 8.4 2.1 8.9 2.2 
 
.10 (2,98) .860  
 
  
女子(26) 7.4 2.4 7.9 2.6 8.1 2.6     
他者との比較 
全体(51) 15.5 3.7 15.3 4.1 15.4 3.8 .22  (2,100)  .776   1)   
男子(25) 16.7 2.9 16.9 3.6 17.6 3.2 
 
2.68  (2,98)  .081 .052 2)   
女子(26) 14.4 4.1 13.7 3.7 13.4 3.3    
変化に対する 
受け止め 
全体(51) 12.7 2.8 12.7 2.7 12.5 2.7 .28 (2,100) .734  1)   
男子(25) 13.3 2.6 13.2 2.7 13.6 2.3 
 
1.61  (2,98)  .209   2)   
女子(26) 12.0 2.9 12.2 2.6 11.4 2.8      
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(4) 自尊感情尺度と下位尺度におけるプログラム前後の変化 
プログラムの効果の検討のため，時期（事前・事後）と群（介入・対照）の二要因分散
分析を行った結果，自尊感情尺度及び下位尺度では，時期と群の交互作用は有意ではなか
った（表６）． 
(5) 自尊感情尺度と下位尺度における低高群別のプログラム前後の変化 
自尊感情尺度及び下位尺度について，低群と高群に分け，各群で時期（事前・事後）と
群（介入・対照）の二要因分散分析を行った結果，交互作用は認められなかった（表６）． 
(6) 自尊感情尺度と下位尺度における介入群のプログラム前後及び追跡の変化 
介入群の自尊感情尺度及び下位尺度別に，時期を要因とした一要因分散分析を行った結
果，尺度全体では時期の主効果は認められなかった．「自己価値づけ」については，主効果
（F（2，100）＝4.23，p<.05）があり，多重比較の結果，事前と追跡の間で有意差（事前
VS 追跡，p<.05）が認められた（表６）． 
さらに性別による得点の変化については，時期（事前・事後・追跡）と群（男子・女子）
の二要因分散分析の結果，時期と群の交互作用は認められなかった（表７）． 
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表６ 自尊感情尺度及び下位尺度の群（低群・高群）における事前・事後の平均値（SD）と分散分析結果 
SD：標準偏差 
 
 
 
 
 
 介入群   対照群  二要因分散分析 
   事前 事後    事前 事後  交互作用（前後×群） 
  全体(n) 
（男子n，女子n） 
平均 SD 平均 SD   
全体(n) 
（男子n，女子n） 
平均 SD 平均 SD  F df ｐ値 
自尊感情 
全体 (52) 80.4 11.4 81.8 11.7   全体 (59) 77.6 11.1 78.0 11.7  5.02 (1,109) .480 
低群 (8,13) 69.4 6.6 71.7 7.4 
 
低群 (11,20)  69.4 6.2 70.8 12.1 
 .14 (1,50) .713 
高群 (19,12) 87.9 7.0 88.6 8.8   高群 (16,12) 86.8 7.5 85.9 10.0 
 
.80 (1,57) .376 
 
自己肯定感 
 
 
全体 (53) 22.8 5.8 22.9 6.1 全体 (65) 22.0 6.1 22.6 6.8 .32 (1,116) .573 
低群 (9,13) 17.1 3.1 18.2 4.3 
 
低群 (11,19) 16.7 3.1 17.8 5.3  .01 (1,50) .943 
高群 (18,13) 26.8 3.4 26.2 4.8   高群 (18,17) 26.6 3.9 26.6 5.2 
 
.31 (1,64) .582 
自己価値づけ 
全体 (52) 24.4 4.8 25.2 4.8 全体 (63) 22.9 4.9 23.4 5.7 .19 (1,116) .667 
低群 (7,9) 18.6 2.9 20.6 3.6 
 
低群 (13,17) 18.8 2.5 20.1 3.7  .62 (1,44) .435 
高群 (20,16) 26.9 2.8 27.2 3.9   高群 (16,17) 26.6 3.3 26.4 5.5  .21 (1,67) .648 
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表７ 介入群の自尊感情尺度及び下位尺度における事前・事後・追跡調査の平均値（SD）と分散分析結果 
SD：標準偏差 ，η２：効果量.  * p＜.05 
１）時期（事前・事後・追跡］を要因とした一要因分散分析，下位尺度についても同様 
２）時期（事前・事後・追跡）と性（男女）を要因とした一要因分散分析，下位尺度についても同様 
 
 
 
  介入群   
1)一要因分散分析：時期 
2)二要因分散分析の交互作用：時期×性 
  
多重比較 
全体（n）
性別（n） 
事前 事後 追跡      
平均 SD 平均 SD 平均 SD  F df ｐ値 η2  ｐ値 
自尊感情 
全体(51) 80.3 11.5 81.3 11.3 82.1 12.6  2.07 (2,100) .131  1)  
男子(26) 82.7 10.8 84.3 11.1 85.5 12.9 
 .76 (2,98) .473 
2) 
女子(25) 77.8 11.9 79.0 10.7 78.6 11.5  
自己肯定感 
全体(52) 22.7 5.9 22.7 5.9 23.4 6.3 1.88 (2,102) .158  1)  
男子(26) 23.8 6.1 24.3 6.4 24.6 7.0 
 .85 (2,100) .430 
2) 
女子(26) 21.6 5.5 21.0 4.9 22.4 5.4  
自己価値づけ 
全体(51) 24.3 4.9 25.0 4.8 25.7 5.6 
 
4.23 (2,100) .017* .078 1) 事前VS追跡 .036* 
男子(26) 25.1 4.8 25.9 4.4 26.8 4.8 
.29 (2,98) .748 
 
2) 
 
女子(25) 23.5 4.9 24.2 5.1 24.6 6.2 
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(7) 発育に対する態度の群別における自尊感情得点の変化 
介入群の発育に対する態度の低群における自尊感情低群の割合は 60.0%，発育に対する
態度の高群における自尊感情高群の割合は 75.9％であった．発育に対する態度の得点の低
群において，自尊感情尺度の得点（事後と事前の差）が増加したのは，低群の介入群 65.0％，
対照群 48.1％であった．同様に高群では，介入群 51.7％，対照群 46.2％であった（表８，
９）．次に，介入群の低群・高群，対照群の低群・高群毎に事後と事前の自尊感情得点の差
を増加，増減なし，減少に分類し Pearson のχ２検定をしたところ，発育に対する態度の
低群は，χ２=1.32 df=2 ｐ=.517，高群は，χ２=2.368 df=2 p=.306 であり，介入群と対照
群で得点の変化に有意な関係がみられなかった． 
 
 
 
 
３）介入群のプロセス評価 
(1) プログラムの理解度  
プロセス評価を行った介入群においては，プログラムの理解度８項目の割合について，
「よくわかった」と「だいたいわかった」を合わせた割合が，82.7％から 100％であった．
一番理解度が低かったのは，「広告の秘密を探ろう」に関する情報の影響についてであり，
17.3％（９人）は「あまりわからなかった」または「ぜんぜんわからなかった」と答えて
いた（表 10）．  
 
 
 
 
表９ 発育高群の得点の変化（事前・事後） 
     
  
増加 
ｎ 
%  
増減なし 
ｎ 
%  
減少 
ｎ 
%  
合計 
ｎ  
介入群 
15 4 10 29 
51.7% 13.8% 34.5%   
対照群 
12 1 13 26 
46.2% 3.8% 50.0%   
表８ 発育低群の得点の変化（事前・事後） 
     
  
増加 
ｎ 
% 
増減なし 
ｎ 
% 
減少 
ｎ 
%  
合計 
ｎ  
介入群 
13 1 6 20 
65.0% 5.0% 30.0%  
対照群 
13 2 12 27 
48.1% 7.4% 44.4%   
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表 10 プログラムの理解度（%） 
 
                                        全体（ｎ） 
                             男子（ｎ） 
                             女子（ｎ） 
よく 
わかった 
だいたい 
わかった 
あまり 
わからなかった 
ぜんぜん 
わからなかった 
 
 
 
 
体
育
科
保
健
領
域 
 
第１時 
身長や体重は年齢とともに変化しま
す．その変化には一人ひとり違いが
あります． 
全体(53) 73.6 26.4     
男子(27)    77.8  22.2    
女子(26)   69.2  30.8      
 
第２時 
思春期には，体つきが変化し，男女
の特徴があらわれてきます． 
全体(53) 67.9 26.4 5.7  
男子(27) 59.3  33.3  7.4   
女子(26) 76.9  19.2  3.8   
 
第３時 
思春期には，初経や精通などが起こ
ります．また，異性への関心も高ま
ります． 
全体(53) 54.7  43.4  1.9    
男子(27) 51.9  48.1    
女子(26) 57.7  38.5  3.8    
 
第４時 
よりよく育つためは，食事で多くの
種類の食品を食べることや，適度な
運動，十分な休養・睡眠が必要です． 
全体(54) 75.9  24.1      
男子(27) 81.5  18.5    
女子(27) 70.4  29.6      
 
 
 
 
特
別
活
動 
 
 
第５時 
わたしたちは，テレビ・インターネ
ット・雑誌などの情報の影響を受け
ています． 
全体(52) 40.4  42.3  9.6  7.7  
男子(27) 37.0  40.7  11.1  11.1 
女子(25) 44.0  44.0  8.0  4.0  
 
第５時 
広告などの情報を利用する時には，
情報に十分注意しながら，自分にと
ってよいものを選ぶことが大切で
す． 
全体(53) 66.0  28.3  3.8  1.9  
男子(27) 59.3  37.0  3.7   
女子(26) 73.1  19.2  3.8  3.8  
 
第６時 
自分の体ができること，自分が持っ
ているよさに注目することが大切で
す． 
全体(53) 64.2  28.3  7.5    
男子(27) 74.1  22.2  3.7  
女子(26) 53.8  34.6  11.5    
 
第６時 
自分の体の発育を支え，体を最も大
切にできるのは自分自身です． 
全体(53) 58.5  37.7  3.8    
男子(27) 70.4  25.9  3.7  
女子(26) 46.2  50.0  3.8    
  第 4 章 
90 
 
(2) 体の変化に対する気持ち 
「体つきの変化」に対する回答は，否定的 24.1％(男子３人，女子 10 人），中立的 57.4％
（男子 18 人，女子 13 人）,肯定的 18.5％(男子６人，女子４人）であった．χ２検定の結
果，性差は有意ではなかった． 
一方，「体の働きの変化」に対する回答は，否定的 24.1%(男子２人,女子 11 人），中
立的 61.1％（男子 23 人，女子 10 人），肯定的 14.8％(男子２人，女子６人）であった．
χ２検定の結果，性差は有意であった（χ２＝13.35,df=2,p＜.001）．残差分析の結果，男
子と比べて女子は，否定的な回答がより多く，中立的な回答がより少なかった（図３）． 
 
 
 
 (3)  学習の振り返り 
「授業に対する受け止め」の振り返りの記述を 10 個のカテゴリーに分類した（表 11）．
記述内容で多かったのは，「分かったこと」131 個（51.9%），「安心感」44 個（18.6%），
「前向きな気持ち」19 個（7.9%）等であった．肯定的な記述として，「安心感」，「前向き
な気持ち」，「認識の変容」，「変化の見通し」，「変化を肯定」があげられ，全体の 36.9％で
あった．反対に，否定的な記述としては，「心配な気持ち」や体の「変化を否定」するもの
が 2.0％あった．具体的には「ごつごつした体つきになりたくない」，「月経の話を聞いてち
ょっとだけ安心したけど，まだちょっと心配な気持ちもありました」など肯定的反応と否
定的反応の両方を含む複雑な気持ちも認められた． 
 「ふりかえる力」については，５つのカテゴリーに分類した(図４)．第４時については，
自分の生活をチェックし自己評価したにもかかわらず，①の感想の感想段階が 8 人いた．
自己評価し生活改善や行動変容につながる④～⑤の記述は 34 人（63.0%）いた．第５時に
ついては，①の感想段階が 19 人（37.3％），自己評価せずに生活改善について記述してい
7.4%
22.2%
85.2%
37.0%
7.4%
40.7%
男子
女子
図３ 体の働きの変化 性別における比較
肯定的 中立的 否定的
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る③の児童が一番多く 27 人(52.9％)を占めた．自己評価し生活改善や行動変容につながる
④の記述が５人(9.8％)であった．第６時については，①の感想段階が 12 人(22.6％)，自己
評価し生活改善や行動変容につながる④～⑤の記述が 23 人（43.4%）いた．  
 
表 11 第１時～３時の「授業に対する受け止め」の記述分類 
 
カテゴリー 例 件数 該当率 
 
わ か っ た こ と 
・身長や体重は人によって個人差があるというのがわかりました． 
・体重と身長は，どっちかが増えたら，もう一つも増えると知った． 
・いっぱい得意なことが増えてきたことがわかった． 
・男子はがっしりとした体つきに，女子は丸みのある体つきになることが
わかりました． 
 
 
131 
 
 
51.9% 
 
 
 
安 心 感 
・体つきの変化が起きるとはずかしいのかなと思ったけど，はずかしくな
いと知って安心しました． 
・あまり身長が伸びていないのでダメかなあと思っていたけど，個人差が
あるから大丈夫だと思って安心しました． 
・自分は成長が遅いので心配していたけど，この学習で大丈夫と思いまし
た． 
・身長が○○も伸びていてよかったです． 
・成長が少し遅いかなと思っていたけど，ちょうどよいと書いてあったの
でよかった． 
 
 
 
44 
 
 
 
18.6% 
 
前向きな気持ち 
・身長のことで悩んでいたり，困っていたりする人を見かけたら，今日の
学習を生かしてアドバイスしてあげたい． 
・体が大きくなるにつれてできることをもっと増やしていきたい． 
・大人の準備をがんばりたい． 
19 7.9% 
 
 
認 識 の 変 容 
・身長や体重を気にしていたけど，今日の学習で自信がすごくもてました． 
・小さくても他にもいいことがたくさんあると知りました． 
・一番背が高くてみんなと一緒がいいなあと思ったこともあるけど，この
授業で楽になりました． 
・伸びる時期や量が違うのであまり気にしないようにしようと思いまし
た． 
11 4.6% 
変化の見通し 
・いつ精通が起きても冷静に対応できます． 
・心の準備ができました． 6 2.5% 
 
 
変 化 を 肯 定 
・身長や体重が伸びたり増えたりするのが楽しみです． 
・大人になるのが楽しみになりました． 
・背が低いけど，１年生の頃から比べたら，ずいぶん伸びていることがわ
かってうれしかった． 
・月経などがはずかしいのではなく，うれしい感じがします． 
 
 
8 
 
 
3.3% 
変 化 を 否 定 ・がっしりしたごつごつした体つきをした人にはあまりなりたくない． 2 0.8% 
心配な気持ち 
・体つきの変化は心の準備ができていないので少し心配です． 
・月経がいつくるかわからないので心配です． 
・月経の話を聞いてちょっとだけ安心したけど，まだちょっと心配な気持
ちもありました． 
3 1.2% 
授業内容の評価 ・またこんな授業がしたいなと思います． 4 1.7% 
そ の 他 ・友達がいいアドバイスを書いていてすごいなと思いました． 11 4.6% 
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図４ 第４～６時の「ふり返る力」の記述の分類（人数） 
 
 
Ⅳ－４ 考察 
Ⅳ－４－１ 発育に対する態度の尺度の得点の変化からみたプログラムの効果 
介入群と対照群との全体の比較では「体型に関する肯定的な感情」について介入群に効果が
認められた．また，「体型に関する肯定的な感情」について介入群の低群に効果が認められ
た．このことから，本プログラムは，「体型に関する肯定的な感情」の向上に効果的である
こと，特に低い者には顕著であることが示された．その際，低群・高群別に介入群と対照
群を比べたことは本研究の特徴である．一般的に，繰り返し調査を行うと平均回帰するこ
とが知られている 39）．前後比較のデザインでは，低群の向上は平均回帰による向上が，高
群における向上の抑制には同様の低下が影響している可能性がある．したがって，本研究
では，低・高各群，介入群と対照群の間で比べ，教育効果の明確化を図った．それによっ
ても低群では効果が認められた． 
8
19
12
2
0
5
10
27
13
19
5
13
6
0
8
9
0
2
0
5
10
15
20
25
30
よりよく育つための生活 広告の秘密 ぼく・わたしの体
①感想
②ねらいに合わせた自己評価
③自己評価せず，これからの生活への行動意欲
④自己評価とこれからの生活への行動意欲
⑤自己評価と自分の健康課題の焦点化（行動目標）
⑥自己評価と手立ての明確化（解決方法）
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さらに効果の維持については，介入群において多重比較は有意でなかったものの，「体型
に関する否定的な感情」と「体型に関する肯定的な感情」について，指導 4 週間後の追跡
調査の平均値は，事前に比べると大きく，事後と比べても下回ることはなく，学習効果が
維持されていたことが示唆される．  
「体型に関する肯定的な感情」に効果があった理由について指導内容から考察する．授
業の第１時，第３時，第６時は，「体型に関する肯定的な感情」に影響を与える内容であっ
た．第１時では，身長や体重が増えてきたことを実感し，体の成長に伴いできることが増
えたことを喜び合った．また，一人ひとりの成長曲線や肥満度を示し，成長の様子に対し
て，一人ずつ肯定的なコメントを返した．例えば，「身長と体重のバランスがちょうどよい
です．このままバランスよく発育するといいですね」，「身長に比べて体重が少し重いので，
おうちの人と相談して毎月測定をしています．体重はできるだけこのまま維持し，身長が
伸びていくといいですね」などとコメントし，自分の成長の様子を正しく知る場を設けた． 
加えて，第２時と第３時については，今後現れる変化について，教師の体験を話したり，
有名人の写真を用いたりして成長に対して肯定的なイメージがもてるようにした．患者に
対する健康教育において，イラストや写真などを口頭の説明に加えることで，注目を集め
思い出しやすくする効果がある 40）とされており，児童においても有名人の写真は注目を
集めたと考えられる． 
最後に第６時では，自分の体ができること，よいところを体の部位ごとに自分で見つけ
たり，友達に教えてもらったりする活動を設け，体のすばらしさに気づくようにした．友
達から具体的に指摘されて体ができることに気づいたり，クラス全体で共有したりする活
動は，自分の体を肯定的に受け止めることに影響を与えたと考えられる． 
一方，「他者との比較」や「体の変化に対する受け止め」においては，効果が認められな
かった．効果がなかった理由について指導内容から考察する．「他者との比較」の指導につ
いては，６時間の授業の中で，何度も，発育の仕方には個人差があることや人と違うこと
は当然であることを繰り返して指導してきた．またその例として，有名人の写真を用い，
人のよさは体型では決まらないことについても指導した．第１時と第３時の学習の振り返
りの記述によれば「個人差があるから大丈夫」「あまり気にしないでおこうと思った」など
「他者との比較」に関する記述もみられ，認識を変化させることにつながったと考える． 
得点の変化を性別で比べると，男子においては，指導 4 週間後の追跡調査でも平均値の
上昇がみられたが，女子においては，平均値が低下しており，差の可能性が示唆された
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（p=.052）．女子は，男子に比べて体型について他者と比較する傾向が強いことが知られ
ている 10，41）．また，児童期中期以降は他者と自分を比べる社会的比較が多くなり 42）,自分
自身のことを他者と比較することを手がかりにして，自分を理解するようになる．高田 41）
の日常生活で経験する社会的比較について年齢段階比較を行った結果によると，「容姿・服
装」という外見比較は高校生，大学生段階で最も頻繁に行われ，比較対象は，小学生から
大学生段階で「友人」が一貫して多かった．児童期中期から思春期，青年期までの時期は，
社会的な比較をし，自分と他者の違いに気づくだけでなく，その違いを自己評価に反映さ
せている時期であり 43），他者との比較が必要以上に過度にならないよう，発達の段階に応
じた継続的な指導の必要性が示唆された．加えて，指導の効果を上げるためには，メディ
アからの影響の学習と併せながら，他者と比較しがちな，容姿や体型などの事例を取り上
げるなど指導内容の工夫が必要と考えられた． 
「体の変化に対する受け止め」に関しては，「体つきの変化」が第１時と第２時の内容と，
「体の働きの変化」が，第３時の内容と関連が強い．授業では，指導者が二次性徴を迎え
た時の気持ちや実体験を話したり，有名人の写真を用いたりしながら，大人になることの
よさを示した．体の発育の変化の中でも，第３時の初経・精通については印象的な内容で
あるとともに，特に女子においては否定的に捉えがちな変化の一つである．そのため，指
導前後・追跡調査で平均値が下がることが予想されたが，有意な変化はみられなかった． 
一方，学習の振り返りの記述の中で，体の変化に対する肯定的な記述，例えば，「成長が
楽しみ」「大人になるのが楽しみ」「安心した」「見通しがもてた」などが前向きな気持ちを
表す記述も多数みられたが，多くの下位尺度の得点に影響を与えるほどの指導効果はなか
ったと考えられる．  
Ⅳ－４－２ 自尊感情尺度の得点の変化からみたプログラムの効果 
介入群と対照群との事前・事後の比較では効果がみられなかった．セルフエスティーム
の向上に特化した近藤の 10 時間のプログラム 44）でも，幸福感のみ有意に上昇し，自己肯
定感は多少向上したのみに留まっている．本研究は，発育に対する態度に特化した内容で
あり，関連する自尊感情にまで影響を与えるほどの効果はなかったものと考えられる．介
入群の事前・事後・追跡調査の比較では，「自己価値づけ」において効果がみられたが，本
研究の事後調査から追跡調査の間に，介入群では二分の一成人式を実施しており，本プロ
グラムとの相乗効果の可能性もある．  
 
  第 4 章 
95 
 
Ⅳ－４－３ 介入群のプロセス評価からみたプログラムの効果 
１）自己評価における理解度 
本研究の自己評価におけるプログラムの理解度は，体育科保健領域の第１～第４時の内
容では，94.3%から 100%の児童が「よくわかった」と「だいたいわかった」の評価であっ
た，また特別活動の第５～６時では 82.7%から 96.2%が同様の評価であり，プログラムの
理解度は高かったと判断できる．しかし，特別活動の広告の分析に係る情報の影響につい
ては，他の内容に比べて理解が低く，プログラムの理解度は，82.7%に留まった． 
「広告の秘密を探ろう」の学習のねらいは，情報の批判的思考力と選択能力の育成であ
った．選択については，授業中のワークシートの記述の様子からみると正しい選択をした
児童が多く，理解できたと考えられた．しかし批判的思考力については，授業中の発言や
ワークシートの記述からみると必要性が理解できたかどうかは定かではない．イギリス，
カナダ，オーストラリアのメディア・リテラシー教育のカリキュラムは，批判的思考を小
学校高学年から指導している 45）.海外のプログラムを参考に，指導の時期や内容の検討が
今後必要である． 
２）体の変化に対する気持ち 
体の変化に対する気持ちについては，「体つきの変化」は男女の割合の差はみられなか
ったが，「体の働きの変化」については，有意な差がみられ，男子に比べて女子の方が否
定的に感じている割合が高かった．特に女子の初経については，授業の振り返りの記述の
中でも，素直な感情がみられた．例えば，学習して安心したけれど，実際に迎えるまでは
心配など，安心な気持ちと心配な気持ちが入り交ざった複雑な感情が表現された．高村 46）
の 11～60 歳の調査でも，｢肯定・否定の感情が混在している二律背反｣で月経を捉えてい
る者が 20～30％いたとしており，複雑な感情が伴うことが示唆された．「体の働きの変化」
をネガティブに受け止めがちな思春期は，実際に二次性徴を経験する中で，失敗したり，
上手く乗り越えたりすることで不安が解消されたり，肯定的に受け止められたりすること
もあると考えられるが，集団指導では補いきれない個別の不安や悩みについては，発達段
階に応じた個別の保健指導等の保健教育で補う必要がある． 
また二次性徴における体の変化を肯定的に受け止めるには，学校での指導だけでなく，
保護者の理解や協力も必要である．しかし堀川 47）によると，二次性徴の変化に対して，子
どものみならず，ネガティブな印象を持つ親が増加している現状があると指摘している．
加えて，子どもの痩身願望に保護者が影響している 11）ことも明らかになっている．今回の
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研究では，保護者宛に指導前から指導後にかけて保健だよりを４枚配布した．その効果は，
確認できていないが，学校だけでなく家庭においても，子どもの悩みに相談に乗ったり話
を聴いたりして不安を和らげるなど，二次性徴を肯定的に捉えられるような機会を作るこ
とが必要であり，保護者との連携が今後も重要である． 
 
Ⅳ－４ 本研究の限界 
本研究は公立小学校２校を介入群，対照群とし実施したものであるため，協力者数が少
なく，結果には協力校の特性が反映していると考えられ，結果の一般化には慎重であるべ
きである．また，身長，体重，二次性徴などは個人情報であるため情報入手が困難であり，
プログラムの効果との関連を十分に分析することができず課題が残った． 
 
Ⅳ－５ 結論 
小学校４年生を協力者として，発育に対する肯定的態度を育てるためのプログラムの教
育効果の検証を目的とし，発育に対する態度の尺度，自尊感情尺度を用いて教育効果の検
討を行った．その結果，介入群と対照群との比較において「体型に関する肯定的な感情」
について効果が認められた．また，事前において「体型に関する肯定的な感情」が低い児
童において効果的であると示唆された．  
 
附記 
本研究は JSPS 科研費（ 奨励研究，課題番号：18H00147）の助成を受けて行われたも
のである． 
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Ⅴ－１ 本研究の成果  
本研究の目的は，児童の精神的な健康を維持するためにセルフエスティームの領域に注
目し，保健教育で実践できるセルフエスティーム育成プログラムの開発とその効果を検証
し，小学校高学年で活用可能なセルフエスティーム育成の内容と方法を提案することを目
的として実施した． 
第２章では，セルフエスティームの低下が大きいとされている小学校高学年を対象に，担
任がセルフエスティーム育成のためによく行う「自分のよさを知る」活動を取り入れた４時
間のプログラムを作成し，自尊感情尺度，社会的スキル尺度の効果及びプロセス評価で検証
した．その結果，事前の自尊感情が低い児童の自尊感情得点が有意に上昇した．また同様に
下位尺度の自己価値づけや幸福感についても得点が有意に上昇し，とりわけ自尊感情が低
い児童に効果的であることが示唆された．しかし，効果は顕著とは言えず 4 時間程度のプ
ログラムでは，セルフエスティームを大きく向上させることは難しいと考えられ，道徳や特
別活動の学級活動など様々な教科，領域で指導することの必要性が示唆された． 
一方，よいところの記述内容については，調査を重ねるごとに内容が半数程度入れ替わり，
自分のよさは簡単に揺らいでしまうこと，そして定着しにくいことが明らかになった．また，
よいところを３回記述させたが，ともに行動面の記述が多く，よいところの視点が行動中心
となることが示された．よいところの視点は，行動以外に，能力，性格，努力，社会性など
があげられるが，行動面に偏りすぎると「よいところみつけ」としては不十分である．伊藤
1 ）は，自尊感情をもたらす物事を自尊源とし，大学生の自尊源を 17 項目に整理している．
具体的には，対人関係（家族や友人とのつながり・社会的な評価，他者からの受容，対人調
和スキル，意思表出スキル），個人特長（まじめさ・やさしさ・外見・知性・運動能力・芸
術的感性），生き方（打ち込む活動・将来の目標・成長への努力・過去の頑張り）である．
中でも生き方に関わる「目標に向けて頑張っていること」，「成長へと努力していること」な
どは，自分らしさの大事な視点である．行動面のよさだけでなく多角的な視点で，よさをみ
つけられるよう意識させることが指導の上で重要であると考えられた．例えば，教室内によ
いところの視点は様々あることを常に意識できるよう，よさの視点を掲示したり，児童自身
ではみつけにくい努力や頑張りを教師が認め，個別や全体の場で伝えたりすることがあげ
られる． 
加えて，よいところとして記述した個数と事後調査の自尊感情尺度，社会的スキル尺度と
の相関係数を調べたが，有意な相関はみられず，自尊感情尺度や社会的スキル尺度の得点が
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高くなると，よいところがたくさん記述できるわけではないことが明らかになった．しかし，
セルフエスティームが低い児童ほど「はずかしい」「よいところはない」「自分に自信がない
から，自分が思っていることは書きにくい」の否定的な気持ちが強い傾向にあり，自分のよ
いところを記述する時には，より前向きな気持ちになれるように，個別の支援が必要である
と考えられた．個別の支援の仕方のとしては，よいところの具体例を示したり，リフレーミ
ングの考え方を示し，短所は見方を変えるとどんなよさになったか想起させたり，「誰にも
見せないから正直に書いたらよい」のような声をかけたりする等の手立てが考えられる．以
上のことから，自分のよいところを重要な他者から教えてもらう活動は意義があり，身体の
セルフエスティーム育成にも活用できると考えられた． 
第３章では，セルフエスティームの領域の中でも，身体の領域，発育していく自分の身体
に対するセルフエスティームに注目した．目的としては，まず小学校における保健学習や保
健指導の発育の指導の効果を調べるための発育に対する態度の尺度を開発し，信頼性と妥
当性を検討した．次に，評価尺度の学年や性による分布を明らかにして，指導内容等の情報
を得ることとした．尺度を構成する項目の作成では，CiNii 及び医学中央雑誌において，1985
年から 2015 年 12 月に国内で発表された論文について，検索のキーワードを，「身体満足」，
「体型不満」，「身体発育」，「性的成熟」等とし 750 編の論文を拾い上げた．その中から
１次スクリーニングでタイトルと抄録を精査し 30 編に，２次スクリーニングで本文と項目
を精査し 20 編が採択された．この中から尺度の構成内容を「身体満足」「性的成熟」「性
受容」に絞った．しかし「性受容」については，性的マイノリティへの配慮が必要であり，
構成内容から除外し最終的に残った 10 編の論文の中から 50 項目を取り上げた．これに，
保健学習における授業の感想から得た２質問，及び養護教諭と高学年女子児童らとの発育
に関する会話から得られた１質問を加え，53 項目の候補を作成し，その中から，小学生が
答えやすい表現のものを整理し最終的に尺度の候補の項目として 20 項目を選定した．その
結果，「体型に関する否定的な感情」，「体型に関する肯定的な感情」，「他者との比較」，
「体の変化に対する受け止め」の４因子 18 項目からなる小学生の発育に対する態度を開発
し，概ね信頼性と妥当性を確認することができた． 
これらの四つの下位尺度は，４年生の保健領域「育ちゆく体とわたし」の指導内容と概ね
対応している．具体的には，小学校学習指導要領 2）の，「育ちゆく体とわたし」の指導内容
の「ア 体は年齢に伴って変化すること．また，体の発育・発達には，個人差があること」
「イ 体は，思春期になると次第に大人の体に近づき，体つきが変わったり，初経，精通な
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どが起こったりすること．また，異性への関心が芽生えること」は，第Ⅲ因子や第Ⅳ因子の
項目と対応していると考えられる．また，内容の取り扱いにある「自分と他人では発育・発
達などに違いがあることに気付き，それらを肯定的に受け止めることが大切であることに
ついて触れるものとする」には，第Ⅰ～Ⅳ因子が対応すると考えられる．以上から，本尺度
は，保健学習の指導内容に概ね対応して，発育に対する態度を測定できるものと判断でき，
発育に関する指導において発育を肯定的に受け止められたかどうかを評価することが可能
になった． 
発育に対する態度の尺度の開発から得た情報から，発育に関する指導の際の留意点とし
て三つあげる．まず，尺度の因子間相関の結果から「他者との比較」が過度にならないよう
な工夫が必要であることである．「他者との比較」は，「体型に関する否定的な感情」とは正
の相関に，「体型に関する肯定的な感情」とは負の相関にあり，発育の個人差が大きい思春
期に，他者と成長や体格を比較することが強まると，自分の体型を否定する傾向が強まり，
肯定する傾向が弱まることを暗示している．思春期では，他者の発育に関心が高まることは
避けられないが，他者との比較が過度にならないよう，個人差や個性等の理解などの工夫が
必要であると考えられた． 
次に，発育に対する態度の得点の性差や学年差から，発育・発達段階に応じた継続的な保
健指導の必要性についてである．発育に対する態度の尺度全体，及びすべての下位尺度にお
いて女子の方が男子よりも平均値が有意に低かった．また，学年については，男女ともに「体
の変化に対する受け止め」，加えて女子では，「他者との比較」以外の下位尺度において，高
学年では平均値が有意に低くなった．小学校の教科における発育に関する指導は４年生で
あるが，多くの児童に二次性徴が認められ自分の体の変化について肯定的に受け止められ
ない傾向が強まる６年生に向けて，保健学習に加えて，継続的な保健指導を行う必要がある． 
最後に，発育に関する指導において，セルフエスティームの育成を関連づけることである．
自尊感情が高ければ，発育に対する態度がより肯定的であり，体型に関する肯定的な感情が
より強く否定的な感情はより弱い．また他者との比較が弱く，体の変化に対する受け止めが
より肯定的である．加えて，自尊感情尺度の下位尺度の中でも自己肯定感が高ければ，発育
に対する態度もより肯定的であり，発育に対する態度を高めることと同時に自己肯定感も
高めることが有効であることが示唆された． 
第４章では，第３章で開発された尺度を用いて，小学校４年生に対して保健学習 4 時間
及び保健指導 2 時間の計６時間のプログラムを作成し，準実験デザインで介入研究を行っ
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た．評価は，発育に対する態度，自尊感情尺度の効果及びプロセス評価で検証した．その結
果，介入群において「体型に関する肯定的な感情」について効果が認められた．また，事前
において「体型に関する肯定的な感情」が低い児童において効果的であると示唆された．さ
らに効果の維持については，介入群において多重比較は有意でなかったものの，「体型に関
する否定的な感情」と「体型に関する肯定的な感情」について，指導１か月後の追跡調査の
平均値は，事前に比べると高く，事後と比べても下回ることはなく，学習効果が維持されて
いたことが示唆された．学習の振り返りの記述では，体の変化に対する肯定的な記述が多数
みられたが，発育に対する態度の多くの下位尺度において影響を与えるほどの指導効果は
なかったと考えられた．自尊感情尺度については，介入群の「自己価値づけ」において効果
がみられたが，介入群では二分の一成人式を実施しており，本プログラムとの相乗効果の可
能性も考えられた． 
プログラムの内容では，1 時に自分の体型を客観的に把握するために，成長曲線や肥満度
を示したり，自分の成長を知るために，体の成長に伴いできるようになったことを考えさせ
たりする活動を行わせた．また，3 時では有名人の写真を使って大人に成長することのよさ
を説明したり，6 時では，自分の体ができることを自分で考えたり，友達に教えてもらう活
動も行わせた．これらの活動は「体型に関する肯定的な感情」に影響したものと考えられる．
また，自己評価におけるプログラムの理解度は，体育科保健領域の第１～第４時の内容では，
9 割以上の児童が「よくわかった」と「だいたいわかった」の高い評価であり，特別活動の
第５～６時においても 8 割以上が同様の評価であり，プログラムの理解度は高かったと判
断できる．しかし，体の働きの変化に対する気持ちについては，男子に比べて女子が否定的
に感じている割合が高く，集団指導では補いきれない個別の不安や悩みについては，発達段
階に応じた個別の保健指導等の保健教育で補う必要があると考えられた． 
 以上から，小学校高学年のセルフエスティーム育成の内容と方法についてのポイントを
述べる．まず，思春期は他者と比較することが強まる時期であることに配慮する必要がある．
特に能力，性格，身体的特徴などは他者と比較しやすく，長所あるいは短所として捉えやす
い．しかし，他者との比較が過度にならないためには，自分の体ができること，自分らしさ
など自分の価値を肯定できる部分にも注目できるような指導内容に工夫することが大切で
ある.また評価については，尺度の得点の変化だけで効果を評価するのは不十分であり，プ
ロセス評価も行うことで，プログラムの問題点，尺度では測定できない介入における協力者
の心理的な変化等を明らかすることが必要と考えられた． 
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Ⅴ－２ 本研究の課題 
Ⅴ－２－１ 効果の評価における課題 
第２章では，「自分のよさを知ろう」のプログラムを行った．しかし，効果は顕著ではな
く課題として指導時間の拡大があげられる．有効性を高めるためには，プログラムの指導時
間を特別活動の４時間に限るだけでは不十分であり，総合的な学習の時間や道徳などと関
連をさせて，ある程度以上の時間を確保する必要がある．その場合，相互の学習内容や活動
をどのように関連づけることが有効であるか検討する必要がある． 
 第３章では，発育に対する態度の尺度を開発したが，信頼性については，内的整合性の確
認ができたが，「安定性」については検討していないため信頼性の精度に課題が残った．妥
当性についても，基準関連妥当性の検討として構成概念が類似の尺度を用いたが，身体セル
フエスティーム尺度は２項目が重複していたため精度の高い信頼性や妥当性の検討に至ら
なかった．  
第４章では，小学校体育科保健領域と保健指導の介入研究では，第３章で開発した発育に
対する態度の尺度を用いて発育に対する態度の変化を検証した．介入群と対照群の比較で
は「体型に関する肯定的な感情」にのみ効果がみられ，尺度全体や下位尺度の「体型に関す
る否定的な感情」「他者との比較」「体の変化に対する受け止め」には効果がみられなかった． 
本研究では，倫理上の配慮から，二次性徴の発現について調べておらず，二次性徴の発現
の有無によりプログラムの教育効果が異なるのかは分析できなかった．４年生の発育の様
子をみると，二次性徴を経験していない児童が多数認められる．二次性徴の経験の有無によ
って受け止め方は異なると予想され，二次性徴の発現の違いによる影響を検討する意義は
大きい．二次性徴の発現の有無について，教育現場での調査が可能あれば，指導の効果がよ
り明確になると考えられる． 
Ⅴ－２－２ プロセス評価における課題 
本研究では，先行研究の課題としてあがっていた，プロセス評価についても行った．特に
ワークシートの記述は一人ひとりの授業に対する態度，考えたことなどを判断できるもの
と考え，よいところの数（量）や内容（質）（第２章），授業に対する感想（第２章・４章）
や振り返り（第４章）などを分析した．また，事後調査では「よいところを記述する時の気
持ち」「リフレーミングの効果」（第２章）「自己評価における理解度」（第４章）を調べた．
しかし，第４章の介入研究では，授業に対する受け止め方についてプロセス評価と効果評価
が連動していなかった．振り返りに関する記述から連動していなかった原因が明らかにな
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るのではと考えられたが，分類からは連動していなかった理由が明らかにできなかった．児
童の小さな変化が測定できるプロセス評価の項目に工夫が必要であると考えられた． 
Ⅴ－２－３ プログラム内容における課題 
第２章で行ったリフレーミングは，見方を変えるための言葉がみつからず，リフレーミン
グの例を参考にそのまま書いている児童が非常に多かった．小学校では個人によって言語
理解のレベルに差があるため，日常での活用は個人差が大きいと示唆された． 
第４章では，保健学習と保健指導を組み合わせたプログラムを実施した．小学校学習指導
要領解説体育編 2) では，肯定的に受け止められることが大切であることに気づかせるよう
配慮すると示されている．しかし，４時間の指導時間でどの程度肯定的に受け止めさせるこ
とができるのか，推測は難しい． 
米国やオーストラリアなどでは，小学生から高校生を対象にしたボディ・イメージに関連
するプログラムが開発され指導が進んでいる．例えば，McCabe ら 3）が行った８～10 才の
652 人を対象とした「Healthy me」のプログラム は，１カ月の間に 60 分の授業を４回と，
３か月後に要約の授業を１回行っているが，介入後の body esteem に効果はみられなかっ
た．また，Bird ら 4)の 10～11 才の 88 人を対象にした「Happy Being Me」のプログラムの
介入研究では， 60 分の授業を３回行っている．その結果，女子の体の満足度は維持された
が，３か月後の追跡調査では維持されなかった．これらの指導は，ボディ・イメージや自尊
心に特化したプログラムであり，映像を使用したり，ブレインストーミング，ディスカッシ
ョン，ロールプレイなどの手法を用いたりしてスキルの養成を図っている．しかし，特化し
たプログラムであっても有意な改善や維持は容易ではないと判断された． 
先行研究でも数時間の短期集中型の指導で態度を変化させることは難しいことから，指
導の継続の必要性が示唆された．したがって，本研究において効果を高めるためにはプログ
ラムの改訂と，発達段階に応じた継続的指導について検討が必要である．しかしながら，体
育科保健領域での指導時間，指導すべき内容は決められている．そのため工夫の余地が小さ
いかもしれない．一方，特別活動（学級活動）における保健指導では，課題に応じて柔軟な
内容を構成できる．例えば，海外のボディ・イメージに関連する先行研究では，指導内容と
して，ボディ・イメージの改善だけでなくメディア・リテラシーに関連する内容や健康的な
食事や運動を含んでいる 3）．また，国内の先行研究 5）でも高校生を対象にやせ願望を引き
起こす社会文化的要因への気づきを促す目的で，メディア・リテラシーによる介入を行い，
効果が得られたことを報告している．発育に焦点化した日本の指導内容から，発育に影響す
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る生活行動要因を含むプログラムに拡大することを今後検討していく必要がある． 
 加えて，ダイエット行動に及ぼす影響として他者からの圧力に関する指導の必要性も考
えられる．田代ら 6） は，小学生から大学生までの女子児童，生徒，学生を対象に，他者か
らの圧力およびメディアなどの心理社会的要因がダイエット行動に及ぼす影響の発達的変
化を検討した．その結果，①母親からの圧力について，自己評価の信念およびやせ願望への
影響は小学生から高校生まではみられたが，大学生ではみられなかったこと，②女友達から
の圧力について，短時間で体重を減らす非構造的ダイエット行動への影響は中学生までは
みられなかったが，高校生，大学生において認められたこと，③メディアについては，ゆっ
くりと体重を減らす構造的ダイエットおよび短時間で体重を減らす非構造的ダイエットへ
の影響は，小学生ではみられなかったが，中学生から認められ，大学生にかけて強くなるこ
とが報告されている．この結果から美根ら 7）はダイエット行動について発達年齢ごとに焦
点を当てるべきリスク要因が異なることを考慮する必要があるとし，小学生から高校生な
どの児童生徒を対象に予防的介入を行う場合には，母親などの家族との関わりを考慮に入
れた介入を提案している．母親からの圧力，友人からの圧力については，本研究ではプログ
ラムの指導内容には入れていないため，今後検討する必要がある． 
 
Ⅴ－３ セルフエスティーム育成に係る教職員の連携 
養護教諭は「心身の健康に関する知識・技能」「自己有用感・自己肯定感（自尊感情）」「自
ら意思決定・行動選択する力」「他者と関わる力」を児童生徒に育成するために，他の教職
員や学校医等の専門スタッフと連携し，学校において様々な取組を行うとともに，家庭や地
域における取組を促すことが求められている 8）．本研究では，二つの介入研究を著者である
養護教諭が指導者として実施した．その結果から教職員との連携の仕方について考察する． 
 第２章では，プログラムの活動の中では，自分でよいところをみつけたり，友達の力を借
りてよいところを認めてもらったりした後によいところを３回記述させているが，よいと
ころは，行動面に偏りがちであった．よいところの中でも，努力している点については，指
導時に記述できても中間調査や，事後調査になると観察の視点が縮小し，内容も変化しやす
かった．伊藤 9）は，大学生の調査から，可視化されやすい外見，成績で示されることの多い
知性，走る速さや絵の上手さなどで示される運動能力や芸術的感性は，どれも具体的に外的
成果としてその良し悪しが査定されやすく，日々の生活上での社会的比較の対象となる機
会が多い領域であると指摘している．実際に高学年の児童にとっても，行動面のよいところ
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はみつけやすかったようである． 
また伊藤 9）は，自尊感情を支える源を，外的な評価や能力で左右される不安定な自尊源
から，本人の内的な感覚や価値観から得られる自尊源へと比重を変えていくことで，自尊感
情のクオリティ自体が不安定なもの（優越感）からより安定した（本来感）へ変わっていく
かもしれないとし，具体的な自尊源に注目する介入法を示している．具体的には，第２章の
研究では，よいところの視点が縮小してしまったが，目標に向かって自分なりに努力した過
程や，工夫したりしている部分がそれにあたると考えられる．学級の児童が何にこだわって
目標を立てたり，取り組んだりしているのか，その努力の過程を観察できるのは担任である．
加えてセルフエスティームの低い児童への指導の工夫や，配慮，また友達のよいところがな
かなかみつけられない児童の支援も，保健室から見た児童の一部分しか把握できない養護
教諭よりも，担任の方が的確にアドバイスが可能であり，小野寺ら 10）が指摘する日常の児
童の相互作用にも介入できる． 
加えて，よいところをみつける活動は，安心できる場所，安心できる相手でないと自己を
開示することができない．つまり温かい人間関係が築けている学級風土であることが前提
になる．児童同士が自分の考えや思いなどを本音で語り合える支持的風土づくり，個々を大
切にする学級経営の充実が基盤となることから，学級担任の指導が適していると考えられ
る． 
それに対して第４章の発育に対する指導は，４年生の保健領域との関連もあり，養護教諭
も指導に入りやすい．また発育に対する態度は自尊感情とも関連しており，セルフエスティ
ーム育成から発展させることが可能である．坂田 11）の研究によれば，４年生ではセルフエ
スティーム育成自体が難しい．しかし発育に関する内容は，二次性徴を迎えた４年生の児童
にとって具体的であり，保健学習のニーズもある．これらのことから，養護教諭が関わって
指導するには最適な内容であると考えられる．セルフエスティームの部分は担任が，発育に
関わる部分は養護教諭と，指導効果がより高まるように役割分担しながら連携し指導する
ことが必要である． 
また，今後プログラムの内容を発育に影響する生活行動要因を含むプログラムに拡大す
ることを考えると，食に関する指導の中心を担う栄養教諭との連携も必要となってくる． 
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Ⅴ－４ 小学校の保健教育におけるセルフエスティームの育成 
第２章・第４章の介入研究は，共に同じ自尊感情尺度を用いた．しかしながら，短時間の
指導ではセルフエスティームを向上させることは容易でないことが明らかであった．健常
者の身体不満足感に関する研究を行なった安保 12）によれば，身体不満足感などの否定的な
評価にも，食生活や運動に気を配るなどの肯定的な側面があることを指摘し，外見に関する
否定的な評価そのものを変容させるのではなく，このような評価に随伴して生じ得る否定
的な感情を緩和し，生活の質が損なわれないよう援助することや，自己の身体の不完全さを
感じながらも，身体や人生の多様な側面について多くの気づきを得ることを促すような介
入の発展が必要であると報告している．本研究であれば，多様な側面について気づかせる活
動として，第２章の「よいところみつけ」や第４章の「ぼく・わたしのからだってすごい」
のように，自分の体ができることを探す活動が多様な側面について気づかせる活動であろ
う．同様に，発育に対する態度においても，否定的な評価にも食生活や運動など生活面の肯
定的な変化があるのではないかと考える．例えば，身長を伸ばすために，たんぱく質をしっ
かりとるようにしたり，バランスよく何でも食べるように気をつけたり，適度な運動をして
成長ホルモンの分泌を促したり，規則正しい生活をしようと心がけることなどがあげられ
る． 
本研究の結果から，セルフエスティームを育てる際に，否定的な感情を弱めたり，なくす
べきものとして捉えるのではなく，自分の体に対する否定的な感情を緩和し，生活の質を損
なわないように援助することが，保健教育の指導の目標になるのではないかと考える．その
ためには，セルフエスティームが高い低いではなく，セルフエスティームの低下を促す背景
要因や，セルフエスティームを支える領域（自尊源）にアプローチすること，他者との比較
が過度にならないような指導が必要であり，学年をまたぐカリキュラムとして，継続して指
導できるプログラム内容に改良していくことが望ましいと示唆された． 
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Ⅴ－５ 本研究の限界 
教師の働き方改革が叫ばれる昨今，学校現場は，余裕のない教育活動の中で，いじめ調
査をはじめ様々な調査や出前授業などの実施に追われている．学校側にとって研究のため
の調査の参加は，本来の職務外のものである．本研究の調査協力校には，1 か月程度で分析
を行い，簡単な分析結果を報告書という形でフィードバックを行ったが，児童の指導に還元
されたかどうかは不明であり学校側にとっては調査に参加するメリットがあったのかどう
かわからない．そんな中，本研究では４校に調査協力をいただいた．調査の承諾を得るため
には，時間確保，学級担任や児童への負担，保護者への協力依頼等，調査実施の制約があり，
協力校，協力者数の増大が困難であった．また，身長，体重，二次性徴などは個人情報であ
り，情報入手が格段に困難になった．児童生徒の発達にとって重要なテーマであっても，テ
ーマや調査項目から受ける印象によって調査協力を拒否されてしまうことが懸念される．
学校現場や児童にとってメリットとなる情報や指導内容を提供し，調査協力数を増やした
り個人情報に関わる項目を調査できるような依頼方法を見出していく必要がある． 
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石井有美子，西岡伸紀：発育に関する肯定的態度の育成を目指す小学校 4 年生を対象とし
た指導の評価．学校保健研究 61：73-86，2019 
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第 2章 調査用紙 
 
 
自分について考える調査のお願
ねが
い 
 
 
 
この調査は、自分について考えるものです。テストではありません。 
学校の成績
せいせき
とは全
まった
く関係がないので、次のページからの質問に、自分の気持 
ちにあてはまるところに、まわりの人と相談
そうだん
しないで○をつけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
調査責任者 
    兵庫教育大学大学院学校教育研究科教授      西岡 伸紀 
    兵庫教育大学大学院学校教育研究科修士課程２年  石井 有美子 
実 施 日 平成 26年  月  日 
学年・組・番 ５年   組    番  
性 別 男  ・  女 
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自分の気持ちにあてはまるところに○をつけてください 
No 〈記入例〉 
冬よりも秋がすきです。 
よく 
あてはまる 
４ 
だいたい 
あてはまる 
３ 
あまり 
あてはまらない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまらない 
１ 
１ 
何かしようとする時、むずかしそうだと、ほかの人に手伝って
もらいたくなります。 
４ ３ ２ １ 
２ 決められたことは、きちんとやるほうです。 ４ ３ ２ １ 
３ 
友だちが悪いことをしているのを見ると、止めようと思いま
す。 
４ ３ ２ １ 
４ 
自分でしなければならないことでも、親や先生から言われない
としないほうです。 
４ ３ ２ １ 
５ ほかの人を、とてもうらやましく思います。 ４ ３ ２ １ 
６ 正しいと思うことは、反対されてもやり通したいと思います。 ４ ３ ２ １ 
７ 自分をたよりないと思うことがあります。 ４ ３ ２ １ 
８ 
ほかの人から尊敬されるような人間になれるだろうと思いま
す。 
４ ３ ２ １ 
９ 今の自分が幸せなほうだと思います。 ４ ３ ２ １ 
10 
もし生まれ変わることができたら、今度は別の人になりたいと
思います。 
４ ３ ２ １ 
11 自分に自信をもっています。 ４ ３ ２ １ 
12 
ほかの人とくらべて、いろいろな点ですぐれていると思いま
す。 
４ ３ ２ １ 
13 
ほかの人からどんなふうにうわさをされているか、気になるほ
うです。 
４ ３ ２ １ 
14 友だちは、わたしの考えをよく取り上げてくれます。 ４ ３ ２ １ 
15 ときどき、自分自身がいやになることがあります。 ４ ３ ２ １ 
16 だれとでもなかよくしていけるほうです。 ４ ３ ２ １ 
17 今の自分にだいたい満足しています。 ４ ３ ２ １ 
18 
友だちは、わたしのためになることをしてくれることが多いと
思います。 
４ ３ ２ １ 
19 
何ごとも、ほかの人にしてもらうより、自分でやりたいほうで
す。 
４ ３ ２ １ 
20 
へま（失敗と同じ意味）や失敗をやって、笑われることが多い
です。 
４ ３ ２ １ 
21 
ほかの人よりおとっている（できないことが多い）と感じるこ
とがよくあります。 
４ ３ ２ １ 
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No 
 
〈記入例〉 
冬よりも秋がすきです。 
よく 
あてはまる 
４ 
だいたい 
あてはまる 
３ 
あまり 
あてはまらない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまらない 
１ 
22 ほかの人と同じくらいに、ものごとができると思います。 ４ ３ ２ １ 
23 
何かしようとする時、ほかの人が反対するのではないかと心配
になることがあります。 
４ ３ ２ １ 
24 ほかの人から、うらやましがられることがよくあります。 ４ ３ ２ １ 
25 自分の意見や考えを通すほうです。 ４ ３ ２ １ 
26 どんな不幸があっても、くじけないだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 
27 わたしには、あまり自慢できるところがありません。 ４ ３ ２ １ 
28 ほかの人から悪く言われることがおそろしいです。 ４ ３ ２ １ 
29 わたしには、たくさんよいところがあると思います。 ４ ３ ２ １ 
30 こまっている友だちを助ける。 ４ ３ ２ １ 
31 友だちに乱ぼうな話し方をする。 ４ ３ ２ １ 
32 友だちが失敗したらはげます。 ４ ３ ２ １ 
33 何でも友だちのせいにする。 ４ ３ ２ １ 
34 休み時間に、友だちとよくしゃべる。 ４ ３ ２ １ 
35 友だちのたのみをきく。 ４ ３ ２ １ 
36 引き受けたら最後までやる。 ４ ３ ２ １ 
37 遊んでいる友だちの中に入れない。 ４ ３ ２ １ 
38 相手の気持ちを考えて話す。 ４ ３ ２ １ 
39 友だちの遊びをじっと見ている。 ４ ３ ２ １ 
40 友だちの意見に反対する時には、わけを言う。 ４ ３ ２ １ 
41 友だちとはなれて、一人だけで遊ぶ。 ４ ３ ２ １ 
42 友だちに親切にする。 ４ ３ ２ １ 
43 友だちにけんかをしかける。 ４ ３ ２ １ 
44 自分のしてほしいことを、むりやりやらせる。 ４ ３ ２ １ 
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学級活動指導案 
１ 主題名 自分のよさを知ろう － よいところみつけ － 
２ 本時の目標 
・互いのよさを認め合いながら，自分のよさを実感し，自分も友だちも大切にしていく気持ちをも 
てるようにする．（関心・意欲・態度） 
３ 本時の展開 
過程 指導内容 指導形態 主な学習活動 指導上の留意点 評価 
導入 
 
  
 
 
 
 
 
展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
思春期の 
心の変化 
 
 
 
 
よいところ
みつけの意
義 
 
 
 
 
 
よいところ
みつけ 
自分のよさ 
 
友だちのよ
さ 
 
 
 
 
 
振り返り 
  
 
 
一斉 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
個人 
 
一斉 
 
 
 
 
個人 
 
 
 
個人 
 
 
個人 
グループ 
 
 
一斉 
○アイスブレイク（バー
スデーライン）をする． 
 
○思春期には，体だけで
なく心も変化すること
を想起させる． 
 
 
 
 
○よいところをみつけ
る意義を知る． 
 
○よいところとはどう
いうところか考える． 
 
 
 
○自分のよいところを
考えワークシートに記
入する． 
 
○ともだちによいとろ
を見つけてもらう． 
 
○感想を書きグループ
で交流する． 
 
 
○全体で交流する． 
○言葉を使わないで身振り手振りで誕生日を
伝えて出来あがったラインを使って４人ずつ
のグループをつくる． 
 
○具体的にどんな変化があるのかをあげて説
明する． 
 
 
 
 
○よいところを見つける意義とよくない点し
か見えないことの問題点を説明する． 
 
○よいところ探しの視点として授業，当番活
動，休み時間，登下校，家庭など，具体的な
場面を例示しいろんな角度から具体的な根拠
のあるよさを見つけられるようにする． 
 
○他人が評価しているかどうかは関係なく，
自分がよいと思っているならどんなことでも
よいことを伝える． 
 
○グループ内でワークシートを交換して記入
させる． 
 
○友達が書いたことを読み，自分のよさを再
認識させる． 
○感想を交流する． 
 
○数名，発表させて共有させる． 
○自分のよさを知ることは，心も体も元気に
生活していくために大切であることを押さえ
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分のよいと
ころを知り，自分
を肯定的にとら
えようとしてい
る． 
【ワークシート】 
（関心・意欲・態度） 
 
友だちや自分のよいところをみつけよう 
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学級活動指導案 
１ 主題名 自分のよさを知ろう  － リフレーミング － 
２ 本時の目標 
・自分の短所も見方を変えれば長所になることを気づかせ，自分の短所を固定的，断定的に捉える 
のではなく，肯定的に受け入れることができるようにする．（関心・意欲・態度） 
３ 本時の展開 
過程 指導内容 指導形態 主な学習活動 指導上の留意点 
 
評価 
導入 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
  
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
前時の 
振り返り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リフレーミ 
ングの 
考え方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
リフレーミ
ングの体験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人 
 
 
 
 
グループ 
 
 
 
 
 
グループ 
 
 
 
一斉 
 
○アイスブレイク（動
物あて）でグループを
作る 
 
○自分のよいところは
どんなところだったか
振り返る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○リフレーミングの考
え方を知る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の性格や行動で
気になるところ（短所）
をワークシートに記入
する． 
  
○４人グループの中で
ワークシートを交換し
て，ペアで短所をリフ
レーミングする．（ 
 
 
 
 
 
 
○リフレーミングの結
果を聞いてのどのよう
に感じたか感想を書
く． 
 
○考え方を変えると，
気持ちが変わり行動も
変わることを確認す
る． 
 
○カードに書かれたヒントから何の動物か
考え，鳴き声によって仲間をみつけグループ
をつくる． 
 
○前時でみつけた自分のよいところを想起
させた後，前時のワークシートを配り忘れて
いた良い点を確認する． 
 
○友だちが書いてくれた良いところや，自分
がみつけたよいところを数名紹介させる． 
 
○良い点を広くとらえ，自分のよさを大切に
することは，心の健康を保つために大切であ
ることを確認する． 
 
 
 
 
 
○養護教諭の短所の具体例をあげて，短所は
なくしたいと思うかもしれないが，状況によ
って短所は長所になることを説明する． 
 
○リフレーミングの考え方を説明し，自分に
とって良い方向に反応や行動を変えること
に役立つことを知らせる． 
 
○リフレーミングするのではなく，直してい
かなければいけない短所について押さえて
おく． 
 
○書きにくい児童には例をあげて一緒に考
える． 
 
 
 
○相手の短所についてからかったりふざけ
たりしないことや，「～すればもっとよく
なる」等のアドバイスのようなことは書か
ないことを押さえておく． 
 
 
○ペアで相談し短所を長所に書き直しグル
ープの中で発表しあい，どのリフレーミング
が自分にぴったりきたか考えさせる． 
 
○感想を書かせグループの中で交流し，全体
で数名発表させる． 
 
 
 
○性格や行動は，状況によって短所にも長所
にもなることを確認する．また普段の生活の
中でもこのようなとらえ方が大切であるこ
とを押さえる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の短所も見方
によって長所になる
ことを知り，自分を
肯定的にとらえよう
としている． 
【ワークシート】 
（関心・意欲・態度） 
リフレーミングで新しい見方を発見しよう 
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学級活動指導案 
１ 主題名 自分のよさを知ろう － 秘密の友だち － 
２ 本時の目標 
・上手なほめ方を理解し，友だちの特性や能力などをほめることができるようにする．（知識・理解） 
・お互いのよいところを認め合うことの大切さを実感できるようにする．（関心・意欲・態度） 
３ 本時の展開（１時） 
過程 指導内容 指導形態 主な学習活動 指導上の留意点 評価 
導入 
 
 
 
 
 
 
展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 
 
 
よいところ
みつけの意
義 
 
 
 
よいところ
みつけのポ
イント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
秘密の友だ
ちのやり方 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
班 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
○めあての確認 
 
 
 
 
 
○「ほめられたこと」「ほ
めたこと」についてブレ
インストーミングする．
(3分) 
 
 
 
○「ほめたこと」「ほめら
れたこと」について出た
意見を分類する．(3分) 
 
 
 
○秘密の友だちのやり
方を知る． 
 
○秘密の友だちとなる
相手を決める． 
 
 
 
 
 
 
○学習内容の確認 
○お互いのよいところを認め合うための学習
をするこの説明と，よいところをみつけるこ
との意義を振り返らせる． 
 
 
 
○ブレインストーミングの進め方を確認す
る． 
 
○班ごとで，自分が誰かにほめられたことや，
反対にほめたことについてブレインストーニ
ングさせる． 
 
○一番多く意見を出した班は，黒板を使って
分類する． 
 
○黒板で分類したほめ方のタイプを確認す
る． 
 
○秘密の友だちのやり方について説明する． 
 
 
○学級全員の名前が書かれているカードを入
れた２つの袋から１枚ずつとり「秘密の友だ
ち」となる相手を２人決めさせる．＊できるだ
け異性になるようにする 
 
○２回とも異なった相手となるように配慮す
る． 
 
○全員がよいところを持っていることを押さ
え，観察への意欲を高める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○秘密の友だち
のよいところを
みつけ表現しよ
うとしている． 
【記録カード】
（関心・意欲・態
度） 
 
 
 
 
 
友だちや自分のよいところをみつけよう 
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学級活動指導案 
１ 主題名 自分のよさを知ろう － 秘密の友だち － 
２ 本時の目標 
  ・互いのよさを認め合うことの大切さを実感できるようにする．（関心・意欲・態度） 
３ 本時の展開（２時） 
過程 指導内容 指導形態 主な学習活動 指導上の留意点 評価 
導入 
 
 
 
 
 
展開 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
送るメッセ
ージの選択 
 
 
メッセージ
を送る時の
ポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お互いのよ
さを認め合
う大切さ 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人 
 
 
 
一斉 
○学習内容の確認 
 
 
 
 
 
○送るメッセージを決
める． 
 
 
○メッセージをもらう
準備をし，メッセージを
書きあう． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○もらったメッセージ
を読み感想を書く． 
 
 
○学習内容を確認 
 
○３日間の活動を称賛し，今から秘密の友だ
ちの相手にメッセージを送ることを説明す
る． 
 
 
 
○記録カードに記入したメッセージの中か
ら，２人それぞれに送るメッセージを決めて
記録カードに記入させる． 
 
○ワークシートの自分の手形を描き，友だち
と協力し合ってクリップで背中にワークシー
トを止めさせる． 
 
○メッセージを送る時のポイントについて説
明する． 
 
  
 
 
 
○全員が書き終えたら，残りの３本の指への
記入の仕方について説明する． 
（１人は，同じ班の異性，１人は同じ班の同
性，最後の一人は，誰でもＯＫ） 
 
○メッセージがもらえない児童には教師が支
援し，全員がメッセージをもらえるようにす
る． 
 
○背中からワークシートを取り，メッセージ
を読ませ，秘密の友だちへありがとうメッセ
ージを記入させる． 
 
○ほめたりほめられたりすることは，ここち
よいものであることを確認する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○よいところを
みつけ，認め合う
ことの大切さが
理解できたか． 
【メッセージカ
ード】 
（関心・意欲・態
度） 
 
 
ひみつの友だちにメッセージを送ろう 
・メッセージは，１本の指に記入する． 
・自分の名前を必ず書く 
・２人にメッセージを記入，自分も同じように
メッセージを２人からもらったら席に座る． 
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自分について考えるアンケートのお願
ねが
い 
このアンケートは、小学校高学年のみなさんが、自分のことや体の発育についてど
のように思っているのか教えていただき、保健
ほけん
の授業
じゅぎょう
に役立てるためのものです。
アンケートはテストではなく、学校の成績
せいせき
とは関係
かんけい
がありません。名前を書く必要
ひつよう
もありませんし、だれが書いたかは全
まった
くわからないようになっています。また、
封筒
ふうとう
に入れて封
ふう
をして提出するので、ほかの人に見られることはありません。私
わたし
が責任
せきにん
もって、大切にあつかいますので、安心して正直に書いてください。質問
しつもん
は
当てはまるところに○をつけるだけで、むずかしくありませんが、たくさんあるの
で、答えるためには１０分～１５分くらいかかるかもしれません。 
もし、途中
とちゅう
で、アンケートに答えることがいやになったり、やめたくなったり 
したら、やめてもよいので、無理
む り
をしないでください。やめたとしても、何の問 
題もありません。 
□ 私
わたし
は、アンケートに答えません。⇒ まわりの人がアンケートに答え始めたら 
封筒
ふうとう
の中に入れてのりづけしてください。 
 
□ 私
わたし
は、アンケートに答えます。⇒ 下の文を読んでください。 
 
・アンケートはこの表紙を入れて５ページあります。  
・書く時には、まわりの人と相談
そうだん
しないで、自分の気持ちや、体の発育について思
った通りに答えてください。 
・もし、アンケートを書いたことで、不安
ふあん
な気持ちになるようなことがあった
ら、おうちの人、担任
たんにん
の先生や保健
ほけん
の先生などの学校の先生に、話したり相談
そうだん
し
たりしてください。 
 
 
 
 
 
 
調査責任者：京都府〇〇市立〇〇小学校 養護教諭 石井 有美子 
（調査協力者：兵庫教育大学 西岡 伸紀） 
どちらかに✔を入れてください。 
 
実 施 日   平成 29年  月   日 
学 年 年    
性 別 男  ・  女 
整理番号        
第３章 調査用紙  
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（１）あなたの体の成長
せいちょう
について質問
しつもん
します。 
一番あてはまる番号に一つだけ○をつけてください。ただし、質問の意味がわ 
かりにくい、答えにくいと感じた場合は答えなくてもかまいません。 
No 〈記入例
れい
〉 
おべんとうよりも給 食
きゅうしょく
の方がすきです。 
よく 
あてはまる 
 
４ 
だいたい 
あてはまる 
 
３ 
あまり 
あてはまら 
ない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまら 
ない 
１ 
１ 今の自分の体型
たいけい
に満足
まんぞく
しています。 ４ ３ ２ １ 
２ 鏡にうつった自分の体型
たいけい
がすきです。 ４ ３ ２ １ 
３ 自分の体型
たいけい
をもっとよくしたいです。 ４ ３ ２ １ 
４ 自分の体（腕
うで
・脚
あし
・尻
しり
）などで気に入らないところが
あります。 
４ ３ ２ １ 
５ 自分の身長に満足
まんぞく
しています。 ４ ３ ２ １ 
６ 他の友だちと同じくらいの身長だったらと思います。 ４ ３ ２ １ 
７ 自分の体重に満足
まんぞく
しています。 ４ ３ ２ １ 
８ 今の体型
たいけい
よりも太りたい（またはやせたい）です。 ４ ３ ２ １ 
９ やせている方がかっこいい（またはかわいい）と思い
ます。 
４ ３ ２ １ 
10 身長はのびてほしいけれど、体重はふえるのはいやで
す。 
４ ３ ２ １ 
11 まわりの人は、自分よりもよい体型
たいけい
をしていると思い
ます。 
４ ３ ２ １ 
12 自分の体型
たいけい
について考えると、とてもいやな気分にな
ります。 
４ ３ ２ １ 
13 人から体型
たいけい
のことでいやなことを言われたことがあ
ります。 
４ ３ ２ １ 
14 大人の体に変化
へんか
していくことが楽しみです。 ４ ３ ２ １ 
15 大人の体になりたくないと思っています。 ４ ３ ２ １ 
16 子どものままの体でいたいです。 ４ ３ ２ １ 
17 大人の体に変化
へんか
していくことが不安
ふあん
です。 ４ ３ ２ １ 
18 自分の体の変化が友だちと違
ちが
うことが気になります。 ４ ３ ２ １ 
19 友だちの身長ののび方が気になります。 ４ ３ ２ １ 
20 友だちとくらべると成長
せいちょう
が遅
おそ
い（または早い）ので
はないかと不安
ふあん
になります。 
４ ３ ２ １ 
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（２）あなたの体の成長
せいちょう
について男女別に質問
しつもん
します。 
男の子は男の子の質問
しつもん
、女の子は女の子の質問
しつもん
で、一番あてはまる番号に一つ 
だけ○をつけてください。ただし、質問の意味が分かりにくい、答えにくいと感じた
場合は、答えなくてもかまいません。 
【男の子が答える質問
しつもん
】 
No 
 
〈記入例
れい
〉 
給 食
きゅうしょく
は、時間内に食べられることが多いです。 
よく 
あてはまる 
 
４ 
だいたい 
あてはまる 
 
３ 
あまり 
あてはまら 
ない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまら 
ない 
１ 
21 よわよわしい体型
たいけい
だと、体育の授業
じゅぎょう
の時にはずかし
いです。 
４ ３ ２ １ 
22 ゴツゴツした筋肉
きんにく
のついた大人の男性
だんせい
の体になりた
くないです。 
４ ３ ２ １ 
23 男らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 
24 ひげが生えるのは、はずかしいです。 ４ ３ ２ １ 
 
 
 
【女の子が答える質問
しつもん
】 
No 
  
〈記入例
れい
〉 
給 食
きゅうしょく
は、時間内に食べられることが多いです。 
よく 
あてはまる 
 
４ 
だいたい 
あてはまる 
 
３ 
あまり 
あてはまら 
ない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまら 
ない 
１ 
25 胸
むね
やお尻
しり
が大きいと、体育の時にはずかしいです。 ４ ３ ２ １ 
26 ふっくらとした丸みのある大人の女性
じょせい
の体になりた
いです。 
４ ３ ２ １ 
27 女らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 
28 胸
むね
がふくらむのは、はずかしいです。 ４ ３ ２ １ 
半分くらいすみました。○がぬけていないか見直しをしてから、次
つぎ
のページにすすんでください。 
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（３）今のあなたの気持ちや体の様子について質問
しつもん
します。 
今までの質問
しつもん
と似
に
た質問
しつもん
もありますが、それぞれの質問
しつもん
について、一番あてはまる番号に
一つだけ○をつけてください。 
No 
 
〈記入例
れい
〉 
冬よりも秋がすきです。 
よく 
あてはま
る 
４ 
だいたい 
あてはま
る 
３ 
あまり 
あてはま
らない 
２ 
ぜんぜん 
あてはま
らない 
１ 
29 何かしようとする時、むずかしそうだと、ほかの人に手伝
てつだ
っても
らいたくなります。 
４ ３ ２ １ 
30 決められたことは、きちんとやるほうです。 ４ ３ ２ １ 
31 友だちが悪いことをしているのを見ると、止めようと思います。 ４ ３ ２ １ 
32 自分でしなければならないことでも、親や先生から言われないと
しないほうです。 
４ ３ ２ １ 
33 ほかの人を、とてもうらやましく思います。 ４ ３ ２ １ 
34 正しいと思うことは、反対
はんたい
されてもやり通したいと思います。 ４ ３ ２ １ 
35 自分をたよりないと思うことがあります。 ４ ３ ２ １ 
36 ほかの人から尊敬
そんけい
されるような人間になれるだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 
37 今の自分が幸せなほうだと思います。 ４ ３ ２ １ 
38 もし生まれ変
か
わることができたら、今度は別
べつ
の人になりたいと思
います。 
４ ３ ２ １ 
39 
自分に自信
じしん
をもっています。 
４ ３ ２ １ 
40 ほかの人とくらべて、いろいろな点ですぐれていると思います。 ４ ３ ２ １ 
41 ほかの人からどんなふうにうわさをされているか、気になるほう
です。 
４ ３ ２ １ 
42 友だちは、わたしの考えをよく取り上げてくれます。 ４ ３ ２ １ 
43 ときどき、自分自身がいやになることがあります。 ４ ３ ２ １ 
44 だれとでもなかよくしていけるほうです。 ４ ３ ２ １ 
45 
今の自分にだいたい満足
まんぞく
しています。 
４ ３ ２ １ 
46 友だちは、わたしのためになることをしてくれることが多いと思
います。 
４ ３ ２ １ 
47 何ごとも、ほかの人にしてもらうより、自分でやりたいほうです。 ４ ３ ２ １ 
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No 〈記入例
れい
〉 
肉よりも魚がすきです。 
よく 
あてはま
る 
４ 
だいたい 
あてはま
る 
３ 
あまり 
あてはま
らない 
２ 
ぜんぜん 
あてはま
らない 
１ 
48 へま（失敗
しっぱい
と同じ意味）や失敗
しっぱい
をやって、笑
わら
われることが多いで
す。 
４ ３ ２ １ 
49 ほかの人よりおとっている（できないことが多い）と感じること
がよくあります。 
４ ３ ２ １ 
50 ほかの人と同じくらいに、ものごとができると思います。 ４ ３ ２ １ 
51 何かしようとする時、ほかの人が反対するのではないかと心配に
なることがあります。 
４ ３ ２ １ 
52 ほかの人から、うらやましがられることがよくあります。 ４ ３ ２ １ 
53 自分の意見や考えを通すほうです。 ４ ３ ２ １ 
54 どんな不幸があっても、くじけないだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 
55 
わたしには、あまり自慢
じまん
できるところがありません。 
４ ３ ２ １ 
56 ほかの人から悪く言われることがおそろしいです。 ４ ３ ２ １ 
57 わたしには、たくさんよいところがあると思います。 ４ ３ ２ １ 
58 
わたしは、とても不器用
ぶ き よ う
です。 
４ ３ ２ １ 
59 わたしは、自分の顔や姿が好きです。 ４ ３ ２ １ 
60 わたしは、他のともだちと同じくらいの身長だったらと思いま
す。 
４ ３ ２ １ 
61 わたしの顔は、かわいい（かっこいい）です。 ４ ３ ２ １ 
62 わたしは、今よりも太りたい（あるいはやせたい）です。 ４ ３ ２ １ 
63 
わたしの笑顔
えがお
はすてきです。 
４ ３ ２ １ 
64 わたしは、自分の顔や姿がいやです。 ４ ３ ２ １ 
65 わたしは、自分の好きなスポーツやゲームは、上手です。 ４ ３ ２ １ 
66 わたしは、もっと他の子のように、かっこよくなりたいです。 ４ ３ ２ １ 
67 わたしは、良い体つきをしています。 ４ ３ ２ １ 
質問
しつもん
はこれで終わりです。最後
さいご
に○がぬけていないか見直しをしてから、アンケート用紙を
封筒
ふうとう
に入れてのりづけしてください。ご協 力
きょうりょく
ありがとうございました。 
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自分について考えるアンケートのお願
ねが
い 
このアンケートは、小学校4年生のみなさんが、自分のことや体の発育についてどのよう
に思っているのか教えていただき、保健
ほけん
の授 業
じゅぎょう
に役立てるためのものです。アンケート
はテストではなく、学校の成績
せいせき
とは関係
かんけい
がありません。名前を書く必要
ひつよう
もありませんし、
だれが書いたかは全
まった
くわからないようになっています。また、封筒
ふうとう
に入れて封
ふう
をして
提出
ていしゅつ
するので、ほかの人に見られることはありません。私
わたし
が責任
せきにん
もって、大切にあつ
かいますので、安心して正直に書いてください。質問
しつもん
は当てはまるところに○をつけるだ
けで、むずかしくありませんが、たくさんあるので、答えるためには１０分～１５分くら
いかかるかもしれません。 
もし、途中
とちゅう
で、アンケートに答えることがいやになったり、やめたくなったりしたら、
やめてもよいので、無理
む り
をしないでください。やめたとしても、何の問題もありませ
ん。 
 
□ 私
わたし
は、アンケートに答えません。⇒ まわりの人がアンケートに答え始めたら 
封筒
ふうとう
の中に入れてのりづけしてください。 
□ 私
わたし
は、アンケートに答えます。⇒ 下の文を読んでください。 
 
・アンケートはこの表紙を入れて６ページあります。 
・書く時には、まわりの人と相談しないで、自分の気持ちや、体の発育について思った通りに答え
てください。 
・もし、アンケートを書いたことで、不安な気持ちになるようなことがあったら、おうちの人、
担任の先生や保健の先生などの学校の先生に、話したり相談したりしてください。 
 
 
 
 
調査責任者：京都府〇〇市立〇〇小学校 養護教諭 石井 有美子 
（調査協力者：兵庫教育大学 西岡 伸紀） 
① 今日の調査は、２回目です。同じ人のアンケートだと分かるように、番号シ
ールで管理します。自分の名前の封筒
ふうとう
から番号シールを出し、１枚
まい
はがし右下に
はってください。残
のこ
りのシールは次回使いますので、シール用の封筒
ふうとう
に入
い
れてく
ださい。（なくすといけないので後であずかります。） 
② 次
つぎ
のどちらかに✔を入
い
れてください。 
実 施 日   平成 30年 2月   日 
性 別 男  ・  女 
番号シール              
第 4章 調査用紙    
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（１）あなたの体の成長
せいちょう
について質問
しつもん
します。 
一番あてはまる番号に一つだけ○をつけてください。ただし、質問
しつもん
の意味がわ 
かりにくい、答えにくいと感じた場合は答えなくてもかまいません。 
No 
 
〈記入例
れい
〉 
おべんとうよりも給 食
きゅうしょく
の方がすきです。 
よく 
あてはまる 
 
４ 
だいたい 
あてはまる 
 
３ 
あまり 
あてはまら 
ない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまら 
ない 
１ 
１ 
今の自分の体型
たいけい
に満足
まんぞく
しています。 
４ ３ ２ １ 
２ 
鏡にうつった自分の体型
たいけい
がすきです。 
４ ３ ２ １ 
３ 
自分の体型
たいけい
をもっとよくしたいです。 
４ ３ ２ １ 
４ 自分の体（腕
うで
・脚
あし
・尻
しり
）などで気に入らないところが
あります。 
４ ３ ２ １ 
５ 
自分の身長に満足
まんぞく
しています。 
４ ３ ２ １ 
６ 他の友だちと同じくらいの身長だったらと思います。 ４ ３ ２ １ 
７ 
自分の体重に満足
まんぞく
しています。 
４ ３ ２ １ 
８ 今の体型
たいけい
よりも太りたい（またはやせたい）です。 ４ ３ ２ １ 
９ やせている方がかっこいい（またはかわいい）と思い
ます。 
４ ３ ２ １ 
10 まわりの人は、自分よりもよい体型
たいけい
をしていると思い
ます。 
４ ３ ２ １ 
11 自分の体型
たいけい
について考えると、とてもいやな気分にな
ります。 
４ ３ ２ １ 
12 
大人の体に変化
へんか
していくことが楽しみです。 
４ ３ ２ １ 
13 大人の体になりたくないと思っています。 ４ ３ ２ １ 
14 子どものままの体でいたいです。 ４ ３ ２ １ 
15 
大人の体に変化
へんか
していくことが不安
ふあん
です。 
４ ３ ２ １ 
16 
自分の体の変化が友だちと違
ちが
うことが気になります。 
４ ３ ２ １ 
17 友だちの身長ののび方が気になります。 ４ ３ ２ １ 
18 友だちとくらべると成長
せいちょう
が遅
おそ
い（または早い）ので
はないかと不安
ふあん
になります。 
４ ３ ２ １ 
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（２）あなたの体の成長
せいちょう
について男女別に質問
しつもん
します。 
男の子は男の子の質問
しつもん
、女の子は女の子の質問
しつもん
で、一番あてはまる番号に一つだけ
○をつけてください。ただし、質問
しつもん
の意味が分かりにくい、答えにくいと感じた場合
は、答えなくてもかまいません。 
【男の子が答える質問
しつもん
】 
No 
 
〈記入例
れい
〉 
給 食
きゅうしょく
は、時間内に食べられることが多いです。 
よく 
あてはまる 
 
４ 
だいたい 
あてはまる 
 
３ 
あまり 
あてはまら 
ない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまら 
ない 
１ 
21 よわよわしい体型
たいけい
だと、体育の授業
じゅぎょう
の時にはずかし
いです。 
４ ３ ２ １ 
22 ゴツゴツした筋肉
きんにく
のついた大人の男性
だんせい
の体になりた
くないです。 
４ ３ ２ １ 
23 男らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 
24 ひげが生えるのは、はずかしいです。 ４ ３ ２ １ 
 
 
 
【女の子が答える質問
しつもん
】 
No 
  
〈記入例
れい
〉 
給 食
きゅうしょく
は、時間内に食べられることが多いです。 
よく 
あてはまる 
 
４ 
だいたい 
あてはまる 
 
３ 
あまり 
あてはまら 
ない 
２ 
ぜんぜん 
あてはまら 
ない 
１ 
25 胸
むね
やお尻
しり
が大きいと、体育の時にはずかしいです。 ４ ３ ２ １ 
26 ふっくらとした丸みのある大人の女性
じょせい
の体になりた
いです。 
４ ３ ２ １ 
27 女らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 
28 胸
むね
がふくらむのは、はずかしいです。 ４ ３ ２ １ 
半分くらいすみました。○がぬけていないか見直しをしてから、次
つぎ
のページにすすんでください。 
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（３）今のあなたの気持ちや体の様子について質問
しつもん
します。 
今までの質問
しつもん
と似
に
た質問
しつもん
もありますが、それぞれの質問
しつもん
について、一番あてはまる番号に
一つだけ○をつけてください。 
No 
 
〈記入例
れい
〉 
冬よりも秋がすきです。 
よく 
あてはま
る 
４ 
だいたい 
あてはま
る 
３ 
あまり 
あてはま
らない 
２ 
ぜんぜん 
あてはま
らない 
１ 
29 何かしようとする時、むずかしそうだと、ほかの人に手伝
てつだ
っても
らいたくなります。 
４ ３ ２ １ 
30 決められたことは、きちんとやるほうです。 ４ ３ ２ １ 
31 友だちが悪いことをしているのを見ると、止めようと思います。 ４ ３ ２ １ 
32 自分でしなければならないことでも、親や先生から言われないと
しないほうです。 
４ ３ ２ １ 
33 ほかの人を、とてもうらやましく思います。 ４ ３ ２ １ 
34 正しいと思うことは、反対
はんたい
されてもやり通したいと思います。 ４ ３ ２ １ 
35 自分をたよりないと思うことがあります。 ４ ３ ２ １ 
36 ほかの人から尊敬
そんけい
されるような人間になれるだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 
37 今の自分が幸せなほうだと思います。 ４ ３ ２ １ 
38 もし生まれ変
か
わることができたら、今度は別
べつ
の人になりたいと思
います。 
４ ３ ２ １ 
39 自分に自信
じしん
をもっています。 ４ ３ ２ １ 
40 ほかの人とくらべて、いろいろな点ですぐれていると思います。 ４ ３ ２ １ 
41 ほかの人からどんなふうにうわさをされているか、気になるほう
です。 
４ ３ ２ １ 
42 友だちは、わたしの考えをよく取り上げてくれます。 ４ ３ ２ １ 
43 ときどき、自分自身がいやになることがあります。 ４ ３ ２ １ 
44 だれとでもなかよくしていけるほうです。 ４ ３ ２ １ 
45 今の自分にだいたい満足
まんぞく
しています。 ４ ３ ２ １ 
46 友だちは、わたしのためになることをしてくれることが多いと思
います。 
４ ３ ２ １ 
47 何ごとも、ほかの人にしてもらうより、自分でやりたいほうです。 ４ ３ ２ １ 
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No 
 
〈記入例
れい
〉 
肉よりも魚がすきです。 
よく 
あてはま
る 
４ 
だいたい 
あてはま
る 
３ 
あまり 
あてはま
らない 
２ 
ぜんぜん 
あてはま
らない 
１ 
48 へま（失敗
しっぱい
と同じ意味）や失敗
しっぱい
をやって、笑
わら
われることが多いで
す。 
４ ３ ２ １ 
49 ほかの人よりおとっている（できないことが多い）と感じること
がよくあります。 
４ ３ ２ １ 
50 ほかの人と同じくらいに、ものごとができると思います。 ４ ３ ２ １ 
51 何かしようとする時、ほかの人が反対
はんたい
するのではないかと心配に
なることがあります。 
４ ３ ２ １ 
52 ほかの人から、うらやましがられることがよくあります。 ４ ３ ２ １ 
53 自分の意見や考えを通すほうです。 ４ ３ ２ １ 
54 どんな不幸
ふこう
があっても、くじけないだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 
55 わたしには、あまり自慢
じまん
できるところがありません。 ４ ３ ２ １ 
56 ほかの人から悪く言われることがおそろしいです。 ４ ３ ２ １ 
57 わたしには、たくさんよいところがあると思います。 ４ ３ ２ １ 
58 わたしは、とても不器用
ぶ き よ う
です。 ４ ３ ２ １ 
59 わたしは、自分の顔や姿
すがた
が好
す
きです。 ４ ３ ２ １ 
60 
わたしは、他のともだちと同じくらいの身長だったらと思いま
す。 
４ ３ ２ １ 
61 わたしの顔
かお
は、かわいい（かっこいい）です。 ４ ３ ２ １ 
62 わたしは、今よりも太りたい（あるいはやせたい）です。 ４ ３ ２ １ 
63 わたしの笑顔
えがお
はすてきです。 ４ ３ ２ １ 
64 わたしは、自分の顔
かお
や姿
すがた
がいやです。 ４ ３ ２ １ 
65 わたしは、自分の好
す
きなスポーツやゲームは、上手です。 ４ ３ ２ １ 
66 わたしは、もっと他の子のように、かっこよくなりたいです。 ４ ３ ２ １ 
67 わたしは、良
よ
い体つきをしています。 ４ ３ ２ １ 
もうあと少しです。○がぬけていないか見直しをしてから、次
つぎ
のページにすすんでください。 
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（４）保健の授業の内容について質問
しつもん
します。 
  一番あてはまる番号に一つだけ○をつけてください。 
No 〈記入例〉 
毎日の生活のしかたや身の回りのかんきょうを整えることが 
健康
けんこう
と深くかかわっています。 
よく 
わかった 
 
４ 
だいたい 
わかった 
 
３ 
あまり 
わからな 
かった 
２ 
ぜんぜん 
わからな 
かった 
１ 
68 身長や体重は年れいとともに変化
へんか
します。その変化
へんか
にはひとりひ
とりちがいがあります 
４ ３ ２ １ 
69 思春期には、体つきが変化
へんか
し、男女の特徴
とくちょう
があらわれてきます。 ４ ３ ２ １ 
70 思春期には、初経
しょけい
や精通
せいつう
などが起こります。また、異性
い せ い
への関心
かんしん
も高まります。 
４ ３ ２ １ 
71 よりよく育つためは、食事で多くの種類
しゅるい
の食品を食べることや、
適度
てきど
な運動、じゅうぶんな休養
きゅうよう
・すいみんが必要
ひつよう
です。 
４ ３ ２ １ 
72 自分の体ができること、自分が持っているよさに注目することが
大切です。 
４ ３ ２ １ 
73 自分の体の発育を支え、体を最
もっと
も大切にできるのは自分自身で
す。 
４ ３ ２ １ 
74 わたしたちは、テレビ・インターネット・雑誌
ざっし
などの情報
じょうほう
の
影響
えいきょう
を受けています。 
４ ３ ２ １ 
75 広告
こうこく
などの情報
じょうほう
を利用する時には、情報
じょうほう
に十分注意しなが
ら、自分にとってよいものを選
えら
ぶこと大切です。 
４ ３ ２ １ 
 
よく 
あてはま
る 
４ 
だいたい 
あてはま
る 
３ 
あまり 
あてはま
らない 
２ 
ぜんぜん 
あてはま
らない 
１ 
76 自分の体について、何かできることやよいところを見つけるの
は、むずかしかった。 
４ ３ ２ １ 
77 自分の体について、何かできることやよいところを、友だちから
教えてもらうことはうれしかった。 
４ ３ ２ １ 
 いや 
である 
５ 
少しいや 
である 
４ 
何とも 
思わない 
３ 
少し 
うれしい 
２ 
 
うれしい 
１ 
78 体つきが変化
へんか
することについて、どう思いますか。 
（女：胸
むね
のふくらみ、丸みのある体つき、発
はつ
毛
もう
）  
（男：声変わり、ひげ、がっしりとした体つき、発
はつ
毛
もう
） 
５ ４ ３ ２ １ 
79 体のはたらきが変化
へんか
することについてどう思いますか。 
（女：初経
しょけい
（生理
せいり
）  男：精通
せいつう
（射精
しゃせい
） 
５ ４ ３ ２ １ 
 
 
 
質問
しつもん
はこれで終わりです。最後
さいご
に○がぬけていないか見直しをしてから、アンケート用紙を
封筒
ふうとう
に入れてのりづけしてください。ご協 力
きょうりょく
ありがとうございました。 
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体育科学習指導案 
１ 単元名 「育ちゆくからだとわたし」 
２ 本時の目標 
・からだは年齢に伴って変化し，発育・発達の仕方や時期には，個人差があることを言ったり，書いたり
することができるようにする．（知識・理解） 
・体の発育・発達について，学習したことを自分の成長や生活と比べたり，関係を見つけたりするなどし
て，それらを説明することができるようにする．（思考・判断） 
３ 本時の展開  大きくなってきたわたし（第1時） 
過
程 
指導内容 主な学習活動 
指導上の留意点 準備物・評価 
＜方法＞ Ｔ１（担任） Ｔ２（養護教諭） 
導
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
 
 
学習課題
の設定 
 
 
 
 
 
自分の身
長の伸び 
 
 
 
 
 
 
 
個人差 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分の成
長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習の 
まとめ 
 
○学習課題を聞く． 
 
 
 
 
 
 
○自分の身長の伸びについて
調べる． 
 
 
 
 
 
 
 
○班の人と身長の伸びについ
て比べ，分かったことや気付
いたことを発表する． 
  
 
 
 
 
 
 
 
○身長のほかに，成長したこ
と，できるようになったこと
はないかを考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学習のまとめをする． 
 
○1年生のころと現在を比
較してどんな変化がある
のか考える授業であるこ
とを説明する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○計算の苦手な児童に個
別に支援する． 
 
 
○班で身長の伸びを比べ
させ，気づいたことを発表
させる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○見つけらない児童に具
体的に例を示して考えさ
せる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学んだことを生かして
アドバイスできるよう支
援する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○1 年生から今までの間
にどのくらい身長が伸
びてきたか予想させる． 
 
○個人の測定値を配布
し身長の伸びを計算し
実感させる． 
 
○班で身長の伸び方を
比べさせる． 
 
○教科書の絵を使って
伸びる時期や伸びる長
さも個人差があること
を押さえるとともに，体
重も増えるのは自然の
ことであることを説明
する． 
 
○できるようになった
ことについて例を示し
たりしてワークシート
に記入させる． 
 
○数名発表させ，体の成
長に伴いできるように
なったことが増えてき
たことを確認し，これか
らの成長に展望をもた
せる． 
 
○体の育ちについて不
安を持っている友達に，
安心させる言葉を考え
させる（活用問題）． 
 
○数名発表させ，本時の
まとめをするとともに，
次時への学習の見通し
がもてるようにする． 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
成長曲線 
計算機 
 
 
成長曲線 
肥満度 
 
 
 
 
 
 
 
 
○からだは年齢に
伴って変化し，発
育・発達の仕方や時
期には，個人差があ
ることを説明して
いる． 
【発言・ワークシー
ト】 
 
 
 
 
 
○発育や発達の個
人差を肯定的に受
け止められるよう
な声かけや不安を
取り除く言葉を使
って説明している． 
 
 
 
 
○発育や発達の個
人差があることを
グラフで気づかせ，
声のかけ方の例を
示す． 
大きくなってきたわたしのからだをみつめよう 
努力を要する状況
への手立て 
十分満足できると 
判断される状況 
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体育科学習指導案 
１ 単元名 「育ちゆくからだとわたし」 
２ 本時の目標 
・思春期には体つきの変化が現れ男女の特徴が現れること，また，変声，発毛などが起こることを理解で
きるようにする．（知識・理解） 
・思春期に現れる体の変化について，ＢＳや話し合い活動など進んで取り組んでいる．（関心・意欲・態
度） 
３ 本時の展開  思春期にあらわれる変化１（第２時） 
過
程 
指導内容 主な学習活動 
指導上の留意点 準備物・評価 
＜方法＞ Ｔ１（担任） Ｔ２（養護教諭） 
導
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大人と子 
どもの体 
の違い 
 
 
 
男女の外
見の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習のま
とめ 
○前時までの学習で学んだこ
とを想起する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○後ろ姿クイズを通して， 
大人と子どもの男女の体 
つきの違いに気づかせる． 
 
 
○ブレインストーミングによ
り，思春期における男女それ
ぞれの体つきの変化について
出し合い分類する． 
 
 
 
 
○男女のからだつきの変化に
ついて確認する 
 
 
○これから起こる体の変化に
対してプラスのイメージを持
つ． 
 
 
 
○学習のまとめをする 
 
 
○前時の学習を振り返ら
せる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○大人と子どもの体の違
いに目を向けさせ，これか
らどのような体の変化が
起こるかを予測させる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○各班，男・女・共通の変
化を2つ選び発表させる． 
 
 
 
 
 
 
・声変わり 
 
 
 
 
 
 
○思春期について説明
する．（子どもから大
人へ体も心も成長する
時期） 
 
○今から起こる変化に
ついて，肯定的に捉え自
分のこととして受け止
められる雰囲気をつく
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ブレインストーミン
グの進め方を確認する． 
○挙げられたものにつ
いて，男性特有のもの，
女性特有のもの，共通す
るものに分類させる． 
 
○出された意見を板書
し共通する部分や異な
る部分を明らかにして
いく． 
 
 
 
 
 
・胸のふくらみ  
 
○本時のまとめと次時
に体の働きなどについ
て学習することを知ら
せる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クイズppt 
 
 
 
 
○思春期には，体つきの変化が起
こり，人によって違いがあるもの
の，男女の特徴が現れることにつ
いて，言ったり，書いたりしてい
る 
【ワー クシー ト】（知・理） 
 
 
 
○思春期に現れる体の変化につい
て，ＢＳや話し合い活動など進ん
で取り組んでいる 
【BS,話し合い活動】 
（関心・意欲・態度） 
 
 
 
 
○思春期に現れる体の変化につい
て，集中して取り組んだり，積極
的に発言したりして参加したりし
ている 
  
 
 
○身近な年上の人の体を想起させ
活動への参加を促す 
 
 
大人に近づいていく体の変化について考えよう 
○教師の経験談や変化が起こった時期のグラフか
ら，体の変化は，自然に誰にもでも起こることを知
らせ，肯定的に受け止められるようにする． 
 
努力を要する状況
への手立て 
十分満足できると 
判断される状況 
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体育科学習指導案 
１ 単元名 「育ちゆくからだとわたし」 
２ 本時の目標 
・思春期には初経，精通が起こったり，異性への関心が芽生えたりすることから，これらの変化は大人の
体に近づくしるしであることを理解できるようにする．（知識・理解） 
・思春期に表れる体や心の変化について，肯定的に捉えることができる．（関心・意欲・態度） 
３ 本時の展開  思春期にあらわれる変化２（第３時） 
過
程 
指導内容 主な学習活動 
指導上の留意点 評価 
＜方法＞ Ｔ１（担任） Ｔ２（養護教諭） 
導
入 
 
 
 
 
展
開  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
働きの変
化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個人差 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こころの 
変化 
 
 
 
 
○前時までの学習で学んだこ
とを想起する． 
 
 
 
 
○「初経」「月経」「精通」「射
精」などの仕組みや働きにつ
いて知る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○精通，初経年齢のグラフを
見て男女差，個人差があるこ
とを知る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○初経や精通を経験したこの
作文を聞く． 
 
 
 
 
 
○思春期になると心の変化も
起こることを知る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○男子の体の中で起こる
変化を説明する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○作文から不安や恥ずか
しさを持つことがあるこ
とを知り，お互いを思いや
ることの大切さを理解さ
せる． 
 
 
○異性への関心が高まっ
たり，外見が気になったり
心の変化も成長している
現れであることを押さえ
る． 
 
○前時の学習を簡単に
振り返らせる． 
 
 
  
 
○いろんな変化は脳か
ら出るホルモンが体に
働きかけて起こること
を押さえる． 
 
 
○女性の体の中で起こ
る変化を説明する． 
  
○月経や射精は，将来新
しい生命を生み出すた
めの，大切な働きをする
仕組みであることを押
さえる． 
 
 
 
○それぞれの変化の仕
方や時期は人によって
違うが，誰にでも起こる
ものであることをグラ
フから読み取らせる．ま
た養護教諭の経験談（双
子の例・体の大きい子が
早いとは限らない）から
理解させる．  
 
 
 
 
○不安を一人で抱え込
まず親や先生に相談す
ることの大切さを知ら
せる． 
 
○LGBT の児童に配慮
し，同性が好きになる場
合，異性や，同性のこと
が気にならないことが
あっても大丈夫である
ことや，異性の姿をした
 
 
 
 
 
 
グラフppt 
 
 
 
 
仕組みppt 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グラフppt 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○思春期に表れる体や
心の変化や，その個人
差について，肯定的に
受け止めていること言
ったり書いたりしてい
る． 
大人に近づいていく体の変化について考えよう 
○ワークシートに言葉を記入させる． 
  資料 
135 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
 
 
 
 
 
 
 
大人に成
長するこ
とのよさ 
 
まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○女性らしく，男性らしく変
化していくことのよさを知
る． 
 
○学習を振り返って感想を書
く． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
くなることもあること
を知らせ，自分の性別や
恋愛に対して不安なこ
とがあったら，信頼でき
る先生に話すことを伝
える． 
 
 
 
 
 
○ワークシートに書い
た内容を発表させるこ
とにより，本時の内容を
再確認させる． 
【発言・ワークシート】 
（関心・意欲・態度） 
 
 
 
 
 
○学習したことを自分
の生活の仕方へつなげ
て肯定的に言ったり書
いたりしている． 
 
 
 
 
 
 
○「誰にでも起こる変
化であること」個人差
があること」を強調し，
成長に希望がもてるよ
う助言する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○女性らしく，男性らしく変化していくことのよさ
を有名人の様子や教師の経験から伝えプラスのイメ
ージが持てるようにする． 
 
 
 
 
 
 
る． 
 
努力を要する状況
への手立て 
十分満足できると 
判断される状況 
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体育科学習指導案 
１ 単元名 「育ちゆく体とわたし」 
２ 本時の目標 
・体がよりよく育つためには，調和のとれた食事をとること，適度な運動を続けること，休養・睡眠を十
分とることが必要であることを理解できるようにする．（知識・理解） 
・体をよりよく発育・発達させるための生活について，学習したことや自分の生活に当てはめて考え，自
らの課題と解決方法を説明することができるようにする．（思考・判断） 
３ 本時の展開  よりよく育つための生活（第4時） 
過
程 
指導内容 主な学習活動 
指導上の留意点 準備物・評価 
＜方法＞ Ｔ１（担任） Ｔ２（養護教諭） 
導
入 
 
 
 
 
展
開  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま 
と
め 
 
 
学習課題
の設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よりよく
育つため
に大切な
こと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生活の振
り返り 
 
 
 
 
 
 
 
学習の 
まとめ 
○学習課題をつかむ． 
 
 
 
 
○よりよく育つためには，ど
んな生活をしたらよいかブレ
インストーミングで出し合
う． 
 
 
 
 
 
  
○体がよりよく育つために食
事，運動，休養・睡眠が大切で
あることを知る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分の生活を振り返り課題
をみつけ，これからの生活の
仕方について，解決方法を考
える． 
 
 
 
 
 
 
○簡単に前時の振り返り
をする． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○各班，発表させる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○小学生へのメッセージ
を読む． 
 
 
 
 
 
 
 
○各項目の点数を伝え合
計点を計算させる． 
 
 
○自分の生活の課題から
解決策を考えさせ，数名発
表させることで意識を高
める． 
 
 
 
 
 
 
○ブレインストーミン
グのルールを確認し，多
くの意見がでるように
する． 
 
○出た意見を，食事，運
動，休養・睡眠，その他
に分けて分類させる． 
 
○食事，運動，休養・睡
眠の大切さについて教
科書や掲示資料を使っ
て説明する． 
 
○浅田真央選手の生活
習慣を紹介し，３つポイ
ントが合わさった毎日
を積み重ねることが，か
らだを育てることなり，
夢や目標の達成にいつ
ながることをおさえる． 
 
○健康チェックをさせ，
自己の生活を振り返ら
せる． 
 
○机間指導しながらチ
ェックの結果から考え
るようにアドバイスす
る． 
 
○学習のまとめをし，よ
りよい生活をすること
が将来に向けて大切で
あることを確認し，大人
になることへの期待感
を育てる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○体がよりよく育
つためには，調和の
とれた食事，適度な
運動，休養・睡眠が
必要なことについ
て書いている． 
【ＷＳ】 
（知識・理解） 
 
 
○からだをよりよ
く発育・発達させる
ための調和のとれ
た，食事，運動，休
養及び睡眠につい
て，学習したことを
自分に当てはめて
考え，書いている. 
【WS】（思考・判断） 
 
 
 
 
○学習したことと
自分の生活とのつ
ながりを踏まえて，
健康な生活への改
善策まで考え書い
ている． 
 
 
 
 
○具体的な生活場
面を想起し，自分に
置き換えて考える
よう助言する． 
 
からだがよりよく育つためにはどんなことが必要か考えよう 
努力を要する状況
への手立て 
十分満足できると 
判断される状況 
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学級活動指導案（保健指導） 
１ 題材名 広告テクニックを知ろう 
２ 本時の目標 
・広告主の商品を売るために用いるテクニックについて知り，情報を批判的に見る力と選択する力を  
養う．（知識・理解） 
３ 本時の展開 
過
程 
指導内容 学習活動 指 導 上 の 留 意 点 教材・ 
教具等 
評価 
導
入 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
と
め 
 
めあての
確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
広告のテ
クニック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振り返り 
○普段の生活の中でメディアから
のいろんな影響を受けていること
に気付く． 
 
 
 
 
〇広告（CM）によく使われてい
るテクニックを考える． 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○広告（インターネット）によく
使われているテクニックを考え
る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○購入を考えているAさんにアド
バイスする． 
 
 
 
 
 
 
〇本時で学んだことを振り返り一
言感想を書く． 
○流行した言葉からテレビ等メディアからの影響を
受けていることに気付かせると共に，他にも食品，
美容，ダイエットなどについても影響をうけている
ことを説明する． 
 
 
 
〇食品のCMを途中まで見せて，何のCMか想像さ
せて，購入してもらうために，上手つくってあるこ
とを知らせる． 
   
○食品のCMを例に使われているテクニックを説明
するとともに，批判的にみることの大切さを伝え
る． 
 
○飲料水のCMを見せて，チェック表を使ってテク
ニックを調べさせ，使われているテクニックを明ら
かにする．＊チェック項目を半分にわけてチェック
させる． 
 
○魅力的なこと（都合のいいこと）は見えやすく，
注意しなければならないこと（都合の悪いこと）は
みえにくいことを確認する． 
 
○インターネットの広告を見てCMと同じようにテ
クニックを確認させる． 
 
○班毎に広告用紙に魅力的な情報（青）と注意しな
ければならない情報（赤）をペンで印をつけさせ，
発表させる． 
 
〇保健の教科書と比較しながら，魅力的な情報はた
くさんあるが，注意しなければならない情報は少し
しか書いてないことを押さえる． 
 
○購入しようとしている親友のAさんに，一緒に購
入しよう誘われた時，どう答えるか個人で考えさせ
発表させる． 
 
〇様々な広告の情報を使う時は，大人に相談するこ
とや，この情報は本当に自分に満足や幸せを与えて
くれるものなのかよく考え慎重に選ぶこと大切であ
ることを強調する． 
 
○数名発表させることで学びを共有させる． 
Ppt 
 
 
 
 
 
 
 
CM 
 
 
 
 
 
ＣＭ 
ワーク
シート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワーク
シート 
インター
ネットの
広告 
 
 
 
 
ワーク
シート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○広告の情報の注意
点を考えながら利用
するかどうか判断し
ている． 
【ワークシート】 
 （知識・理解） 
 
 
 
 
○広告の注意点に加
え，発育には個人差
があることも含め判
断している． 
 
 
 
○注意しなければい
けない情報を確認さ
せる． 
 
 
情報の利用の仕方を考えよう 
努力を要する状況
への手立て 
十分満足できると 
判断される状況 
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学級活動指導案（保健指導） 
１ 題材名   ぼく・わたしの体ってすごい 
２ 本時の目標  
・自分の身体ができること，自分のよさを実感し，自分の身体を肯定的に捉えられるようにする． 
 （関心・意欲・態度）  
３ 本時の展開 
 
過
程 
指導内容 
 
学習活動 
 
指 導 上 の 留 意 点 
 
教材・ 
教具等 
評価 
 
導
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま 
と
め 
 
 
めあての
確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分の身
体ができ
ること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
成長期の
過ごし方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振り返り 
 
○自分ができること，自分がもっ
ているよさに注目する学習である
ことを確認する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分や友達の身体ができるこ
と・よいところについて考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○成長期である思春期の過ごし方
が大切であることを知る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○成長期の自分の身体の発育に大
切なことを再確認する． 
 
 
 
○本時で学んだこと振り返る． 
 
○周りの人と比較して，自分にはないものがあるこ
とに気づいて残念な思いをしたりすることがあるこ
とを，教師の経験や調査のグラフなどを例に挙げて
説明する． 
例）走るのが遅い，身長が低い，○○ができない 
 
○短所や不得意なものを努力によって望ましい方へ
改めていくことも大事であるが，他人と比較するの
ではなく，自分ができること，持っているものに注
目することも大切であることを知らせる． 
 
 
 
○保健学習の１時で書いた「身体が成長してできる
ようになったこと」を想起させたり，障害者のある
人の代償機能の発達について説明したりすることで
体の発達の素晴らしさに気付かせる． 
例）ヘレンケラーは指先で色の区別や濃淡が認識で
きた 
 
○好きなことや得意なことに注目させてできること
やよいところを部位ごとに書かせる．書きにくい児
童には具体例を示す． 
 
〇ワークシートを交換させて班の児童から見た，で
きること，よいところを書かせる． 
 
○数名に発表させてできることやよさを共有する． 
  
○スキャモンの発達曲線を提示し，様々な器官が異
なる時期に発育すること，よりできるようになるた
めには，身体の各器官の発育が必要であることを説
明する． 
 
○他者と比較して自分の成長や体型等を気にする年
頃であるが，今後10年間程は成長する時期で個人差
も大きいので気にしすぎる必要はないことを押さ
え，成長を前向きに捉えさせる． 
 
○自分の身体の発育を支え，身体を最も大切にでき
るのは自分自身であることを強調するとともに，保
健学習で学んだ食事，運動，睡眠などの生活習慣の
大切さを確認させる． 
 
○自分の身体を大切にするためにしていることや，
これからしていきたいことを考えさせる． 
例）好き嫌いで何でも食べる． 
夜は早く寝るようにする． 
身体の大きさを人と比べて気にしない． 
○○は苦手で避けてきたけど頑張る 
 
○数名に発表させて学びを共有させる．  
 
グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
谷真海
のスピ
ーチ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシー
ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発育曲線 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシー
ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
○自分の身体や身体
の発育を大切にする
ためにこれからして
いきたいことを書い
ている． 
【ワークシート】 
（関心・意欲・態度） 
 
 
 
 
○自分のこれまでの
生活や考え方を振り
返って，身体や身体
の発育を大切にする
ためにしていきたい
ことを書いている． 
 
 
 
 
○自分の身体や身体
の発育を大切にする
ために，自分ができ
ることについて例を
いくつか示す． 
自分のからだができることやよさを見つけよう 
 
努力を要する状況
への手立て 
十分満足できると 
判断される状況 
